
Classiご利用校のデータをもとに作成した、「ICTと教員の
働き方改革」をテーマにした報告書を公開しています。

ClassiのIDでさまざまな教育プログラムをご利用できる
連携サービスに、探究学習やセキュリティ教育、
いじめ対策などが新たに加わります。

※2017年12月時点

Classi  ICTレポート公開中

2019年 リリース より深く、幅広いご指導を支援します
Classi 連携サービスが拡大

こちらのQRコードから
ダウンロードできます

校以上

アダプティブ実証
研究報告書

情報セキュリティ
自己診断結果報告書 さまざまなコンテンツパートナーと連携

月
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お客様
サービスセンター

越
境
せ
よ
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先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 9
V o l u m e 2
高 校 版
〈ビュー21〉

6

特集 改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

佐賀県立佐賀西高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

５教科横断型授業
仮想の学校「平和町高校」の教師陣

　
指導変革の軌跡

東京都立狛江高校
富山県・私立新川高校

特
集
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Why,What,Howからひも解く
カリキュラム・マネジメント
─学校を超えた教師の対話から考える─

Special

こま え

に い か わ

しるべ

2
0

1
9

  V
o

lu
m

e
2

ビ
ュ
ー
21
　●
　高
校
版
　

6
月
号

0-
01
-J
-

21
45
7-
00
0
20
19
年
度
V
IE
W
21
高
校
版
6
月
号

表
1-
4
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
新 組
05
/3
0

引
寺
念 校
06
/0
7

下
村

−
−/
− −

−
−/
− −

−
−/
− −

https://berd.benesse.jp


情熱教師 F i l e 14

今月の表紙　宮城県・私立仙台白百合学園中学・高校　鉢
は ち

呂
ろ

智
と も

子
こ

先生

生 徒 と 紡 ぐ

鉢呂智子先生　教 職 歴 24
年。同校に赴任して24 年目。
進路指導部長。

宮城県・私立仙台白百合学園中学・高校　全日制／普通科／女子校／１学年 約 120 人／2019 年
度入試合格実績（現浪計）国公立大は、東北大、宮城教育大、千葉大、東京大、九州大など
に 12 人が合格。私立大は、仙台白百合女子大、慶應義塾大、上智大などに延べ 141 人が合格。

自分でつくる道
　　　１年生の時から取り組んできたＳＧＨ＊１の活動
では、どの班も自分たちでテーマを決め、学校内外で
たくさんの気づきを得ていましたね。
　　　住民の方々と直接話をして、限界集落の課題を
現実のものとして受け止められました。地域活性化に
役立つ、特産品のべに花を使ったものを絶対作るんだ
と必死に方法を探しました。先生にも相談しながら製
作したハーバリウム＊２が地域のお祭りで完売した時は、
すごくうれしかったです。
　　　知らない土地に飛び込むことは挑戦だったと思
うけれど、それが新たな出会いを生み、自分たちの力以
上の成果を得たことは大きな自信になったと思います。
　　　先生のアドバイスは、次の活動指針になりました。
私たちの班は「アジア諸国との国際関係」と大きなテー
マだったので、調べれば調べるほど自分たちに何がで
きるのか分からなくなりました。そんな時、先生に「地
域にも国際関係はある。例えば、教会にはいろいろな国
の人が集まるよね？」と言われ、自分たちの視野の狭さ
に気づきました。早速、マ・ス−ル＊３に教会を紹介して
もらい、今は地元での国際交流会に向けて動いています。

　　　私たちの班も、ネパールの女子教育に役立つ教
具を作る際、先生に見学を勧められた附属幼稚園で幼
児が遊びながら学ぶ様子を見て、たくさんのヒントを得
ました。メンバーからアイデアが次々に出てきて、そ
れを基に教具を３種類つくり、ネパールに送りました。
その活用法を聞いて、改善に生かしたいと思っています。
　　　先生のアドバイスは、あくまでも選択肢の１つ。
自分たちなりに考えて行動したから、素晴らしい成果
につながったんだね。そして、班の中で課題を発見
し、根拠や目的をきちんと説明しながら相談するよう
になったことに、大きな成長を感じています。
　　　同じテーマの下に集まっていても、関心のある
ことは違うし、得手不得手もある。それを考えて役割
を分担し、段取りをつけていかないと、物事は前に進
まないのだと実感しました。
　　　３年生になって受験勉強との両立は大変だけれ
ど、中途半端に終わらせずに活動をやり切りたいです。
そして、大学に入ってからも活動を続けていきたいです。
　　　みんなが新たな挑戦をし、自分の道を切り拓く
ことを楽しみにしています！

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒

先生

生徒

＊１　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　＊２　ドライフラワーなどをビンにつめたインテリア雑貨。　＊３　修道女（シスター）のこと。
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〈ビュー21〉
高校版
2019
V o l u m e 2 6 月 C O N T E N T S

特集

改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

探究学習指導・共有シート

		  ５教科横断型授業
	 	 仮想の学校「平和町高校」の教師陣
	 	 ５教科横断型授業で、１テーマを多角的に捉えさせ、
	 	 授業と社会のつながりを考えさせる

	 34	 東京都立狛
こま

江
え

高校
	 	 大学入試改革への対応
	 	 学年団が一丸となった指導改善で、
	 	 生徒の思考力・判断力・表現力を育成

	 38	 富山県・私立新
にいかわ

川高校
	 	 地域と連携したＰＢＬ
	 	 自己肯定感を醸成し、何事も粘り強く行う生徒を育てる
	 	 「新

にいかわ

川創生プロジェクト」

	 4	 Why
	 	 越境し、学び合いながら目指す「これからの学校づくり」

	 6	 What❶ ●　カリキュラム・マネジメントとは何かを学ぶ
	 	 学校全体での「水平的学習」の推進に向け、
	 	 学校教育目標の構造化を
	 10	 What❷ ●　学校教育目標のあり方を考える
	 	 自校の現状分析で把握した課題を基に、
	 	 生徒の将来を見据えた教育目標を設定
	 14	 How ●　カリマネ推進の３大ポイントを学ぶ
	 	 学校教育目標の見直し、学習評価、学校全体での推進を
	 	 どう行えばよいのか？
	 20	 ワークショップを終えて　講師、参加者、編集部の振り返り	

2

42

28

34
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越境せよ！
◎「カリキュラム・マネジメント」（以
下、カリマネ）への先生方の関心
が高まっています。その背景には、
新学習指導要領の移行措置が始
まり、いよいよカリマネを本格的
に推進しようとした結果、様々な
課題が顕在化してきたことがある
と思われます。多くの学校がまだ
答えを持っていない課題ゆえ、学
校の違いを超えて、それぞれの悩
みや不安を共有し、各校のカリマ
ネの実現に向けて知恵を出し合う
ことが必要な時機なのではない
か─編集部ではそう考え、2019
年３月末に、全国の高校の先生
が集まり、カリマネについてとこ
とん考え、対話するワークショッ
プを実施しました。今号の特集で
は、その模様と、先生方の対話
を通じて見えてきたカリマネ推進
のポイントや課題についてお伝え
します。キーワードは、「越境」です。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方
	 	 実践者に聞く！　
	 	 三四郎の学校　事務局長　日賀優一
	 	 対話の積み重ねが一人ひとりの中に変化の芽を生む

52

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

	 48	 大阪府立大学　現代システム科学域　環境システム学類
	 	 領域横断的な課題解決能力を身につけ、持続可能な社会の実現を目指す

	 50	 東洋大学　食環境科学部　食環境科学科　
	 	 フードサイエンス専攻
	 	 低学年次から多くの実験を経験させ、食の安全に携わる人材を育成

48

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

		  「本当に美味しい米の作り方を知ってるか？」	
	 	 新潟県立長岡高校　山﨑健太

巻末

64

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

24
		  佐賀県立佐賀西高校
	 	 「総合的な学習の時間」での探究学習の実践を起点に、
	 	 カリキュラム・マネジメントを推進

Why,What,Howからひも解く
カリキュラム・マネジメント
─学校を超えた教師の対話から考える─
講師	 関西大学　教育推進部　教授　森　朋

とも

子
こ

 ／ 静岡県立御殿場高校　教諭　美
み な

那川
がわ

雄一 ／
	 岡山県立林野高校　校長　三浦隆志

学校を飛び出し、学びを巡る　高校教師study-tour

	 	 幼稚園の自由遊び
	 	 自分の好きな遊びに没頭する中で「学びに向かう力」を育む

46

理解！　習得！　自校に展開！　

生徒の学びをデザインするカリキュラム・マネジメント
ワークショップリポート

とじ込み

 June 20191
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＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

講師の方々

Why,What, Howからひも解く
カリキュラム・ マネジメント
─学校を超えた教師の対話　 から考える─

関西大学
教育推進部 教授

森 朋
と も

子
こ

静岡県立御殿場高校
教諭

美
み な

那川
が わ

雄一

岡山県立林野高校
校長

三浦隆志

越境し、学び合いながら目指す
「これからの学校づくり」	 P.4

理解！　習得！　自校に展開！
生徒の学びをデザインするカリキュラム・マネジメント
ワークショップリポート	

❶カリキュラム・マネジメントとは何かを学ぶ	 P.6

❷学校教育目標のあり方を考える	 P.10

カリマネ推進の３大ポイントを学ぶ	 P.14

❶学校教育目標のブラッシュ・アップ
❷カリマネと学習評価のあり方
❸カリマネを学校全体に浸透させるポイント

Why
とじ込み

ワークショップを終えて	 P.20

What

How

今回のワークショップの様子を動画でご覧いただけます。
各ページにあるＱＲコードを読み取ってアクセスしてご覧ください。

ワークショップの
様子を動画で公開

2 June 2019
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特集

Why,What, Howからひも解く
カリキュラム・ マネジメント
─学校を超えた教師の対話　 から考える─
高大接続改革が進み、カリキュラム・マネジメント（以下、カリ

マネ［※］）に対する学校現場の関心が高まる中、カリマネを

自校でどのように進めていけばよいのかといった声がよく聞か

れる。そこで、今号では、2019 年３月にVIEW21編集部が

主催した、カリマネをテーマにしたワークショップの内容を基

に、「なぜ」カリマネを行うのか、今求められているカリマネと

は「何か」、それを「どのようにして」進めればよいのかという、

Why,What, Howの視点で、カリマネ推進のポイントを整理する。
※本特集では、「カリキュラム・マネジメント」を「カリマネ」と表記することを基本とします。

 June 20193
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ワーク・対話・共有といったアウトプットを中心としたスタイルのワークショップで、
学校を超えて悩みや考えを共有！

　美那川先生の話を聞きながら記入し

たワークシートの内容をグループ内で

共有した上で、美那川先生への質問を

各グループ２つに集約。それらをスラ

イドに映し、美那川先生が回答していっ

た。多くのグループから、組織的な取

り組みにできた背景や、目標に基づい

た指導改善の進め方に関する質問が

出され、地域や学校の属性

にかかわらず、共通の課題

があることがうかがえた。

　御殿場高校ではどのようにカリマネ

を進めているのか。美那川先生が課題

意識を持った発端、読解力のテストを

行って生徒の実態を把握、その後、他

の教師とともに取り組みを進めている

過程を紹介した。気づきを可視化し、

グループで共有できるよう、「共感し

た点」「違和感・疑問・不安を持った点」

をワークシートに書き込み

ながら話を聞いた。

　学習理論の研究者である森朋子教授

が、カリマネが必要な理由やカリマネ

の実現に向けたプロセス、学校教育目

標の意義などを解説。森教授は、学習

者（生徒）の実態を踏まえてカリマネ

を行う重要性を強調した。参加者は、

事前に配信された学習動画でも予習し

てきており、森教授の話を集中して聞

いている様子がうかがえた。

　今回のワークショップは、５～６人

で構成されるグループを拠点に進めら

れたことから、まずは自己紹介を兼ね

たグループ結成ワークが行われた。各

自が持参した地元名産のお菓子などを

披露しながら、名前や学校名、担当教

科、分掌、更に、参加の理由やワーク

ショップへの期待などを伝え合った。

食べながら、お菓子にちな

んだグループの名前をつけ、

メンバー間の親睦を深めた。

共有した共感点や疑問点から
講師への質問をまとめる

生徒の実態をどう捉えて
教育目標を立てるか？

なぜカリマネを行うのか、
カリマネとは何かを学ぶ

ワークショップへの期待を
グループで語り合う

グループワーク・
トークセッション

美那川雄一先生との質疑応答

事例報告

静岡県立御殿場高校の取り組み
美那川雄一先生の報告

課題整理

なぜ、カリマネなのか？
森朋子教授の講演

グループ結成ワーク
■日時　2019 年 3 月 23 日（土）

10 時 30 分～17 時 30 分

■会場　株式会社ベネッセコーポレーション
岡山本社（岡山市北区）

■参加者　全国の高校教諭４２人 ※地方別内
訳 （関東６人、東海４人、関西 9人、中国 12 人、
四国 4 人、九州 7人）  

■参加費　 3,000 円（税込み、昼食代を含む）

■監修・ファシリテーター　
関西大学教育推進部　教授　森　朋子

「三四郎の学校」事務局長　日賀優一 

■講師　
関西大学教育推進部　教授　森　朋子
静岡県立御殿場高校　教諭　美那川雄一
岡山県立林野高校　校長　三浦隆志

（2019 年 3 月現在）

■ワークショップの大まかな流れ　
参加者５～６人を１グループとして進行。

（１グループにつきベネッセの社員を１～２人配置）

10:30 開会挨拶、講師紹介
10:50 グループ結成ワーク
 （自己紹介、グループ名決定）
11:10 課題整理「なぜ、カリマネなのか？」
 関西大学教育推進部　教授　森　朋子
11:30 事例報告
 「静岡県立御殿場高校の取り組み」
 静岡県立御殿場高校　教諭　美那川雄一
12:00 グループワーク　
 御殿場高校の取り組みに対しての
 共感点・疑問点などを語り合う
12:30 トークセッション　
 美那川先生と参加者の質疑応答
13:00 昼食
13:50 ３つの分科会
 （３つの中から１つ選んで参加）

15:35 グループワーク　
 各分科会の内容をグループ内で共有
16:10 個人ワーク　
 個人のカリマネ行動計画シートを記入
16:30 グループワーク　個人のカリマネ
 行動計画の内容をグループ内で共有
16:50 グループワーク　グループのカリマネ
 行動計画を検討・立案
17:00 グループワーク　グループを超えて今
 日の学びの成果を共有
17:15 グループワーク　他グループから得た
 学びや感動をグループ内で共有
17:30 プログラム終了

▶詳細は６ページへ▶詳細は10ページへ

今回のワークショップの様子を動画でご覧いただけます。それぞれのＱＲコードを読み取ってアクセスしてご覧ください。ワークショップの動画を公開！

とも こ

今回のワークショップでは、１グループを、学校や立場、教科、教職歴などが異なる５～６人のメンバーで構成し、
メンバー同士で話しながら思いや実践を共有。そこで得た気づきや考えたことを言語化して共有する過程を大切
にし、参加者がそれぞれ答えを見いだすことをねらいとした。

み な がわ

理
解
！

習

自
校
に

得
！

展
開
！

 ワークショップ概要12:00 11:30 11:10 10:50

今回のワークショップを上記の進め方とした背景は、P.52「これからの会議・研修のあり方、つくり方」で解説しています。



学校教育目標のブラッシュ・アップ
講師　美那川雄一先生

13:50

３つの分科会

カリマネと学習評価のあり方
講師　森　朋子教授

分科会の内容をグループで共有

カリマネを学校全体に浸透させるポイント
講師　三浦隆志校長

個人のカリマネ行動計画を作成、
グループで発表

16:10

グループのカリマネ行動計画を
作成、他グループと共有

16:50

３つの中から１つを選んで参加

最初のグループに戻って共有

カリマネの起点となる
目標づくりの視点とは？

　参加者が事前に洗い出した自校の強み・弱

みと、美那川先生が重要だと考える学校教育

目標策定上で重要な４つの観点を踏まえ、参

加者は自校の教育目標を見直し、修正。その

結果を参加者同士で共有し、より自

校に合った教育目標にブラッシュ・

アップするための意見を出し合った。

▶詳細は14ページへ

指導改善に結びつく
学習評価のポイントは？

　森教授は、生徒の課題を的確に見いだして

こそ効果的な指導改善ができると伝えた上で、

逆向き設計の考え方や学習評価の手法を示し

た。その考え方や手法を踏まえ、参加者は自

校の教育目標の評価手法が適切なの

か、参加者同士でアドバイスしなが

らチェックしていった。

▶詳細は16ページへ

教師全員をどのようにして
巻き込めばよいのか？

　参加者は、ワークシートを用いて、カリマ

ネの基本的なステップの中で自校が優先する

課題を整理。「カリマネへの関心が低い」「対

話的な場をつくる時間がない」といった優先

順位の高かった課題について、校長

としてカリマネを推進してきた三浦

先生が自身の体験を語った。

他の分科会の内容を知るとともに
自身の学びを振り返る

　自分が参加した以外の２つの分科会の概要をつ

かめるよう、最初のグループ内で自分が参加した

分科会の内容や気づきなどを報告し合った。その

報告した内容に対して質問や疑問も出され、それら

に答えた参加者は、分科会での学びを振り返る場

にもなった。

▶詳細は18ページへ

明日からの具体的な
行動に落とし込む

　今日学んだことや気づきを生かして、自校

ですぐにアクションを起こせるよう、今後の

個人の行動計画を考えた。学校全体や学年団、

教科団が○年後または○か月後、こうなって

ほしいという姿を設定し、その実現のために

自分が明日からできることをシート

に記入。決意表明として、グループ

でその内容を発表し合った。

カリマネを推進する
仲間として結束！

　個人のカリマネ行動計画シートを模造紙に

貼り、メンバー同士がどのように見守り、励

まし合うのかなど、グループの行動計画を立

て、模造紙に記入。各グループの行動計画を

見て回った。最後に、他グループの内容を見

て感じたことや気づき、今日１日の

学びをグループ内で発表して、プロ

グラムは終了した。

今回のワークショップで築いたネットワークを、今後の活動にも生かしてもらう
べく、「ベネッセハイスクールオンライン」上に、ワークショップ参加者専用の会
議室を設置。参加者同士で悩みや課題を相談し合ったり、３人の講師に質問
をしたりと、交流が続けられている。

「ベネッセハイスクールオンライン」上に
先生ＳＮＳを開設し、越境する学びを応援！



Why　

カ
リ
マ
ネ
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
す

上
で
、
必
要
不
可
欠
な
営
み
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
主
体
的
に
学
ん

で
必
要
な
情
報
を
判
断
し
、
よ
り
よ
い
人

生
や
社
会
の
在
り
方
を
考
え
、
多
様
な

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
問
題
を
発
見
し

解
決
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
」（
※
）

と
い
っ
た
資
質
・
能
力
は
、
特
定
の
教

育
活
動
の
み
で
育
成
さ
れ
る
も
の
で
は

も
、「
教
育
目
標
が
抽
象
的
な
表
現
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
」「
自
校
な
ら
で
は
の
内

容
に
な
っ
て
い
な
い
」
な
ど
、
課
題
を
抱

え
て
い
る
学
校
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
カ
リ
マ
ネ
を

推
進
す
る
現
場
の
先
生
方
へ
の
支
援
と
し

て
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
が
た
ど
り
着
い
た

１
つ
の
答
え
が
「
越
境
す
る
学
び
」
で
あ

り
、
先
生
方
が
学
校
の
違
い
を
超
え
て
対

話
を
し
、
カ
リ
マ
ネ
に
つ
い
て
の
理
解
や

考
え
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
２
０
１
９

年
３
月
に
実
施
し
た
の
が
、
カ
リ
マ
ネ
を

テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

今
号
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
供
さ
れ

た
知
見
と
参
加
者
の
先
生
方
か
ら
表
出
さ

れ
た
問
題
意
識
や
思
い
な
ど
を
基
に
、
カ

リ
マ
ネ
の
意
義
と
課
題
、
そ
し
て
具
体
的

な
方
策
を
ひ
も
解
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説　総則編」

な
く
、
各
教
科
等
の
学
習
や
学
校
行
事
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
活
動
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
力
が
統
合

さ
れ
て
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
各
教
育
活
動
と
教
科
等
横
断
的
な
学

習
の
両
方
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
教
科
や

分
掌
、
学
年
等
が
連
携
し
た
教
育
課
程
の

編
成
・
実
施
・
改
善
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
状
態
を
実
現
す
る
営
み
が
カ
リ
マ
ネ

で
す
。

　

た
だ
、
先
生
方
に
お
話
を
伺
う
と
、「
管

理
職
や
推
進
担
当
以
外
は
カ
リ
マ
ネ
へ
の

関
心
が
低
い
」「
誰
を
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
巻
き
込
め
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
悩
み
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ま

た
、
カ
リ
マ
ネ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
最
も

重
要
な
工
程
で
あ
る
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
学
校
教
育
目
標
の
策
定
に
つ
い
て

越
境
し
、学
び
合
い
な
が
ら
目
指
す

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
」

現
在
進
行
中
の
教
育
改
革
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
、カ
リ
マ
ネ
）」の
実
現
だ
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
３
年
後
に
控
え
、
カ
リ
マ
ネ
推
進
上
の
課
題
も
顕
在
化
し
始
め
て
い
る
。

な
ぜ
、カ
リ
マ
ネ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

●教育目標として掲げた「育成を目指す資質・能力」を
いつ、どのように育成していくのか、明確化している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都府・私立）
●全教職員によるディスカッションを通じて自校のグ
ランドデザインをつくり、各教科がその内容を踏まえ、
指導計画を立てている。　　　　　　　（東京都・公立）
●何から始めてよいか分からず、手探りの状態。先行
きが見通せない。　　　　　　　　　　（福岡県・公立）
●カリマネが必要だという認識が浸透していない。「現
状、うまくいっているのになぜ？」といった意識は、
まだまだ根強い。　　　　　　　　　（広島県・公立）

参加者に聞く「自校のカリマネの進捗状況」（参加者４２人への事前アンケートより）

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

31
%

69
%

推進
している

これから
推進する
予定

動画はこちら

株
式
会
社

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

V
I
E
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括
責
任
者

柏
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崇

か
し
わ
ぎ
・
た
か
し
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●同様の課題意識を持つ他校の先生方と意見交換しな

がら、自校の実践工程表を作成したい。　 （京都府・私立）

●カリマネの推進における具体的な問題点とその解決

事例を、他校の先生方から聞きたい。そして、自校

でどのような姿勢で、どのように同僚を巻き込み、

最終ゴールをどこに置くのかを見いだしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広島県・公立）

●全教職員がカリマネについて理解を深め、行動でき

るような様々な取り組みを、他校から学んで、持ち

帰りたい。　　　　　　　　　　　　　　（東京都・公立）

●カリマネを推進する上で考えていくべきポイントを

把握したい。� （熊本県・公立）

●カリマネをきっかけに、本校の包括的な指導体制を

見直していくことで、生徒の学びがもっと豊かにな

るような学校をつくりたい。　　　　　　（徳島県・公立）

●学校の課題を共有した上で、教師一人ひとりが自分

の持つ力を適材適所で発揮しながら、生徒の可能性

を希望進路の実現につなげることができる体制を構

築するノウハウを学びたい。また、全国各地の先生

方と先進的な事例の情報交換ができることを期待し

ている。　　　　　　　　　　　　　　　（宮城県・公立）

●一気に学校を変えることは難しいからこそ、話がで

きる仲間と少しずつカリマネに取り組んでいくこと、

対話ができる相手をたくさんつくることが大事だと

分かった。　　　　　　　　　　　　　　（広島県・公立）

●細やかに配慮されたワークショップの運営や方向性

で、終始有益な対話がなされ、様々な化学反応が起き、

対話の中からそれぞれの答えを見つけ出すことがで

きた。前向きな先生方が集まると１つのきっかけで

進み始める駆動力のすごさを予感した。学校の中で

も同じことが起こせれば、もっと楽に、よい方向を

目指せるのではないだろうか。
（徳島県・公立）

●同じ悩みを持つ先生と知り合えたことがよかった。

他の学校の先生だということもあって、率直に相談

できた。　　　　　　　　　　　　　　（和歌山県・私立）

●教育目標はその達成度を評価できる仕組みとセット

で練り上げていくべきものであることが確認できた

ことが大きな収穫だ。そして、教職員全体の対話の

中でカリマネを進めていくことの大切さを感じた。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊本県・公立）

●様々な高校の先生と話す過程で、どのような学校に

おいてもカリマネが必要であることを再認識した。

学校に戻って、現在取り組んでいるカリマネの意義

を学年会で説明した。　　　　　　　　（熊本県・公立）

●立場や環境の異なる先生がグループ内にいたことで、

いろいろな視点からカリマネの進捗状況を見ること

ができた。学校に帰って、管理職と教務部長、進路

部長にワークショップの報告を行った。各学年の学

年主任、副主任とも内容を共有し、生徒の強みと弱み、

生徒につけさせたい資質・能力とその理由を、各学

年の先生方に考えてもらうことにした。それらを集

約し、まずは１学期中に学校教育目標の策定に取り

組む予定である。　　　　　　　　　　　（三重県・私立）

ワークショップへの

ワークショップでの

カリマネの推進において、
現場の教師が持つニーズとは？

カリマネの推進において、現場の教師が得た気づき、
観点はどのようなものだったのか？果

待

成

期

 June 20195
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What
　

カ
リ
マ
ネ
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
そ
の
目
的
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
（
図
１
）。

　

現
代
社
会
は
、
Ａ
Ｉ
を
始
め
と
す
る
科

学
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
急
速
に
変
化
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
数
十
年
間
に
は
、

既
存
の
職
業
が
な
く
な
る
こ
と
も
、
新
た

な
職
業
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
以
前
に
は
な
か
っ
た
問

題
の
解
決
に
迫
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
社
会
を
予
見
す

る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
中
、
急
激
な
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

社
会
に
出
た
後
も
、
必
要
な
情
報
を
自
ら

入
手
し
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
学
び
続

け
る
資
質
・
能
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
仕
事
で
は
、
既
定
の
業
務
だ
け
で

は
な
く
、
新
た
な
価
値
の
創
造
を
目
指
し

た
り
、
家
庭
で
は
、
自
分
や
家
族
の
よ
り

よ
い
生
活
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
た
め
に
、
学
校
に
は
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
次
の
３
つ
の
学
力
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
指
導

改
善
で
す
（
図
２
）。

①
見
え
る
学
力
（
学
ん
だ
力
）

②
見
え
に
く
い
学
力
（
学
ぶ
力
）

③
見
え
な
い
学
力
（
学
ぼ
う
と
す
る
力
）

　

従
来
の
指
導
で
は
、
①
見
え
る
学
力
の

育
成
に
重
点
が
置
か
れ
、
②
見
え
に
く
い

学
力
や
③
見
え
な
い
学
力
は
、
行
事
等
の

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

カリキュラムを主たる手段として、学校
の教育目標をよりよく達成していこうと
する営み。カリキュラムとは、教育計画

だけを指すのではなく、毎年作成する

教育課程、日々の授業、校内の組織、

さらに生徒が学んだことを含めた概念。

＊田村 2011, 2016 より。
＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
を
学
ぶ

学
校
全
体
で
の「
水
平
的
学
習
」の

推
進
に
向
け
、学
校
教
育
目
標
の
構
造
化
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第
１
部
で
は
ま
ず
、
関
西
大
学
教
育
推
進
部
の
森
朋
子
教
授
が
、

カ
リ
マ
ネ
が
求
め
ら
れ
る
背
景
と
そ
の
意
義
、
カ
リ
マ
ネ
を
継
続
・
充
実
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

「
カ
リ
マ
ネ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

1

人
間
の
強
み
を
生
か
せ
る
指
導
を

組
織
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

関西大学教育推進部 教授

森 朋子
もり・ともこ

専門は、学習研究、学習理論。島根大学
教育開発センター長等を経て、現職。共編
著に『アクティブラーニング型授業としての
反転授業』（ナカニシヤ出版）。

カリキュラム・マネジメントとは図１

動画はこちら
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学
校
で
の
学
び
は
、「
垂
直
的
学
習
」「
水

平
的
学
習
」（
＊
）
に
分
か
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
（
図
３
）。
カ
リ
マ
ネ
に
よ
っ

て
２
つ
の
学
習
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
れ

ば
、
教
育
活
動
を
さ
ら
に
実
り
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

代
表
的
な
垂
直
的
学
習
は
、
教
科
学
習

で
す
。
生
徒
は
問
題
演
習
な
ど
に
繰
り
返

し
取
り
組
む
中
で
次
第
に
学
習
を
深
め
、

授
業
の
め
あ
て
で
あ
る
活
動
を
上
手
に
、

そ
し
て
早
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
た
だ
し
、
１
つ
の
教
科
・
科
目
の

中
だ
け
で
知
識
・
技
能
が
完
結
し
や
す
い

せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
②
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
着

実
な
習
得
が
可
能
で
す
。
高
校
３
年
間
、

中
高
一
貫
校
で
あ
れ
ば
６
年
間
、
同
じ

目
的
の
下
に
各
教
科
・
科
目
の
授
業
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
カ
リ
マ
ネ
は
、

そ
う
し
た
組
織
的
な
対
応
を
図
る
た
め
に

不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

カ
リ
マ
ネ
は
、
単
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
カ
リ
マ
ネ
を

行
う
目
的
の
理
解
が
曖
昧
な
ま
ま
で
は
、

そ
れ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

ま
ず
は
、
そ
の
必
要
性
を
し
っ
か
り
押
さ

え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
別
活
動
や
部
活
動
な
ど
を
中
心
に
育
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
確
か
に
①
は
重
要
で
す

が
、
進
化
を
続
け
る
Ａ
Ｉ
が
今
後
ま
す
ま

す
そ
の
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
Ａ
Ｉ
に
代
替
さ
れ
な
い
人
材
を
育
成

し
て
い
く
た
め
に
も
、
学
校
生
活
の
中
で

最
も
長
い
時
間
を
占
め
る
授
業
に
お
い
て

②
③
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
問
い
か
け
を

工
夫
し
た
り
、
指
導
方
法
を
改
善
し
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
②
は
、

自
分
の
考
え
を
発
信
し
た
り
、
他
者
と
協

働
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
で
す
し
、
③

は
、
粘
り
強
さ
や
創
意
工
夫
の
源
泉
と
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
学
力
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
に
人
間
の
強
み
が
あ
り
、
①

を
Ａ
Ｉ
以
上
に
活
用
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

　

教
師
一
人
ひ
と
り
の
指
導
の
改
善
効
果

を
高
め
る
た
め
に
は
、
全
教
師
が
目
線
を

合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
が
欠
か

垂直的学習と水平的学習のイメージ図３

❶見える学力（学んだ力）
知識・技能

❷見えにくい学力（学ぶ力）
知識・技能獲得能力、活用能力、

思考力・判断力・表現力、
コミュニケーション能力など

❸見えない学力（学ぼうとする力）
関心・意欲・感性・自己肯定感など

◎垂直的学習
• 教科学習が代表例
•１つの教科・科目の知識・技能が段階的に発達

◎水平的学習
• 探究学習が代表例
• 様々な分野を横断して学ぶ
• 生徒のものの考え方や価値観を変化させられる

ところが強み

海面

海上

海中

氷山

•練習で着実な習得が可能
•カリマネの効果が発揮されやすい

•最も身につきにくい
•パーソナリティーや家庭環境などに
　大きく依拠

垂
直
的
学
習

水平的学習

＊ Engeström, Engeström ＆ Kärikäinen（1995）を森教授が一
部改変して図式化。

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。

「
水
平
的
学
習
」
で
気
づ
き
を

得
て
、生
徒
は
学
び
に
向
か
う

今後、組織的に育成していきたい学力（氷山モデル）図 2

＊　フィンランドのヘルシンキ大学で発達・学習心理学や認知科学などを研究している、ユーリア・エンゲストローム教授による分類。

「氷山モデル」（Spencer & Spencer, 1993）「確かな学力」の氷山モデル（梶田，1994）を森教授が改変。
＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。
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と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
水
平
的
学
習
で
は
、
様
々
な
教

科
・
科
目
、
さ
ら
に
は
学
校
外
へ
と
越
境

し
て
い
き
ま
す
（
図
４
）。
そ
う
し
た
学

習
は
、「
教
科
・
科
目
等
の
枠
を
超
え
た

横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
」
と
し
て
、
次

期
学
習
指
導
要
領
で
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
部
活
動
や
体
育

祭
な
ど
の
学
校
行
事
も
、
こ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
入
り
ま
す
。

　

水
平
的
学
習
に
は
、
生
徒
の
視
野
や
考

え
方
を
豊
か
に
し
、
今
ま
で
気
に
と
め
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
す
な

ど
、
価
値
観
を
変
化
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
水
平
的
学

習
は
、
探
究
学
習
で
す
。
地
域
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
、
大
学
の
授
業

を
体
験
し
た
り
す
る
中
で
、
生
徒
は
自
分

が
学
ん
で
き
た
教
科
・
科
目
の
知
識
・
技

能
が
社
会
で
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か

に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
気
づ
き

は
、
主
体
的
に
学
び
を
深
め
る
こ
と
の
原

動
力
と
な
っ
て
③
見
え
な
い
学
力
を
高
め

る
の
で
、
②
見
え
に
く
い
学
力
や
①
見
え

る
学
力
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
垂
直
的
学

習
に
加
え
、
水
平
的
学

習
の
充
実
が
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
カ
リ
マ
ネ
を
行

う
上
で
は
、
両
学
習
を

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
る
の
か
を
検
討
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
で

す
。
組
み
合
わ
せ
方
は

多
様
で
あ
り
、
生
徒
や

学
校
の
実
態
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。例
え
ば
、

幅
広
い
学
力
層
の
生
徒

が
集
ま
る
学
校
で
は
、

ま
ず
は
垂
直
的
学
習
に
力
を
入
れ
、
徐
々

に
水
平
的
学
習
を
増
や
し
て
い
く
の
も
方

法
の
１
つ
で
す
。
学
力
の
高
い
生
徒
か
ら

構
成
さ
れ
る
学
校
な
ら
ば
、
早
い
段
階
か

ら
水
平
的
学
習
を
中
心
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
通
り
、
カ
リ
マ
ネ

は
学
校
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の

で
す
。
今
回
は
、
そ
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト

を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、「
学
校
教
育
目
標
の
達
成
」

を
し
っ
か
り
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
私
の

専
門
分
野
で
あ
る
学
習
研
究
や
学
習
理
論

で
は
、
学
校
の
教
育
活
動
は
マ
ク
ロ
・
ミ

ド
ル
・
ミ
ク
ロ
の
３
レ
ベ
ル
の
目
標
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
が
学
校
教
育
目
標
、

ミ
ド
ル
レ
ベ
ル
が
教
科
団
や
学
年
団
な
ど

が
掲
げ
る
教
育
目
標
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
が

授
業
の
教
育
目
標
で
す
。
先
生
方
が
生
徒

と
日
々
向
き
合
う
中
で
は
、
授
業
の
教
育

目
標
の
達
成
だ
け
に
注
目
し
が
ち
で
す

全
学
年
・
全
教
科
の
授
業
の
教
育

目
標
に
、学
校
教
育
目
標
を
反
映

越境する学びのイメージ図４

学校教育目標の達成のイメージ図５

マクロレベル

ミドルレベル

ミクロレベル

大学

海外

生活

地域

他教科

学校・教科

授業の
教育目標

授業の
教育目標

授業の
教育目標

授業の
教育目標

学校
教育目標

行事・部活動の
教育目標

各教科団の
教育目標

各学年団の
教育目標

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。
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教育のＰＤＣＡサイクル図６ が
、カ
リ
マ
ネ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

学
校
教
育
目
標
の
達
成
を
常
に
意
識
す
る

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
学
校
教
育
目
標
に
基

づ
き
、
各
教
科
団
や
各
学
年
団
の
教
育

目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
各
教
科
・
科
目
の
授
業
の

教
育
目
標
に
は
、
教
科
団
・
学
年
団
両
方

の
教
育
目
標
を
反
映
さ
せ
ま
す
（
図
５
）。

例
え
ば
、
１
年
次
の
「
化
学
基
礎
」
で
あ

れ
ば
、
理
科
の
教
科
団
と
１
学
年
団
の
全

教
師
が
集
ま
り
、
学
校
教
育
目
標
に
つ
い

て
共
通
理
解
を
図
っ
た
上
で
、
授
業
で
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
す

の
か
を
検
討
す
る
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
議
論
を
深
め
る
た
め
に
は
、

卒
業
ま
で
に
授
業
で
育
成
し
た
い
生
徒
の

資
質
・
能
力
と
そ
の
評
価
観
点
を
ま
と
め

た
長
期
的
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
、あ
ら
ゆ
る

教
育
活
動
の
目
的
や
位
置
づ
け
を
整
理
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ

と
が
有
効
で
す
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、３

年
間
・
６
年
間
の
教
育
活
動
と
学
校
教
育

目
標
と
の
関
連
性
を
視
覚
的
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
、学
校
教
育
目
標
の
達
成

を
意
識
し
た
、授
業
の
教
育
目
標
の
設
定

に
役
立
ち
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
ツ
ー

ル
の
作
成
は
手
段
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。大
切

な
の
は
、
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
議
論
し
、

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
教
師
間

の
目
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。そ
う
し

た
中
で
、教
科
団
や
学
年
団
を
超
え
た
全

校
体
制
で
の
カ
リ
マ
ネ
が
実
現
し
ま
す
。

　

２
つ
め
は
、「
教
育
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
確
立
」
で
す
（
図
６
）。

　

Ｐ
で
あ
る
学
校
教
育
目
標
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
前
提
と
し
て
教
師
に
よ
る
現

状
把
握
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
自
校
の
教
育

活
動
を
振
り
返
り
、
ね
ら
い
通
り
の
成
果

が
出
て
い
る
活
動
と
、
思
う
よ
う
な
結
果

を
伴
っ
て
い
な
い
活
動
を
整
理
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
結
果
の
原
因
を
検
討
し
ま
す
。
そ

う
し
て
、
生
徒
や
学
校
、
地
域
の
実
態
へ

の
理
解
を
深
め
た
上
で
、①
見
え
る
学
力
、

②
見
え
に
く
い
学
力
、
③
見
え
な
い
学
力

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
せ
る
よ
う
、
学
校

教
育
目
標
を
練
り
上
げ
る
の
で
す
。

　

Ｐ
と
Ｄ
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が

「
学
習
評
価
方
法
の
検
討
」
で
す
。「
逆
向

き
設
計
」（
詳
細
は
Ｐ
．16
参
照
）に
基
づ
き
、

教
育
実
践
の
前
に
、
ど
の
よ
う
な
ツ
ー
ル

を
用
い
て
教
育
目
標
が
達
成
さ
れ
た
の
か

を
評
価
す
る
方
法
を
決
め
ま
す
。

　

Ｃ
で
は
、
課
題
を
客
観
的
に
洗
い
出
す

た
め
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
用
い
た
評
価
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
教
育
活
動
の
成
果
の

要
因
は
様
々
で
す
。
同
じ
教
育
活
動
を
複

数
の
学
年
で
行
い
、
結
果
が
異
な
る
こ
と

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
に
一
喜
一

憂
す
る
の
で
は
な
く
、
全
教
師
が
エ
ビ
デ

ン
ス
を
基
に
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
次

の
Ａ
に
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

①
見
え
る
学
力
に
比
べ
て
、
②
見
え
に

く
い
学
力
、
③
見
え
な
い
学
力
の
育
成
に

は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
３
年
間
も
し
く

は
６
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
計

画
的
・
組
織
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
校
体
制
で
教
育
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
、
カ
リ
マ
ネ
を
継
続
・
充
実
し
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現状把握

これまでの教育活
動を振り返り、成
果と課題を整理。

生徒の実態に応じ
て改善を図る。

アセスメントで学
習成果を可視化。

教育実践の前
に、教育目標が
達成されたのか
を測る評価方法
を考える。

垂直的学習と水平的学
習のバランスを考慮し
ながら、あらゆる教育
活動を通して、学校教
育目標の達成を図る。

①見える学力、②見えにくい学力、
③見えない学力をバランスよく育成
できるよう、生徒や学校、地域の実
態に応じて、学校教育目標を策定。

学校教育目標の
策定（Ｐ）

学習評価（C）

見直し・
改善（Ａ）

学習評価方法の
検討

教育実践（Ｄ）

常
に
生
徒
の
実
態
を
見
据
え
、

教
育
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。
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What
　

本
校
で
は
、
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
し
て
「
読
解
力
」
を
掲
げ
、

カ
リ
マ
ネ
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

そ
の
背
景
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
校
は
、
工
業
・
商
業
・
家
庭
の
３
科

を
擁
す
る
静
岡
県
内
唯
一
の
専
門
高
校

で
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
、
創
造
工
学
科
、

創
造
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
生
活
創
造
デ
ザ
イ
ン

科
の
３
学
科
を
設
置
し
て
い
ま
す
（
＊

１
）。
生
徒
数
は
約
６
０
０
人
。
卒
業
後

の
進
路
は
、
57
％
が
就
職
し
、
28
％
は
専

門
学
校
へ
、
15
％
は
大
学
・
短
期
大
学
へ

と
進
学
し
ま
す
（
17
年
度
）。
地
元
企
業

に
就
職
す
る
生
徒
が
多
い
た
め
、
資
格
取

得
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
で
役

立
つ
資
質
・
能
力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

17
年
４
月
に
本
校
に
赴
任
し
た
私
が
課

題
意
識
を
持
っ
た
の
は
、
授
業
を
開
始
し

て
１
か
月
が
経
っ
た
頃
で
す
。
担
当
の
世

界
史
の
授
業
中
、
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
私
が
発
問
し
て
も
、
生
徒

の
手
が
全
く
挙
が
ら
ず
、「
も
し
か
し
て
、

生
徒
は
教
科
書
の
文
章
を
読
め
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
に
は
教
科
書
の
文
章
を

正
確
に
読
み
取
る
力
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
仮
説
を
立
て
、
国
立
情
報
学
研
究
所

社
会
共
有
知
研
究
セ
ン
タ
ー
が
考
案
し
た

読
解
力
テ
ス
ト
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル

テ
ス
ト
」（
以
下
、
Ｒ
Ｓ
Ｔ
）
の
サ
ン
プ

ル
問
題
（「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス

ト
の
実
例
と
結
果
」〈
平
成
27
年
度
実
施

予
備
調
査
よ
り
〉）
を
、
１
年
生
全
員
に

解
か
せ
て
み
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
正
答
率
は
、
全
国
公
立
高
校

の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

数
問
解
い
た
だ
け
で
は
確
か
な
こ
と
は
言

え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
徒
が
教

科
書
の
文
章
を
正
確
に
読
み
取
れ
て
い
な

い
の
な
ら
、
授
業
の
内
容
を
理
解
し
て
い

な
い
可
能
性
が
高
く
、
教
師
の
口
頭
で
の

説
明
も
十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
授
業
を
根
本

的
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
校

長
に
Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
結
果
を
示
し
て
相
談
し
ま

＊１　2019 年度の３学年は、情報システム科、情報ビジネス科、情報デザイン科の 3 学科。
＊ プロフィールは 2019 年３月時点のものです。

学
校
教
育
目
標
の
あ
り
方
を
考
え
る

自
校
の
現
状
分
析
で
把
握
し
た
課
題
を
基
に
、

生
徒
の
将
来
を
見
据
え
た
教
育
目
標
を
設
定

森
教
授
の
講
演
を
通
じ
て
カ
リ
マ
ネ
の
理
解
を
深
め
た
後
は
、
実
践
事
例
と
し
て
、「
読
解
力
」
の
育
成
を
軸
に
カ
リ
マ
ネ
を
進
め
て
い
る

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
の
美
那
川
雄
一
先
生
が
、
課
題
意
識
を
持
っ
た
き
っ
か
け
や
教
育
目
標
の
設
定
に
お
い
て
大
事
に
し
た
視
点
、

他
教
師
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
た
過
程
な
ど
を
語
っ
た
。

講
演
後
に
は
、
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
美
那
川
先
生
へ
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

2

「
教
科
書
の
文
章
を
読
め
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
課
題
認
識

静岡県立御殿場高校 教諭

美那川雄一
みながわ・ゆういち

教職歴 15 年。同校に赴任して２年目。
１学年主任。担当は地理歴史・公民科（世
界史）。

動画はこちら
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そ
し
て
、
教
育
目
標
が
変
わ
れ
ば
、
授

業
も
変
え
る
べ
き
だ
と
考
え
、
授
業
の
見

直
し
を
し
よ
う
と
ほ
か
の
教
師
に
呼
び
か

け
て
、
12
月
に
２
度
目
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
本
校
で
育
成
を

目
指
す
「
読
解
力
」
の
定
義
を
基
に
、
ど

の
よ
う
に
各
学
年
・
各
教
科
で
そ
れ
を
育

成
す
る
か
、
学
年
・
教
科
を
超
え
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
は
、
具
体
例
が
あ
っ
た
方
が

よ
い
と
考
え
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
学

を
見
据
え
、
教
育
目
標
を
よ
り
具
体
化
す

る
こ
と
で
す
。
研
修
メ
ン
バ
ー
で
、
本
校

の
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
「
読
解
力
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
定
義
を
「
文

章
を
正
確
に
読
み
取
る
力
」
と
「
情
報
を

整
理
し
て
理
解
す
る
力
」
の
２
つ
に
し
ま

し
た
。
企
業
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
「
読

ん
で
」
仕
事
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
高
校
卒
業
後
は
、
自
分
で
本
な
ど

を
「
読
ん
で
」
学
び
続
け
る
こ
と
が
、
生

徒
に
は
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
（
図
１
）。

し
た
。
す
る
と
、「
３
年
生
の
読
解
力
は

ど
う
で
す
か
」
と
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
３
年
生
に
も
同
様
に
問
題

を
解
か
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、
３
年
生
の
平

均
正
答
率
も
、
全
国
公
立
高
校
の
平
均
値

よ
り
低
い
結
果
で
し
た
。

　

そ
の
頃
、
職
員
室
で
も
、「
生
徒
は
、

教
科
書
の
文
章
を
正
確
に
読
め
て
い
な
い

よ
う
だ
」「
資
格
試
験
の
合
格
率
が
下
が
っ

て
い
る
の
は
、
問
題
文
を
読
め
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
課
題
が
挙

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
教
師
間
で

そ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
共
有
し
、
対
応

策
を
検
討
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
普
通
教
科
の
担
当
教
師
に
よ
る

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
本
校
の
生
徒
へ
の
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
見
極
め
る
た
め
、

日
頃
、
教
師
が
生
徒
を
見
て
い
る
中
で
感

じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
Ｋ

Ｊ
法
を
用
い
て
、
学
校
や
生
徒
の
強
み
と

弱
み
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
暗
記
な
ど
は

得
意
だ
け
れ
ど
も
、
読
解
力
や
語
彙
力
、

計
算
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、

教
師
間
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
る
と
改

め
て
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
注
目
し
た
の
が
、
す
べ
て

の
学
力
の
基
礎
と
な
る
「
読
解
力
」
の
不

足
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
読
解
力
」
の

育
成
を
カ
リ
マ
ネ
の
軸
に
据
え
て
、
指
導

改
善
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

次
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
生
徒
の
将
来

科目：世界史Ａ
目的：「広い視野で考える力を育てる」　
目標：「東京大学の世界史」の問題を解く

学びの方針（資質・能力の育成）
❶生徒は、150 個だけ歴史用語を覚える→各時代の概念や各地域の
特徴を理解〈知識・教養〉

❷生徒は、教科書の文章を正確に読み取り、情報を整理して書くこと
ができる〈読解力・情報整理力・論述力〉

❸生徒は、自分の意見（論述）を他者の意見と比較し、よりよいもの
につくりかえることができる〈対話力・省察力〉

◎重点学力：読解力　御殿場高校を卒業するまでに、新聞を読
むことができるレベルの読解力を身につける

教
員
研
修
を
行
い
、
読
解
力
の

育
成
を
軸
に
教
育
目
標
を
設
定

生
徒
に
と
っ
て
よ
り
必
要
な

教
育
目
標
へ
と
近
づ
け
る

地理歴史・公民科で育成を目指す資質・能力（例）図 2

＊美那川先生の講演資料を基に編集部で作成。

１年生
世界史Ａ

教科書レベルの
文章を読み、内
容を正確に理解
する

２年生
日本史Ａ

教科書レベルの
文章を読み、内
容を正確に理解
する

３年生
現代社会

新聞レベルの文
章を読み、内容
を正確に理解す
る

静岡県立御殿場高校の生徒に必要な資質・能力図１

＊美那川先生の講演資料を基に編集部で作成。

読解力
•文章を正確に
読み取る力

•情報を整理して
理解する力

なぜ、読解力が生徒に必要なのか
❶生徒は、企業で働く際に、
マニュアルを「読んで」仕事を覚えなければな
らない

❷生徒は、高校卒業後、
自分で本などを「読んで」学び続けなければな
らない

読解力を身につけておかないと
御殿場高校の生徒は、社会で成長できない！
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び
の
方
針
を
事
前
に
ま
と
め
、
研
修
会
で

発
表
し
ま
し
た
（
Ｐ
．11
図
２
）。
地
理
歴

史
・
公
民
科
で
は
、
本
校
を
卒
業
す
る
ま

で
に
、
新
聞
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
レ
ベ
ル
の
読
解
力
を
育
成
す
る
こ

と
を
重
点
に
掲
げ
、
学
年
（
科
目
）
ご
と

の
目
標
も
設
定
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

生
徒
に
教
科
書
を
読
ま
せ
、
そ
こ
か
ら
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
問
う
授
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

18
年
度
は
、
５
教
科
中
心
の
取
り
組
み

で
し
た
が
、
19
年
度
か
ら
は
静
岡
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
受
け
、工
業
科
、

商
業
科
、
家
庭
科
の
専
門
科
目
で
も
「
読

解
力
」
の
育
成
な
ど
の
観
点
を
意
識
し
た

授
業
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

一
方
で
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
実
現
を
目
指
し
、
管
理
職
が
地
域
の
後

援
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
、
企
業
の
方
を
対
象

に
、
本
校
の
生
徒
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
中
で
す
。

　

ま
た
、
生
徒
に
も
、
自
分
た
ち
に
必
要

な
資
質
・
能
力
を
考
え
て
も
ら
う
場
を
設

け
ま
し
た
。
参
考
に
し
た
の
は
、『
Ｖ
Ｉ

Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版
の
17
年
10
月
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
山
梨
県
立
吉
田
高
校
の
取
り

組
み
で
す
。
生
徒
自
身
が
自
分
た
ち
に
必

要
な
資
質
・
能
力
を
考
え
る
会
議
を
開
催

し
た
と
い
う
記
事
を
読
み
、本
校
で
も「
御

殿
場
高
校
の
３
年
間
で
身
に
つ
け
る『
力
』

と
は
何
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
の
で
す
。

　

今
後
は
、
生
徒
自
身
が
実
感
し
て
い
る

こ
と
、
地
域
が
求
め
て
い
る
こ
と
も
意
識

し
、「
読
解
力
」
の
育
成
な
ど
を
軸
に
し

た
カ
リ
マ
ネ
を
学
校
全
体
で
推
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
後
、
美
那
川
先
生
の
話
を
聞
い
て

参
加
者
が
抱
い
た
共
感
・
違
和
感
・
疑
問
・

不
安
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
。
そ
の
内
容
を

踏
ま
え
、
美
那
川
先
生
と
参
加
者
と
の
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

組
織
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
学

校
全
体
に
ど
の
よ
う
に
広
げ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

本
校
で
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
組
織
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
外
部
機
関
と
の
連
携
は
鍵
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
18
年
度

か
ら
、
静
岡
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支

援
を
受
け
て
カ
リ
マ
ネ
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
全
体
に
広
げ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
前
任
校
の
経
験
か
ら
考

え
ら
れ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

前
任
校
で
は
研
修
主
任
だ
っ
た
私
は
、

学
習
評
価
に
課
題
を
感
じ
、
静
岡
県
の
サ

イ
エ
ン
ス
・
ア
ド
バ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
事
業

（
＊
２
）
に
参
加
し
、
授
業
改
善
を
進
め

ま
し
た
。
県
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
、
校

内
で
の
理
解
が
得
ら
れ
、
研
修
が
進
め
や

す
く
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
の
進
め
方
で
工
夫
し
た
点
は
、
３

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
め
は
、
教
師
参
加
型

に
し
た
こ
と
で
す
。当
時
、若
手
教
師
だ
っ

た
私
が
、
先
輩
の
先
生
方
を
対
象
に
講
義

形
式
と
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
た
め
、
先

生
方
が
話
し
合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心

の
研
修
に
し
ま
し
た
。

　

２
つ
め
は
、
研
修
報
告
の
プ
リ
ン
ト
を

教
師
全
員
に
配
布
し
た
こ
と
で
す
。
研
修

の
翌
日
に
、
研
修
内
容
だ
け
で
な
く
、
笑

顔
で
研
修
を
受
け
る
先
生
方
の
写
真
を
掲

載
し
た
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
、
職
員
室
で

配
布
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
参
加
で
き
な

か
っ
た
先
生
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
研
修
の
輪
が
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、
本
校
で
も
、
同

様
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
め
は
、
研
修
推
進
に
影
響
力
を
持

つ
先
生
た
ち
に
相
談
し
た
こ
と
で
す
。
前

任
校
で
は
、
生
徒
指
導
を
熱
心
に
行
う
体

育
科
の
先
生
方
で
し
た
。
学
校
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
先
生
方
が
率
先
し
て
自

分
の
よ
う
な
若
手
主
催
の
研
修
に
参
加
し

て
く
れ
る
と
、
多
く
の
教
師
の
研
修
へ
の

理
解
も
進
み
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
目
標
を「
読
解
力
」の
育
成
に

設
定
後
、
ど
の
よ
う
に
教
科
の
授

参
加
者
と
の

Q
&
A

＊２　 静岡県教育委員会が、授業改善を軸とした生徒の学力、教師の授業力、学校の教育力を向上させるために県内の研究校を指定して推進した事業。

写真　各グループから出された美那川先生への質問をスライドに表
示し、会場全体で共有した。

Q

Q

A

動
画
は
こ
ち
ら
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業
内
容
を
改
善
し
て
い
っ
た
の
で
す
か
。 

図
３
は
、
Ｇ
．
ウ
ィ
ギ
ン
ズ
と
Ｊ
．

マ
ク
タ
イ
が
提
唱
し
て
い
る 

「
逆

向
き
設
計
」
と
い
う
考
え
方
と
文
部
科
学

省
の
考
え
を
踏
ま
え
て
、
私
が
思
案
中
の

読
解
力
に
焦
点
を
あ
て
た
授
業
設
計
の
概

念
図
で
す
。

　

目
標
→
評
価
方
法
→
学
習
方
法
→
学
習

内
容
と
い
う
順
に
授
業
を
設
計
し
て
い
く

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
概
念

に
基
づ
き
、授
業
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
ま
ず
、
①
求
め
ら
れ
て
い

る
教
育
の
結
果
（
教
育
目
標
）
を
決
め
ま

す
。
本
校
の
場
合
は
、
読
解
力
の
育
成
で

す
。
次
に
、
②
そ
の
結
果
が
も
た
ら
さ
れ

た
こ
と
を
証
明
で
き
る
証
拠（
評
価
方
法
）

を
決
め
ま
す
。
本
校
の
世
界
史
の
定
期
考

査
で
は
、
暗
記
だ
け
で
解
答
で
き
る
よ

う
な
問
題
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
教
科
書

の
本
文
の
抜
粋
を
掲
載
し
、
そ
こ
か
ら
読

み
取
れ
る
こ
と
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
問

う
よ
う
な
問
題
を
出
題
し
、
生
徒
の
読
解

力
を
判
断
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ペ
ル

シ
ア
戦
争
の
原
因
を
問
う
設
問
で
は
、
試

験
問
題
に
教
科
書
本
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載

し
、そ
の
文
中
か
ら
原
因
を
読
み
取
ら
せ
、

該
当
部
分
を
書
き
出

さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
③
証

拠
（
評
価
方
法
）
が

生
み
出
さ
れ
る
よ
う

な
学
習
方
法
を
考
え

ま
す
。
定
期
考
査
の

内
容
を
踏
ま
え
、
私

の
授
業
で
は
、
世
界

史
の
教
科
書
を
読
ま

せ
、
そ
こ
か
ら
重
要

な
こ
と
を
書
き
出
し

た
り
、
重
要
事
項
を

組
み
合
わ
せ
て
自
分

の
考
え
を
書
い
た

り
、
発
表
し
た
り
す

る
こ
と
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
の
読
解
力
に
は
差
が
あ
る
の
で
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
、
生
徒
が
互

い
に
学
び
合
う
場
面
を
多
く
設
け
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
個
人
で
論
述

し
た
文
章
を
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
相
互
評

価
さ
せ
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
④
生
徒
が
学
ぶ
こ
と

（
学
習
内
容
）
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
　
　

読
解
力
の
育
成
に
注
力
し
た
授
業

を
行
っ
て
、
授
業
の
進
度
に
遅
れ

は
出
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

授
業
の
進
度
は
守
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
教
科
書
の
内
容

を
網
羅
的
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
特
に
ど

の
内
容
で
読
解
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
の

か
を
踏
ま
え
て
、
授
業
を
設
計
し
て
い
ま

す
。
私
の
授
業
で
は
、
単
元
ご
と
に
大
き

な
問
い
を
提
示
し
、
生
徒
は
、
教
科
書
や

用
語
集
な
ど
を
読
解
し
な
が
ら
、
問
い
の

答
え
を
探
し
ま
す
。
１
つ
の
単
元
内
で
も

時
間
を
か
け
る
部
分
と
、
そ
う
で
な
い
部

分
を
決
め
、
進
度
を
調
整
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。　
　

　

そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
前
任
校
で
担
当
し
た
研
究
授
業
の
時

の
出
来
事
で
す
。
授
業
の
進
度
の
こ
と
も

あ
り
、
一
方
的
に
生
徒
に
講
義
し
た
と
こ

ろ
、
授
業
後
、
先
輩
か
ら
「
生
徒
に
考
え

さ
せ
る
時
間
を
つ
く
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
徒
が
考
え
る
か
ら
こ
そ
、
授
業

理
解
が
深
ま
る
の
だ
と
、
そ
の
時
初
め
て

気
づ
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
授
業
内
容
の
「
核
」
と

な
る
部
分
、最
も
「
面
白
い
」
と
こ
ろ
は
、

私
が
説
明
せ
ず
、
た
と
え
時
間
が
か
か
っ

て
も
、
あ
え
て
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
目
標
を
軸
に
し
て
、
ど
こ
に
重
点

を
置
い
て
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
の
か
ま
で

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
３
年
間
の
授
業
計
画
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
、
効
果
的
な
カ
リ

マ
ネ
の
実
現
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

授
業
改
善
に
よ
り
、
生
徒
の
読
解

力
が
ど
の
程
度
伸
び
た
か
、
ど
の

よ
う
に
測
定
し
て
い
ま
す
か
。

読
解
力
を
求
め
る
問
題
を
定
期
考

査
で
出
す
ほ
か
、
外
部
の
模
擬
試

験
を
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。
試
験
問

題
の
中
か
ら
、
解
く
上
で
読
解
力
が
求
め

ら
れ
る
問
題
を
指
定
し
て
、
ど
の
程
度
育

成
さ
れ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

❶目的・目標
「読解力」を育成する

生徒は何ができるようになるか

❷評価方法
生徒の「読解力」を

評価する方法
生徒は何を身につけたか

❹学習内容・機会
授業内容、学校行事、

部活動等
生徒は何を学ぶか

❸学習方法
　　講義形式 or 対話形式

知識重視 or 思考力重視
生徒はどのように学ぶか

生徒が
身につける
「読解力」

とは？

逆向き設計に基づいた授業設計の概念図図 3

＊美那川先生の講演資料を基に編集部で作成。
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How

■1　グループワーク　自校のSWOT分析を交えて自己紹介

■2　美那川先生の解説　SWOT分析で必要な視点とは？

■3　グループワーク　自校の学校教育目標の共有

■4　美那川先生の解説　資質・能力ベースの学校教育目
標の策定に必要な視点とは？

■5　個人ワーク　自校の学校教育目標のリライト

■6　グループワーク　■5　の結果を見て、アドバイスし合う

■7　個人ワーク　学校教育目標の策定を自校で進めるた
めのアクションを検討

■8　グループワーク　■7　のアクションをアドバイスし合う

　

学
校
教
育
目
標
の
策
定
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
Ｐ
（
計
画
）
に
あ
た
り
、
カ

リ
マ
ネ
の
起
点
・
原
点
と
な
る
。
多
く
の

学
校
で
校
訓
や
校
是
、
建
学
の
精
神
な
ど

を
基
に
学
校
教
育
目
標
を
策
定
し
て
い
る

　

分
科
会
で
は
、
ま
ず
、
事
前
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
だ
自
校
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

（
＊
１
）
シ
ー
ト
（
図
１
）
を
基
に
、
参
加

者
が
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
（
強
み
・
弱
み
・
機
会
・
脅
威
）

の
中
で
も
「
他
校
に
は
な
い
自
校
の
強
み
」

と
「
自
校
独
自
の
弱
み
」
を
伝
え
て
ほ
し

い
と
、
美
那
川
先
生
は
語
っ
た
。

　
「
あ
ま
り
大
き
な
目
標
で
は
な
く
、
小

さ
な
取
り
組
み
で
結
果
が
出
や
す
い
目
標

か
ら
始
め
た
方
が
効
果
的
で
す
。
一
方
で
、

労
力
が
か
か
っ
て
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本

が
、「
表
現
が
抽
象
的
」「
自
校
な
ら
で
は

の
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
現

状
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
を

改
善
す
る
た
め
、
教
育
目
標
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
事
例
を
発
表
し
た
美
那
川
先
生

に
よ
る
、
学
校
教
育
目
標
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ・

ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
が
実
施

さ
れ
た
（
分
科
会
の
流
れ
は
下
図
参
照
）。

＊プロフィールは 2019 年３月時点のものです。
＊１　内部環境を強み （Strengths）、弱み （Weaknesses）、外部環境を機会 （Opportunities）、
脅威 （Threats） のカテゴリーに分類し、経営方法に生かす分析方法の１つ。

カ
リ
マ
ネ
の
起
点
・
原
点
と
な
る

学
校
教
育
目
標
と
す
る
た
め
に

学
校
教
育
目
標
を
見
直
す

４
つ
の
観
点
と
は
？

分
科
会
の
流
れ

カ
リ
マ
ネ
推
進
の
３
大
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

学
校
教
育
目
標
の
見
直
し
、学
習
評
価
、

学
校
全
体
で
の
推
進
を
ど
う
行
え
ば
よ
い
の
か
？

カ
リ
マ
ネ
の
第
一
歩
と
な
る
学
校
教
育
目
標
の
策
定
、
効
果
的
な
指
導
改
善
を
図
る
た
め
の
学
習
評
価
の
あ
り
方
、

そ
し
て
、
カ
リ
マ
ネ
を
自
校
に
浸
透
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
、
３
つ
の
分
科
会
を
実
施
。
講
師
が
持
つ
知
見
と
経
験
、

学
校
の
違
い
を
超
え
た
参
加
者
同
士
の
対
話
を
通
じ
て
、参
加
者
は
自
校
で
カ
リ
マ
ネ
を
ど
う
行
え
ば
よ
い
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
各
分
科
会
に
お
け
る
Ｈ
ｏ
ｗ
の
部
分
を
中
心
に
見
て
い
く
。

学
校
教
育
目
標
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ・ア
ッ
プ

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
　

教
諭
　

美み

な那
川が

わ

雄
一

How 1

動画はこちら
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校
に
お
い
て
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
っ
た

の
が『
読
解
力
』の
育
成
で
あ
り
、
読
解
力

が
高
ま
れ
ば
、
学
力
が
伸
び
る
突
破
口
に

な
る
と
考
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
自
校

の
突
破
口
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　

次
に
、
美
那
川
先
生
が
、
目
標
設
定
に

求
め
ら
れ
る
観
点
と
し
て
自
身
が
重
要
だ

と
考
え
る
４
点
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

①
生
徒
・
学
校
の
実
態
に
即
し
た
も
の
か

　
「
こ
の
点
が
最
も
大
切
」
と
美
那
川
先

生
は
強
調
し
た
。
例
え
ば
、
学
校
教
育
目

標
を
策
定
し
て
か
ら
時
間
が
経
ち
、
生
徒

や
学
校
が
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
目
標
は
そ
の
ま
ま
と
い
っ
た
場
合
が

あ
る
。
学
校
教
育
目
標
が
目
の
前
の
生
徒

や
学
校
の
実
態
に
即
し
て
い
る
の
か
、
現

在
勤
務
し
て
い
る
教
師
の
視
点
で
見
直
す

こ
と
が
必
要
だ
。

②
現
在
の
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
た
も
の

か
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
を
予
測

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
か

　

同
じ
言
葉
で
も
、
時
代
に
よ
っ
て
捉
え

方
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
忍

耐
力
は
、
昔
は
「
根
性
が
あ
る
こ
と
」
を

意
味
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
忍
耐
力
と
は
、
ど
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
か
。
各
学
校
で

独
自
の
意
味
付
け
を
し
て
い
き
た
い
。　

③
学
校
で
育
成
す
る
場
面
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
か

　

学
校
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
資
質
・

能
力
は
、
授
業
や
行
事
、
部
活
動
な
ど
、

ど
の
場
面
で
育
成
す
る
も
の
な
の
か
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
け
れ
ば
、
指
導
や
支
援
は

で
き
な
い
。
ま
た
、
複
数
の
場
面
で
育
成

す
る
資
質
・
能
力
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
家
庭
や
地
域
で
育
成
さ
れ
る
資
質
・

能
力
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
学
校
で
育
成

す
る
必
要
は
な
く
、
学
校
教
育
目
標
と
し

て
掲
げ
な
く
て
も
よ
い
場
合
も
あ
る
。

④
評
価
で
き
る
も
の
か
、
評
価
手
法
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
か

　

学
校
教
育
目
標
と
し
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
掲
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

ら
が
伸
び
た
か
ど
う
か
見
取
れ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
、
生
徒
を
褒
め
た
り
、
次
の
段

階
に
導
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
評
価
可
能
な
資
質
・
能
力
を
教

育
目
標
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
だ
。

　

以
上
の
４
つ
の
観
点
で
自
校
の
学
校
教

育
目
標
を
見
直
し
た
結
果
（
左
図
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
参
照
）
を
、
参
加
者
同
士
で
共
有

し
、
４
つ
の
観
点
を
踏
ま
え
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
合
っ
た
。

　
「
教
員
研
修
で
課
題
を
出
し
て
も
ら
い
、

目
標
策
定
を
進
め
る
た
め
に

ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か

自校のSWOT分析シート図１

◎教育目標リライトシート

◎「教育目標の策定」推進のためのアクションシート

＊編集部が作成。

内部環境（生徒／教師／学校内）

強み 弱み

外部環境（家庭／地域社会／教育行政／学校外）

機会 脅威

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

分科会で使用したワークシート

校内研修でご活用ください！

【育てたい生徒像】
※校訓・校是・建学の精神等の自校の不易も踏まえて
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■1　グループワーク　自己紹介ととも
に、自校で行っている学習評価を
共有

■2　森教授の解説　カリマネにおける
学習評価の位置づけ、逆向き設計、
学習評価の種類についての解説

■3　個人ワーク＆グループワーク　学
校教育目標を３つの学力に分類し、
評価ツールを考える。グループでア
ドバイスし合いながら進める

集
約
し
て
目
標
と
し
た
の
で
す
が
、
文
言

が
抽
象
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
」

　
「『
私
は
〜
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
』
と

い
っ
た
形
で
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
れ

る
よ
う
な
表
現
に
す
れ
ば
、
目
標
と
評
価

が
一
致
し
ま
す
よ
ね
」

　
「
な
る
ほ
ど
。
そ
う
す
れ
ば
目
標
が
具

体
的
な
言
葉
に
な
り
、
生
徒
も
ど
う
行
動

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
り
や
す
い
で
す
ね
」　

　

そ
う
し
た
参
加
者
同
士
の
話
し
合
い
は

多
く
の
気
づ
き
を
も
た
ら
し
た
。

　

最
後
に
、
自
校
で
学
校
教
育
目
標
を
策

定
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
、

う
ま
く
進
ま
な
い
と
想
定
さ
れ
る
場
面
、

そ
の
原
因
と
対
応
策
を
書
き
出
し
（
Ｐ
．15

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
参
照
）、
グ
ル
ー
プ
内
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
。
美
那
川
先
生
は
、

行
動
を
起
こ
す
重
要
性
を
こ
う
語
っ
た
。

　
「
今
日
得
た
こ
と
や
気
づ
き
を
１
人
で

も
多
く
の
同
僚
に
話
し
、
カ
リ
マ
ネ
を
推

進
す
る
上
で
の
仲
間
を
増
や
し
て
く
だ
さ

い
。
学
校
に
は
、
様
々
な
課
題
が
存
在
し

ま
す
。
そ
う
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
教
師
が
話
し
合
っ
て
解
決
策
を

創
出
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
対
話
の
土
壌
を
つ
く
る
き
っ
か
け

に
カ
リ
マ
ネ
が
あ
る
と
捉
え
て
、
カ
リ
マ

ネ
を
推
進
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　

学
校
教
育
目
標
と
し
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
掲
げ
た
も
の
の
、
生
徒
の

資
質
・
能
力
が
ど
れ
だ
け
伸
び
て
い
る
の

か
、
そ
も
そ
も
資
質
・
能
力
を
向
上
さ
せ

る
教
育
活
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ

た
課
題
意
識
を
持
つ
学
校
は
少
な
く
な

い
。
そ
こ
で
、
学
校
教
育
目
標
と
学
習
評

価
と
の
接
続
を
テ
ー
マ
に
、
森
教
授
の
分

科
会
が
行
わ
れ
た
（
分
科
会
の
流
れ
は
下

図
参
照
）。

　

森
教
授
が
ま
ず
強
調
し
た
の
は
、
生
徒

の
学
び
を
適
切
に
見
取
る
「
学
習
評
価
」

の
重
要
性
だ
。

　
「
学
習
の
主
体
者
で
あ
る
生
徒
の
学
び

を
見
取
っ
て
こ
そ
、
目
標
に
到
達
す
る
た

め
の
手
立
て
を
見
い
だ
せ
ま
す
。
教
師
の

感
覚
だ
け
で
指
導
改
善
し
て
も
、
よ
い
成

果
が
得
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
生

徒
自
身
、
ど
こ
に
課
題
が
あ
る
の
か
分

か
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

人
に
よ
っ
て
評
価
基
準
は
異
な
り
ま
す
か

ら
、
教
師
間
の
共
通
理
解
を
得
る
た
め
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
特
に
数
値

で
表
せ
る
学
習
評
価
は
、
誰
も
が
納
得
で

き
る
エ
ビ
デ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。
生
徒
の

学
び
は
多
様
で
、
す
べ
て
を
見
取
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
学
習
評
価

を
工
夫
し
、
試
行
錯
誤
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
」（
森
教
授
）

　

次
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
重
要
な
考
え

方
と
し
て
「
逆
向
き
設
計
」
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
到

達
度
を
測
る
こ
と
を
前
提
に
目
標
を
設
定

し
、
そ
れ
に
到
達
す
る
た
め
の
授
業
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
実
施
す
る
と
い
う
考
え
方
だ

（
図
２
）。

　
「
学
校
教
育
目
標
と
い
う
と
壮
大
な
目

標
を
立
て
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
評
価
で
き
る
も
の
で

な
け
れ
ば
、
到
達
度
が
分
か
ら
ず
、
指
導

改
善
も
で
き
ま
せ
ん
。
生
徒
が
目
標
に
ど

の
程
度
到
達
し
て
い
る
の
か
を
測
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
に
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
の
原
因
を
し
っ
か

り
と
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」（
森

教
授
）

　

学
習
評
価
の
手
法
は
、
直
接
・
間
接
、

数
値
で
表
せ
る
・
表
せ
な
い
を
軸
に
４
象

限
に
分
け
て
示
し
た
（
図
３
）。

　

直
接
評
価
は
、
学
習
者
の
知
識
や
行
為

を
通
じ
て
、「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
評

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

最
も
大
切
な
の
は

生
徒
の
学
び
を
見
取
る
こ
と

カ
リ
マ
ネ
と

学
習
評
価
の
あ
り
方

関
西
大
学
　

教
育
推
進
部
　

教
授
　

森
朋と

も

子こ

How 2

複
数
の
評
価
手
法
を
組
み
合
わ
せ

改
善
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る

分
科
会
の
流
れ

動画はこちら
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価
す
る
も
の
で
、
代
表
的
な
手
法
は
定
期

考
査
や
模
擬
試
験
な
ど
の
テ
ス
ト
だ
。
一

方
、
間
接
評
価
は
、「
何
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
学
習
者
の
認
識
を

通
じ
て
行
う
評
価
で
、
生
徒
の
振
り
返
り

や
意
識
調
査
な
ど
が
該
当
す
る
。

　

学
校
が
行
う
学
習
評
価
は
、
こ
れ
ま
で

直
接
評
価
が
中
心
だ
っ
た
が
、
生
徒
が
自

身
の
学
び
に
つ
い
て
評
価
す
る
間
接
評
価

を
加
え
る
こ
と
で
、
生
徒
の
実
態
と
認
識

と
の
ず
れ
が
分
か
り
、
課
題
を
浮
き
彫
り

に
し
や
す
く
な
る
。

　

数
値
で
表
せ
な
い
評
価
手
法
と
し
て

は
、
こ
こ
数
年
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
な
ど
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
数
値
で
表
せ

な
か
っ
た
も
の
を
数
値
で
表
せ
る
よ
う
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
も
進
ん
で
い
る
。

　
「
学
習
評
価
を
的
確
に
行
え
ば
、
指
導

改
善
の
示
唆
が
多
く
得
ら
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
同
じ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
も
、

生
徒
が
す
る
評
価
は
間
接
評
価
、
教
師
が

す
る
評
価
は
直
接
評
価
と
な
り
ま
す
。
４

象
限
の
評
価
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、
多
面

的
に
評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
で
き

れ
ば
、
直
接
評
価
と
間
接
評
価
の
両
方
を

行
う
の
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
」（
森
教

授
）

　

以
上
の
森
教
授
の
解
説
を
踏
ま
え
、
自

校
の
学
校
教
育
目
標
の
評
価
に
適
し
た
手

法
と
、
評
価
を
行
う
時
期
や
ツ
ー
ル
な
ど

を
考
え
る
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
図

４
）
を
活
用
し
、
縦
軸
に
学
校
教
育
目
標

を
、
横
軸
に
現
在
行
っ
て
い
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
記
入
し
、
ど
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で

ど
の
目
標
を
評
価
し
て
い
る
の
か
を
確
認

し
て
い
っ
た
。
到
達
度
を
測
れ
な
い
学
校

教
育
目
標
を
見
い
だ
す
と
と
も
に
、
直
接

評
価
の
場
合
は
○
、
間
接
評
価
の
場
合
は

●
を
記
入
し
、
両
方
の
手
法
が
用
い
ら
れ

て
い
る
か
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
ま
た
、
学

校
教
育
目
標
が
「
見
え
る
学
力
」「
見
え

に
く
い
学
力
」「
見
え
な
い
学
力
」
の
ど

れ
に
該
当
す
る
の
か
も
分
類
。
評
価
し
や

す
い
か
と
い
う
観
点
で
、
学
校
教
育
目
標

を
見
直
せ
る
機
会
と
し
た
。

　

ワ
ー
ク
に
は
個
人
で
取
り
組
ん
だ
が
、

•生徒調査（卒業生調査、
入学時調査）

•理解度調査（授業評価）

•パフォーマンス評価（プレ
ゼンテーション、レポート、
小論文など）

•生徒の振り返り
•インタビュー調査

•客観テスト
•標準テスト（模擬試験、
定期考査結果、小テスト
など）

•パフォーマンス評価（プレ
ゼンテーション、レポート、
小論文など）
•ポートフォリオ評価

模
擬
試
験
＋
定
期
考
査

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク（
教
員
）

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク（
生
徒
）

卒
業
時
調
査

見える
学力

基礎的な学力を
身につけることができる ○ ○ ● ●

教科の内容を他者に
説明することができる ●

見えにくい
学力

自らの考えを発信する
ことができる ○ ● ●

深く思考することが
できる ●

見えない
学力

思いやりを持ち、人と
協働することができる ● ●

主体的に物事に取り組む
ことができる ○ ● ●

自分に自信が持てる ○ ● ●

＊○は直接評価、●は間接評価。

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。

数値で表せる

生徒の学びの
現状把握 See

生徒

数値で表せない

間接評価　
（何ができると
思っているのか）

直接評価
（何ができるのか）

目標　Plan

評価 Check

アセスメント

方法 Do
改善 Action

アセスメント

学校教育目標

到
達
度
を
測
れ
る
目
標
か
、

一
つ
ひ
と
つ
を
チ
ェ
ッ
ク

PDCAサイクルの構築（逆向き設計）図２

学習評価の手法の分類図３

アセスメントチェックリストと記入例図４

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。

＊森教授の講演資料を基に編集部で作成。
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■1　グループワーク　自校のカリマネ推進の状況と課題を交え
ながら自己紹介

■2　グループワーク　カリマネ推進上の課題をグループで洗い
出し、取り組みの優先順位をつける

■3　三浦先生の話題提供　自校の課題を念頭に、三浦先生の
勤務校の事例を聞く

■4　グループワーク　三浦先生の話を踏まえて、自分たちの課
題における具体策を話し合う

■5　三浦先生との質疑応答　グループで話し合われた内容を
発表しながら、さらに疑問や不安を三浦先生にぶつける

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
左
図
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
参

照
）を
見
せ
合
っ
て
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

と
話
し
合
っ
た
り
、
森
教
授
に
質
問
し
た

り
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

　
「
継
続
す
る
力
は
、
部
活
動
を
続
け
た

か
ど
う
か
で
測
ろ
う
か
と
」

　
「
そ
う
す
る
と
、
部
活
動
に
入
っ
て
い
な

い
生
徒
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
ね
」

　
「
生
徒
の
振
り
返
り
だ
け
で
十
分
？　

生
徒
は
自
分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
書
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
」

　
「
教
師
の
見
取
り
も
必
要
で
す
ね
」

　

そ
う
し
て
、
参
加
者
は
、
目
標
の
一
つ

ひ
と
つ
に
つ
い
て
の
評
価
手
法
を
考
え
て

い
っ
た
。

　

す
べ
て
の
教
師
が
主
体
的
に
カ
リ
マ
ネ

に
か
か
わ
る
た
め
、
主
に
管
理
職
や
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る「
カ
リ
マ
ネ
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
科

会
が
、
岡
山
県
立
林
野
高
校
校
長
の
三
浦

隆
志
先
生
に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
話
題
提
供
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
（
分

科
会
の
流
れ
は
下
図
参
照
）。
な
お
、
林

野
高
校
の
カ
リ
マ
ネ
の
取
り
組
み
の
詳
細

は
、
本
誌
２
０
１
７
年
12
月
号
で
紹
介
し

て
い
る
。

　

参
加
者
は
、
カ
リ
マ
ネ
を
推
進
す
る
上

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
「
組
織
・

体
制
・
運
営
上
の
課
題
＆
打
ち
手
シ
ー
ト
」

（
Ｐ
．19
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
参
照
）
を
使
っ
て

出
し
合
い
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
優
先

順
位
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
、「
カ
リ
マ

ネ
へ
の
関
心
が
低
い
」「
誰
を
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
巻
き
込
め
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」「
対
話
的
な
場
を
つ
く
る
時
間
が

な
い
」
と
い
う
参
加
者
の
課
題
を
踏
ま
え

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

　

そ
し
て
、
森
教
授
は
、
大
学
教
員
の
立

場
か
ら
カ
リ
マ
ネ
に
よ
っ
て
資
質
・
能
力

を
育
成
す
る
教
育
へ
の
転
換
の
重
要
性
を

改
め
て
伝
え
た
。

　
「
カ
リ
マ
ネ
は
、
継
続
性
と
構
造
性
を

持
つ
こ
と
で
、
教
育
活
動
の
効
果
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
教
師
間
の
協

働
で
す
。
評
価
手
法
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
す
。
感

覚
や
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
学
習
評
価
を

議
論
の
土
台
に
、
教
師
間
、
そ
し
て
生
徒

と
の
認
識
を
す
り
合
わ
せ
、
学
校
全
体
で

同
じ
方
向
に
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」（
森
教
授
）

◎「教育目標と評価方法を合わせる」シート

◎「アセスメントプラン」シート

分科会で使用したワークシート

校内研修でご活用ください！

分
科
会
の
流
れ

肯
定
的
な
気
持
ち
で

学
校
に
つ
い
て
議
論
す
る

カ
リ
マ
ネ
を
学
校
全
体
に

浸
透
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

岡
山
県
立
林
野
高
校
　

校
長
　

三
浦
隆
志

How 3

動画はこちら
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て
、
三
浦
先
生
の
講
演
が
始
ま
っ
た
。

　
「
カ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉
を
独
り
歩
き

さ
せ
ず
、『
教
育
活
動
を
振
り
返
り
、
次

年
度
の
指
導
を
よ
く
し
よ
う
』『
行
事
が

あ
ふ
れ
、
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
現
状
を
整

理
し
よ
う
』
と
、
カ
リ
マ
ネ
の
ね
ら
い
を

明
確
に
伝
え
た
こ
と
が
共
感
を
得
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
」
と
三
浦
先
生
は
語
る
。

そ
し
て
、
学
校
が
置
か
れ
た
状
況
を
教
師

が
理
解
す
る
際
に
は
、
学
校
の
よ
い
と
こ

ろ
を
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
語
り
合
う

こ
と
で
、
教
師
が
肯
定
的
な
気
持
ち
で
学

校
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
の
工
夫
点
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、「
語

ら
れ
た
言
葉
は
、
目
に
留
ま
る
形
で
校
内

に
残
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
の
で
、

話
し
合
い
の
内
容
を
書
き
留
め
た
模
造
紙

な
ど
は
、
議
論
の
熱
を
伝
え
る
記
録
と
し

て
、
全
教
師
が
い
つ
で
も
目
に
で
き
る
場

所
に
貼
っ
た
」
な
ど
、
校
内
に
カ
リ
マ
ネ

を
浸
透
さ
せ
る
手
法
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

カ
リ
マ
ネ
に
全
教
師
が
か
か
わ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
対
話
の
時
間
を
ど
の
よ
う

に
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
三
浦
先
生

は
定
期
考
査
の
日
の
午
後
な
ど
に
時
間
を

つ
く
っ
た
経
験
を
語
っ
た
が
、
そ
の
際
、

「
会
議
は
17
時
に
終
了
」
な
ど
と
示
し
、

時
間
を
守
る
こ
と
で
、
参
加
者
が
時
間
調

整
を
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

　
「
校
長
で
あ
る
私
が
推
進
役
で
あ
っ
た

た
め
、
カ
リ
マ
ネ
関
連
の
会
議
へ
の
教

師
の
参
加
率
は
確
か
に
高
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
出
張
な
ど
を
理
由
に
参
加

で
き
な
い
教
師
は
い
ま
し
た
。
参
加
で
き

な
い
教
師
一
人
ひ
と
り
に
『
後
日
、
先
生

に
も
意
見
を
聞
き
ま
す
よ
』と
声
を
か
け
、

す
べ
て
の
教
師
に
か
か
わ
っ
て
も
ら
う
と

い
う
姿
勢
を
貫
き
ま
し
た
」（
三
浦
先
生
）

　

さ
ら
に
、
参
加
者
か
ら
は
次
の
よ
う
な

問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
だ
と
、
教
師
は
受
け

身
に
な
り
が
ち
。
ま
た
、
年
度
末
の
振
り

返
り
も
次
年
度
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」

　
「
会
議
の
目
的
が
、
会
議
の
報
告
書
を

作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
生
徒
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
な
い
」

　

具
体
的
な
手
応
え
に
結
び
つ
か
な
い
と

い
う
悩
み
に
対
し
て
、
三
浦
先
生
は
、
既

存
の
教
育
活
動
を
精
選
し
、
教
育
目
標
を

達
成
す
る
上
で
効
果
が
低
い
も
の
や
、
ね

ら
い
が
あ
い
ま
い
な
も
の
を
や
め
る
こ
と

を
勧
め
た
。
林
野
高
校
で
も
い
く
つ
か
の

教
育
活
動
を
廃
す
る
こ
と
で
時
間
を
捻

出
し
、
教
師
が
教
育
目
標
を
踏
ま
え
た
授

業
改
善
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
開
催
し
た
。

　

そ
う
し
て
、
学
校
の
変
化
を
具
体
的
に

教
師
に
感
じ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
探
究
学

習
に
つ
い
て
の
新
し
い
評
価
モ

デ
ル
を
学
ば
せ
る
た
め
、
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
を
大
学
の
研
究
者

に
つ
な
ぐ
な
ど
、
現
場
の
教
師

に
「
越
境
す
る
学
び
の
場
」
を

提
供
し
て
い
っ
た
。

　
「
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
を
刺
激

す
る
こ
と
で
、
当
事
者
意
識
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
教
師
が
校
長
以
上
に
自
信

を
持
っ
て
カ
リ
マ
ネ
を
語
れ
る

領
域
が
で
き
た
こ
と
が
、
ほ
か

の
教
師
に
も
よ
い
影
響
を
与
え

ま
し
た
」（
三
浦
先
生
）

　

三
浦
先
生
か
ら
は
カ
リ
マ
ネ
に
お
け
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、「
う
ま

く
回
っ
て
い
る
実
感
が
な
い
学
校
は
、
あ

れ
こ
れ
と
欲
張
ら
ず
、Check

と
し
て
こ

れ
だ
け
は
絶
対
に
見
て
お
き
た
い
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
を
厳
選
す
る
こ
と
も
必
要
」と
、

現
場
の
課
題
に
即
し
た
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
参
加
者
の
中
で
も
、
特
に

管
理
職
に
向
け
て
こ
う
語
っ
た
。

　
「
管
理
職
の
先
生
方
は
、
ぜ
ひ
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
や
若
手
の
先
生
に
自
分
の
理
想

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。
建
前
で
は
な
く
、

心
か
ら
の
思
い
が
先
生
方
を
鼓
舞
し
ま
す

し
、
そ
れ
が
カ
リ
マ
ネ
に
お
け
る
教
師
の

主
体
性
を
育
む
は
ず
で
す
」

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け」でご覧ください。

み
う
ら
・
た
か
し　

２
０
１
９
年
３
月
ま
で
岡
山
県
立
林

野
高
校
の
校
長
を
務
め
る
。
林
野
高
校
で
は
、
校
長
と
し

て
着
任
し
た
16
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
し
た
。

カ
リ
マ
ネ
を
ど
の
よ
う
に

具
体
的
な
変
化
に
結
び
つ
け
る
か

◎組織・体制・運営上の課題＆打ち手シート

分科会で使用したワークシート

校内研修でご活用ください！
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今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
し

た
先
生
が
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
、
意
見

を
述
べ
た
り
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
時
間
が

重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
思
考
を
深
め
た
生
徒
の

よ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
先
生
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
あ

る
先
生
は
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
「
自
校
の

課
題
を
こ
こ
ま
で
き
ち
ん
と
言
葉
に
し
た
の

は
初
め
て
」
と
打
ち
明
け
て
い
ま
し
た
。
学

校
に
お
け
る
先
生
方
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
同
時
に
、
今
後
、
先
生
方
が
も
っ

と
語
り
合
え
ば
、
様
々
な
問
題
が
解
決
さ
れ

て
い
く
は
ず
だ
と
、
活
発
に
語
り
合
う
先
生

方
の
姿
に
希
望
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。

　
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
る
現
代
で
は
、
ど
の
よ
う
な

組
織
も
、
成
長
す
る
た
め
に
は
「
越
境
す
る

学
び
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
先
生
方
で
あ
れ

ば
、
校
内
外
に
お
い
て
他
教
科
や
他
学
年
の

先
生
と
対
話
し
、学
び
合
う
こ
と
で
す
。
様
々

な
学
校
の
現
状
を
知
る
こ
と
は
、
あ
た
り
前

だ
と
思
っ
て
い
た
価
値
観
が
揺
ら
ぎ
、
自
分

の
学
校
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

か
ら
で
す
。

　
現
場
の
先
生
方
は
、「
成
績
評
価
」か
ら「
学

習
評
価
」
へ
の
転
換
に
ま
だ
戸
惑
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
改
め
て
分
か
り
ま
し
た
。
学

力
の
３
要
素
の
う
ち
「
知
識
・
技
能
」
の
成

績
だ
け
で
、
し
か
も
教
師
か
ら
一
方
的
に
生

徒
を
評
価
し
て
い
る
の
が
多
く
の
学
校
の
実

情
の
よ
う
で
す
。

　
確
か
に
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」

の
見
え
に
く
い
学
力
、「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
と
い
っ
た
見
え
な
い
学
力

は
、
ど
う
指
導
・
評
価
す
れ
ば
よ
い
か
、
分

か
り
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
先
生
方

は
、
見
え
る
学
力
を
一
生
懸
命
伸
ば
そ
う
と

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
校
の
学
校
教

育
目
標
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
見
え
に
く

い
学
力
や
見
え
な
い
学
力
で
あ
り
、
先
生
方

も
、
見
え
る
学
力
、
見
え
に
く
い
学
力
、
見

え
な
い
学
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
ん
で
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
ジ
レ
ン
マ
を
教
科
や
分
掌
の
枠
を

超
え
て
解
決
し
よ
う
と
い
う
の
が
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
土
台

は
、
先
生
方
の
対
話
で
す
。
生
徒
が
ど
の
よ

う
な
知
識
を
活
用
し
て
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
学
校
教
育
目
標
に
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
ど
ん
な
指
導
が
考
え
ら
れ
る
の

か
、
感
じ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
自
由

に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
そ
こ
に
客
観
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、

思
い
や
課
題
意
識
が
共
有
さ
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
外
部
の
模
擬
試
験
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

校
内
の
独
自
デ
ー
タ
で
も
結
構
で
す
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
役
の
先

生
方
に
は
、
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、

個
々
の
生
徒
の
成
長
を
ど
の
デ
ー
タ
で
見
て

い
く
の
か
、
デ
ー
タ
を
選
び
抜
く
力
も
今
後

ま
す
ま
す
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
回
の

よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
い
ろ
い

ろ
な
学
校
の
先
生
が
自
校
の
生
徒
を
見
取
る

デ
ー
タ
を
持
ち
寄
り
、「
う
ち
の
生
徒
は
こ

ん
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
、
デ
ー
タ

の
利
用
方
法
と
と
も
に
語
り
合
う
場
を
つ
く

る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
大
学
生
と
話
し
て
い
る
と
、
高
校
の
先
生

方
が
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
に
感
動
す
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
先
生
方
は
、
教
育
を

通
じ
て
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
が

正
解
か
分
か
ら
な
い
社
会
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
人
材
を
育
て
る
た
め
に
は
、
生

徒
を
多
面
的
に
見
取
り
、
寄
り
添
い
、
伸
ば

す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
社
会
変
革
へ
の

先
生
方
の
挑
戦
な
の
で
す
。

関西大学 教育推進部 教授　森 朋
と も

子
こ

〝カリマネ〟を通じて
先生方が社会に変革を起こす

ワークショップを終えて

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

先
生
方
に
求
め
ら
れ
る

「
越
境
す
る
学
び
」

〝
カ
リ
マ
ネ
〟
は
教
師
た
ち
の

社
会
変
革
へ
の
挑
戦
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
、
参
加
者
の

あ
る
先
生
が
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
は
１
人
で
は
で
き
な
い
か
ら
、

ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
仲
間
を
見
つ

け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

言
葉
に
と
て
も
納
得
し
ま
し
た
。
考
え
て
み

れ
ば
、
自
分
も
そ
う
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

御
殿
場
高
校
で
の
一
連
の
取
り
組
み
は
、
固

定
化
し
た
メ
ン
バ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
前
に
は
、「
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
…
…
」

と
、
何
人
か
の
先
生
に
話
す
よ
う
に
し
て
き

ま
し
た
。
自
分
が
話
し
か
け
る
こ
と
で
、
周

り
の
先
生
も
「
美
那
川
の
話
を
聞
い
て
み
よ

う
」「
美
那
川
に
考
え
を
話
し
て
み
よ
う
」
と

思
う
も
の
で
す
。
対
話
的
な
関
係
は
自
分
の

働
き
か
け
で
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
話
す
こ

と
で
自
然
と
仲
間
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、「
授
業
や
部
活
動
、
学
校
行
事
の
内

容
を
す
り
合
わ
せ
る
作
業
」
と
い
う
よ
り
も
、

「
教
師
の
考
え
や
思
い
を
合
わ
せ
て
い
く
作

業
」
な
の
で
す
。
担
当
の
世
界
史
Ａ
の
授
業

で
私
が
生
徒
と
接
す
る
の
は
、
週
に
わ
ず
か

２
時
間
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
全
体
で
教

師
間
の
考
え
や
思
い
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

が
、
生
徒
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

た
だ
、
教
師
の
考
え
や
思
い
を
合
わ
せ
る

の
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
も
、
何
人
か
の
先
生
か
ら
「
御
殿
場
高

校
で
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
の
に
ど
れ

く
ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
か
？
」
と
尋

ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
短
期
間
で
で
き
る
よ
う

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

言
語
化
し
、
共
有
し
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ

に
変
化
が
見
ら
れ
た
り
、
成
果
が
出
た
り
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
と
そ
の
共

有
に
は
終
わ
り
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

御
殿
場
高
校
で
は
、
２
０
１
８
年
度
よ
り
、

管
理
職
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
企
業
、
卒

業
生
、
そ
し
て
生
徒
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
、

本
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
か
ら
も
、「
専
門
知
識
・
技
能
」「
忍

耐
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
正
し

い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
力
」
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
生
徒
も
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
よ
く

考
え
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

19
年
度
は
、
各
教
師
が
「
自
分
の
授
業
で

ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
育
め
る
か
」
を
考
え
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
と
す
り
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
両
者
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
か
ら
、

さ
ら
に
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
挙
げ
ら
れ
た
資
質
・
能
力
の

１
つ
に
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、本

当
に
御
殿
場
高
校
の
生
徒
に
必
要
な
も
の
な

の
か
、
必
要
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
授
業
や
行

事
で
育
む
の
か
。
ま
た
、
ほ
か
の
教
育
機
会
が

必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
か
と
、
更
に

考
え
、
練
り
上
げ
て
い
る
段
階
で
す
。

　

指
導
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回
っ
て
い

る
と
言
え
ば
そ
の
通
り
で
す
が
、
実
は
大
げ

さ
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
は
こ
う
い
う
資
質
・
能
力
が
挙
が
っ
た
け

れ
ど
、
何
か
違
う
気
が
す
る
」
な
ど
と
、
疑

問
を
口
に
し
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て
疑
問
を

そ
こ
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
同
僚
に
相
談
し
た

り
、
授
業
方
法
を
変
え
て
み
た
り
と
、
小
さ

く
て
も
よ
い
の
で
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
、

ま
た
別
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
模
索
す
る
…
…
言

わ
ば
疑
問
と
ア
ク
シ
ョ
ン
の
連
続
で
す
。

　

完
成
し
た
よ
う
に
思
え
て
も
「
何
だ
か
違

う
」
と
新
た
な
疑
問
を
持
ち
、「
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
」
と
悩
む
こ
と
が
、学
校
に
と
っ

て
は
健
全
な
状
態
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
組
織
に
は
「
ど
う
思
う
？
」「
ど

う
し
よ
う
？
」
と
対
話
が
生
ま
れ
ま
す
。
時

に
は
生
徒
も
交
え
て
語
り
合
い
た
い
で
す
ね
。

学
校
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
る
こ
と
も
、
自

分
と
他
者
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
生
徒
を
育
て
る
授
業
に
な
る
は
ず
で
す
。

静岡県立御殿場高校　教諭　美
み

那
な

川
が わ

雄一

常に疑問を持ち、悩むことが
学校という組織の「健全さ」

仲
間
づ
く
り
の
た
め
に

自
分
か
ら
語
り
か
け
て
み
る

疑
問
と
ア
ク
シ
ョ
ン
の
連
続
で

学
校
は
変
わ
る
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か
つ
て
多
く
の
高
校
で
は
、
進
路
指
導
部

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
「
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
基
に
教
師
が
目
線
合
わ

せ
を
し
て
、
生
徒
の
希
望
進
路
実
現
の
た
め

に
学
力
の
向
上
を
図
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
れ
ま
で
の
入
試

で
重
視
さ
れ
て
き
た
学
力
と
、
社
会
で
必
要

な
学
力
の
両
方
を
生
徒
に
養
う
必
要
が
出
て

き
た
た
め
、
そ
の
状
況
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
師
は
、
２
つ
の
学
力
が
求

め
ら
れ
る
生
徒
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
か
つ
て
の
「
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
」
だ

け
で
す
べ
て
の
生
徒
の
進
路
実
現
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
２
つ
の
学
力

が
求
め
ら
れ
る
生
徒
を
学
校
と
し
て
ど
の

よ
う
に
支
援
す
る
の
か
、
そ
の
答
え
を
教
師

全
員
が
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
探
し
て
い

く—

そ
れ
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ね
ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
徒
と
話
を
し
て
み
る
と
、
10
年
後
、
20

年
後
は
国
境
を
越
え
た
生
き
方
が
あ
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
彼
ら
な
り
に
予
測

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
生
徒
が
変

化
す
る
社
会
で
の
生
き
方
を
模
索
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
学
校
と
し
て
は
そ
う
し
た
生

徒
を
ど
う
支
援
す
る
の
か
、
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
、
学
校
と
し
て
生
徒
に
、
変
化
す

る
社
会
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
先
生

方
と
お
話
し
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
着
手

は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
成
果
が
ま
だ
明
ら

か
に
な
ら
ず
、
少
し
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
の
進
め
方
で
よ

い
の
か
、
何
か
す
ぐ
に
改
善
す
べ
き
こ
と
が

あ
る
の
か
、
先
生
方
も
答
え
を
欲
し
て
い
ま

し
た
。
た
だ
、
そ
の
答
え
は
学
校
の
状
況
に

よ
っ
て
様
々
で
、
こ
う
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

１
つ
の
答
え
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

よ
う
な
場
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校

と
情
報
交
換
を
し
、
考
え
方
の
幅
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
が
管
理
職
の
先
生
方
に
申
し
上
げ
た
い

の
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
に
お
け
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
性

で
す
。
私
は
40
代
前
半
の
頃
、
学
校
改
革
を

進
め
る
あ
る
高
校
の
進
路
指
導
部
長
と
話
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
先
生
の
学
校
で
は
、

な
ぜ
ス
ム
ー
ズ
に
改
革
が
進
む
の
で
す
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
先
生
は
笑
い
な
が

ら
「
私
は
ち
ょ
う
ど
年
齢
が
真
ん
中
な
ん
で

す
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。
年
齢
的
に
も
、
立

場
的
に
も
み
ん
な
の
真
ん
中
に
い
る
、
文
字

通
り
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
立
場
だ
か
ら
、
自

分
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
の
だ
と
そ

の
先
生
は
私
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
し

た
学
校
改
革
を
実
現
す
る
上
で
は
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
教
師
の
真
ん
中
に
い
る
リ
ー
ダ
ー
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
管
理
職
の
先

生
方
に
は
、
先
を
見
通
し
、
自
分
な
り
の
仮

説
を
持
っ
て
動
く
な
ど
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
見
抜
き
、
そ
う
い
っ

た
資
質
を
備
え
た
教
師
に
は
、
外
部
研
修
な

ど
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
監

修
者
で
あ
る
森
朋と

も

子こ

教
授
は
、そ
の
場
を
「
越

境
す
る
学
び
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
に
越
境
を
経
験
さ
せ
る
の
は
管
理

職
の
役
割
で
す
。

　

そ
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
中
で
見
ら
れ
た
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
を

拾
い
上
げ
、
先
生
方
を
評
価
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
調
査
デ
ー
タ
で
も

よ
い
で
す
し
、
日
々
の
生
徒
の
表
情
や
態
度

の
変
化
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
地
域
や

保
護
者
に
ぜ
ひ
生
の
生
徒
の
変
化
を
発
信
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
を
始
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
先
生
方
は
き
っ
と
救

わ
れ
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
を
考
え

る
旅
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

岡山県立林野高校　校長　三浦隆志

教師にとって〝カリマネ〟は、
答えが1つではない問いを考える旅

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

２
つ
の
学
力
を

生
徒
に
ど
の
よ
う
に
育
む
か

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
に

「
越
境
」
の
チ
ャ
ン
ス
を
！
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カ
リ
マ
ネ
と
言
う
と
、「
難
し
い
も
の
」「
管

理
職
が
行
う
も
の
」「
推
進
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
も
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お

持
ち
の
先
生
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
、今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

カ
リ
マ
ネ
の
意
義
や
必
要
性
だ
け
で
な
く
、

何
を
す
る
こ
と
な
の
か
、
ど
う
や
っ
て
推
進

し
て
い
く
の
か
と
い
っ
たw

hat

やhow

の

点
に
つ
い
て
も
考
え
る
内
容
に
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
、

「
自
校
に
帰
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
体

験
し
た
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
み
た
」「
他
の
先

生
方
と
内
容
を
共
有
し
、
委
員
会
が
立
ち
上

が
っ
た
」
と
い
っ
た
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
に
つ
な

が
る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
学
校
が
目
指
す
と
こ
ろ
（
＝
学
校
教
育

目
標
）
や
学
校
内
外
の
現
状
、
そ
し
て
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生
じ
る
課
題
は
各
校
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
か
ら
、
カ
リ
マ
ネ
推
進
上
の

具
体
的
な
施
策
や
手
順
も
各
校
で
異
な
り
ま

す
。「
答
え
」
が
１
つ
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、

多
様
な
他
者
か
ら
多
様
な
考
え
を
引
き
出

し
、
そ
れ
を
自
校
の
カ
リ
マ
ネ
の
実
現
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
生
徒
だ
け
で
な
く
、
教
師
に
も
、「
越

境
す
る
学
び
」
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ワークショップは、カリマネに関する知識の整理
から実践報告まで、地方で働く私にとってはなかな
か学ぶ機会がなかった内容ばかりで、参考になりま
した。また、他校の先生方とお互いの学校の抱える
課題を共有し、それらにどう取り組んでいけばよい
かアドバイスし合うことで元気をもらいました。
　本校では今年度から探究科が発足し、生徒１人に
１台のタブレットの導入が始まりました。それに伴
い、探究の授業に関する会議が毎週行われ、ＩＣＴ
教育のあるべき姿の検討や研修を担う委員会も発足
しました。今後は、探究学習やＩＣＴ教育を一部の
教師だけでなく、全教師がかかわるものにしていく
ことが重要です。
　今回のワークショップで私は、教科や分掌を超え
たチームをつくると決意を宣言しました。まだ数回
ですが、先生方に呼びかけ、自由参加のＩＣＴ研修
会を開催しました。これからも、校内の先生方と勉
強を続けていきたいと思っています。

　これまで、カリマネをどのように計画、実行する
かについて学ぶ機会がなかったため、今回のワーク
ショップは私にとって大変ありがたい場でした。特
に、他校の実践事例や取り組んでみての苦労などに
ついて、先生方からお話を伺うことができたのは大
きな学びとなりました。
　ワークショップ後、新年度開始直後に校内で、事前
課題のワークシートを使って、育てたい生徒像と育
成を目指す資質・能力の明確化に取り組み、先生方
から様々な意見をいただくことができました。1学期
中に再度、今年度の生徒を実際に指導した手応えも
踏まえて、改めてワークシートに取り組む予定です。
　カリマネは、その学校の教育の根幹をしっかりと
つくる作業だと考えています。根幹となる教育目標
がなければ、一貫性を持った特徴ある教育は行えな
いでしょう。カリマネを通じて、本校の根幹をつく
り、それに合わせたカリキュラムを策定することで、
本校をよりよくできればと考えています。

参加者の振り返り

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
に
合
っ
た

カ
リ
マ
ネ
を
実
現
す
る
た
め
に

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部

これからの教育を
先生方と考え続けたい
広島県・私立広島修道大学ひろしま協創中学校・高校

新
に い

納
の う

良樹先生

しっかりとした幹を持った
よりよい学校をつくりたい
千葉県・私立文理開成高校

舞
も う ぎ

木康博先生
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「
多
様
な
意
見
が
出
る
よ
う
、
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
若
手
ま
で
、
各
世
代
の
教
師
を
メ

ン
バ
ー
に
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、『
自

分
た
ち
が
学
校
を
変
え
る
ん
だ
』
と
い
う

意
識
を
若
手
教
師
に
も
持
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
、
リ
ー
ダ
ー
に
は
若
手
教
師
を
抜
擢

し
ま
し
た
」（
松
尾
校
長
）

　

松
尾
校
長
が
Ｐ
Ｔ
に
検
討
課
題
と
し
て

示
し
た
の
は
、
①
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生

き
る
生
徒
に
学
校
と
し
て
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
資
質
・
能
力
の
明
確
化
、
②
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
学
習
）

の
見
直
し
、
③
調
査
書
作
成
に
向
け
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
だ
。

　

同
校
で
は
、学
校
教
育
目
標
に「
知
育
・

徳
育・体
育
の
充
実
に
よ
り
、人
格
を
磨
き
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、高
い
知
性
と

広
い
視
野
を
持
っ
た
、将
来
の
日
本
や
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指

す
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
は
、
そ
の
学
校
教
育
目
標

を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
検
討
し
た
。

　

総
合
学
習
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
、

３
年
間
を
通
じ
て
進
路
学
習
中
心
だ
っ
た

も
の
を
、
１
・
２
学
年
で
は
探
究
学
習
中

心
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

や
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
を
育
成
し

た
い
と
、
松
尾
校
長
は
考
え
た
。

　

国
公
立
大
学
の
現
役
合
格
者
数
が
例
年

１
５
０
人
以
上
に
上
る
佐
賀
県
立
佐
賀
西

高
校
で
は
、
２
０
１
７
年
10
月
、
高
大
接

続
改
革
や
次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を

見
据
え
て
、
自
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
、
そ
れ
を
育
成
す
る
方
策

を
定
め
る
た
め
に
、
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
構
築
に
着
手
し
た
。
松
尾
敏と

し

実み

校

長
は
、そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
新
し
い
大
学
入
試
で
は
、
学
力
の
３

要
素
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
、

本
校
と
し
て
学
力
の
３
要
素
を
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
、
教
育

課
程
や
指
導
の
あ
り
方
を
明
確
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
大
学
入

試
で
活
用
が
重
視
さ
れ
る
調
査
書
の
作
成

の
た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
が
生
徒
の
活

動
を
適
切
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
を
持
っ
た
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
を
、

学
校
教
育
目
標
に
お
い
て
明
確
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

構
築
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、
教
科
・

科
目
、
分
掌
、
年
代
の
異
な
る
５
人
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
成
る
「
高
大
接
続
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）
だ
。

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

各
世
代
の
教
師
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成

◎佐賀藩の藩校・弘道館の流れを受け継ぐ伝統
校。「質実剛健・鍛身養志」を校是に掲げ、次世
代の日本・世界をリードする人材の育成を目指
す。生徒の希望進路を実現するために、課外補
習や個別指導の充実に力を注いでいる。
◎設立　1876（明治 9）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 280 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京大、京都大、九州大、佐賀大、
熊本大などに計 210 人が合格。私立大は、早稲田大、同志社大、立命館大、西
南学院大、福岡大などに延べ 288 人が合格。
◎ URL　http://cms.saga-ed.jp/hp/saganishikoukou/

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

学校教育
目標

授業・
指導実践

カリキュラム
・指導計画

評価・検証

今回

改 革 事 例

「総合的な学習の時間」での探究学習の実践を
起点に、カリキュラム・マネジメントを推進

佐賀県立佐賀西高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

24 June 2019
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Ｐ
Ｔ
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
西

高
生
が
身
に
つ
け
る
資
質
・
能
力
」（
図
１
）

の
設
定
だ
。
さ
ら
に
伸
ば
し
た
い
生
徒
の

強
み
や
補
強
し
た
い
弱
点
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
な
が
ら
、育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
絞
り
込
ん
で
い
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
メ
ン

バ
ー
の
山
口
司
先
生
は
、
そ
の
話
し
合
い

の
内
容
に
つ
い
て
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
例
え
ば
、
本
校
の
生
徒
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
与
え
る
と
、
と

て
も
上
手
に
発
表
し
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ

で
の
説
明
が
深
い
課
題
意
識
や
思
考
に
基

づ
い
た
も
の
か
と
い
う
と
、
十
分
で
は
な

い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
今
後
も
、

生
徒
の
長
所
で
あ
る
『
説
明
力
』
は
伸
ば

し
つ
つ
、
課
題
意
識
を
し
っ
か
り
持
っ
て

物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
も
育
み
た
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
に
『
課
題
発
見
力
・
解
決
力
』
や
『
自

己
認
識
力
』
が
上
が
り
ま
し
た
」

　

Ｐ
Ｔ
が
ま
と
め
た
資
質
・
能
力
の
案
は
、

「
主
体
的
判
断
力
」「
自
己
認
識
力
」「
課

題
発
見
力
・
解
決
力
」「
説
明
力
」「
協
働
力
」

の
５
つ
だ
っ
た
。
松
尾
校
長
は
、
そ
れ
ら

の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
土

台
と
な
る
も
の
と
し
て
、「
自
律
力
」
と

「
実
践
力
」
を
加
え
て
、「
西
高
生
が
身
に

つ
け
る
資
質
・
能
力
」
を
７
つ
と
し
た
。

　

目
標
を
定
め
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
総

合
学
習
と
教
科
指
導
、
進
路
指
導
、
生
徒

指
導
の
関
係
性
を
議
論
し
た
。
そ
の
ね
ら

い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
活
動
が
７
つ
の

資
質
・
能
力
の
ど
れ
を
育
む
の
か
を
示
す

と
と
も
に
、
教
育
活
動
同
士
が
ど
の
よ
う

に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
教
育
活
動
全
体

の
中
で
ど
う
い
っ
た
役
割
を
担
っ
て
い
る

か
を
可
視
化
し
、
そ
れ
ら
を
ど
の
教
師
に

も
意
識
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
議
論
の
中

で
、
総
合
学
習
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で

必
要
に
な
る
資
質
・
能
力
を
育
む
核
と
な

る
も
の
と
し
て
、
中
心
に
置
く
こ
と
と
し

た
（
図
１
）。

　

ま
た
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て

は
、
総
合
学
習
を
中
心
と
し
た
生
徒
の
諸

活
動
を
よ
り
細
か
く
記
録
・
蓄
積
・
活
用

で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、「Classi

」（
＊
１
）

の
導
入
を
決
定
し
た
。

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。
＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

図１　「総合的な学習の時間」、教科指導、進路指導、
生徒指導の関係

校是
質実剛健（まじめで、たくましく、しっかりしていること）
鍛身養志（心身を鍛え、高き志を養う）

学校教育目標
知育・徳育・体育の充実により、人格を磨き、グローバル社会の中で、
高い知性と広い視野を持った、将来の日本や世界をリードする人材
の育成を目指す。

西高生が身につける資質・能力
❶主体的判断力　ものごとを多角的・多面的に吟味し、主体的に判
断する力及び主体的に行動する力
❷自己認識力　自己の思考を客観的に捉える力
❸課題発見力・解決力　問いを立て、解決に向かう力
❹説明力　他者に自らの思考を過不足なく説明する力
❺協働力　他者を尊重し、協働して行動する力。他者を思いやる力
❻自律力　基本的生活習慣を確立し、自律的に行動する力。規範意
識を持って行動する力
❼実践力　自ら考えて行動し実践する力。自己実現を図ろうとする力

＊学校資料を基に編集部で作成。

教科指導

総合的な
学習の
時間

生徒指導進路指導

○高い志を育む活動
○主体的に自己実現を図るキャリ
ア教育
○進路実現を図る学力の育成
［育む資質・能力］❶❷❼

○主体的、対話的で深
い学びの実現
○カリキュラム・マネ
ジメントの確立
•授業デザインとシラ
バス設計
• 指導法研究（授業、
教材等）
•模擬試験等を活用し
たＰＤＣＡサイクル

［育む資質・能力］
❸❹❺❼

○社会の中の課題を発
見し、解決に向け主
体的に探究し、行動
する姿勢の育成
•社会問題研究
•テーマ別探究
• プレゼンテーショ
ン、小論文

［育む資質・能力］
❶❷❸❹❺❻❼

○基本的生活習慣の確立、及び
規範意識の涵養

○学校行事、部活動等による人
間力向上

［育む資質・能力］❶❺❻❼

１
学
年
主
任
、
高
大
接
続
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

鶴
田
有
紀
　

つ
る
た
・
ゆ
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
進
路
指
導
部
。

教
務
部
、
高
大
接
続
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

野
﨑
宏
一
　

の
ざ
き
・
ひ
ろ
か
ず

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
、
高
大
接
続
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

山
口
　

司
　

や
ま
ぐ
ち
・
つ
か
さ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
３
学
年
担
任
。

進
路
指
導
主
事
、
高
大
接
続
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

北
川
宏
武
　
き
た
が
わ
・
ひ
ろ
た
け

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。

校
長松尾

敏
実

ま
つ
お
・
と
し
み

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

総
合
学
習
を
中
心
に
、

各
教
育
活
動
の
関
係
性
を
整
理
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Ｐ
Ｔ
で
最
も
議
論
し
た
の
は
、
探
究
学

習
に
転
換
す
る
総
合
学
習
で
行
う
「
新
・

理
想
の
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

だ
っ
た
。
ま
ず
、
３
年
間
を
通
す
テ
ー
マ

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の

野の

﨑ざ
き

宏ひ
ろ
か
ず一
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
Ｐ
Ｔ
内
で
一
致
し
た
の
は
、
社
会
問

題
に
対
す
る
生
徒
の
視
野
を
さ
ら
に
広
げ

た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
議
論
を
し
て
い
た
頃
、
担
当
し
て
い
た

１
学
年
の
総
合
学
習
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
２
）

に
関
す
る
書
籍
を
読
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
生

徒
た
ち
か
ら
社
会
問
題
に
対
す
る
様
々
な

意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
Ｐ

Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
総
合
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
て
最
適
で
は

な
い
か
と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
に
は
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
」
の
実
施
初
学
年
で
あ
る
１
学
年
団
だ

け
に
負
担
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
と
も

に
探
究
学
習
を
改
善
し
て
い
く
た
め
に
、

１
・
２
学
年
団
で
そ
の
計
画
を
実
践
し
た
。

　

１
学
年
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ

て
い
る
17
の
目
標
か
ら
、
前
期
と
後
期
で

異
な
る
テ
ー
マ
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
割

り
振
り
、個
人
で
探
究
学
習
を
行
わ
せ
た
。

そ
し
て
、
問
題
解
決
案
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま

と
め
さ
せ
、
そ
れ
を
基
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
報
告
会
を
行
っ
た
。
18

年
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、

１
学
年
主
任
と
し
て
「
新
・
理
想
の
星
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
た
鶴
田
有
紀
先
生

は
、
そ
の
進
め
方
に
し
た
理
由
を
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
に
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
ば

せ
る
の
で
は
な
く
、
教
師
が
テ
ー
マ
を
割

り
あ
て
、
普
段
は
関
心
の
な
い
こ
と
に
目

を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
の
前
に
個
人
で
探
究

学
習
を
行
わ
せ
た
の
は
、
ま
ず
自
分
の
も

の
の
見
方
や
考
え
方
、
問
題
意
識
を
認
識

さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
す
」

　

２
学
年
で
は
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
の
中
か
ら
１
つ

を
選
ば
せ
、探
究
学
習
に
取
り
組
ま
せ
た
。

例
え
ば
、
環
境
問
題
で
も
、
水
問
題
や

地
球
温
暖
化
問
題
、
森
林
伐
採
な
ど
、
生

徒
に
よ
っ
て
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
は
異
な

る
。
そ
う
し
た
生
徒
が
１
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
な
っ
て
様
々
な
視
点
か
ら
議
論
し
、
課

題
や
問
題
解
決
策
の
共
通
点
・
相
違
点
を

見
い
だ
す
こ
と
で
、
他
者
と
協
働
す
る
力

を
育
み
つ
つ
、
自
分
の
思
考
を
深
め
さ
せ

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
最

終
的
に
は
活
動
内
容
を
１
枚
の
ポ
ス
タ
ー

＊学校資料を基に編集部で作成。

図 2　「新・理想の星プロジェクト」（総合的な学習の時間）の目標と３年間の流れ

探究の見方・考え方を働かせ、自己のあり方・生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次の
通り育成することを目指す。
（１）探究の過程において、探究の意義や価値を理解するようにする。　（２）自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・
表現することができるようにする。　（３）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。　
（４）学習活動を通して西高生が育むべき７つの資質・能力を育成することを目指す。

目
標

３学年●キャリアデザイン：キーワード「見通す」　視点①１・２年次の研究・探究テーマ　②自分の進路希望（大学・学問）

２学年●テーマ別探求：キーワード「深める」視点①自分の研究テーマ　②自分の進路希望（職業・学問）

１学年●社会問題研究：キーワード「拡げる」視点①ＳＤＧｓ　②世界・日本・佐賀

前期「キャリアデザインⅠ」❷、❹（個人・レポート）
ガイダンス 自己分析・大学分析
社会問題考察・グループ討議 志望理由レポートまとめ・摸擬面接

前期「テーマ別探求Ⅰ」❶、❸、❺
（グループ・ポスターセッション）
ガイダンス・グループ分け
グループ研究 ポスターセッション

前期「社会問題研究Ⅰ」❶、❸（個人・レポート）
ガイダンス レポート作成１
グループ討議１ レポート作成２
グループ討議２ 報告会

後期「キャリアデザインⅡ」❷、❹
（個人・ワークブック）

後期「テーマ別探求Ⅱ」❸、❹、❺（グループ・ポスターセッション）
グループ研究（フィールドワーク、アンケート、
インタビュー調査等） ポスターセッション

後期「社会問題研究Ⅱ」❸、❹（個人・レポート）
レポート作成１ グループ討議１
レポート作成２ グループ討議２ 報告会

小論文模試（志望理由書）小論文模試（課題文型）

自主研修 達人と話そう

小論文模試 小論文模試文理選択大学出前講座

自主研修 職業人の話

取り組みの振り返り・
ポートフォリオ作成

取り組みの振り返り・
ポートフォリオ作成

体験を踏まえた認識の変容・深化
（個人・レポート）

考えの変容／認識の深化
（個人・レポート）

＊２　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
軸
に
、探
究
学
習
の

３
年
間
の
指
導
計
画
を
設
計
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導
か
れ
た
道
標

に
ま
と
め
て
、
１
年
生
や
佐
賀
大
学
教
育

学
部
附
属
中
学
校
の
２
年
生
、
保
護
者
を

招
い
た
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
ま
た
、
評
価
の
高
か
っ
た
２
チ
ー
ム

が
、
学
校
代
表
と
し
て
、
19
年
３
月
に
行

わ
れ
た
「
京
都
大
学
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
２
０
１
８
」
に
参
加
し
た
（
写
真
）。

　

そ
し
て
、
１
・
２
学
年
で
行
っ
た
取
り

組
み
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、

３
年
間
の
計
画
を
見
直
し
た
。
最
終
的
に

は
、
１
年
次
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る

目
標
を
考
え
さ
せ
て
視
野
を
広
げ
、
２
年

次
で
は
、
１
年
次
に
醸
成
さ
れ
た
問
題
意

識
を
更
に
深
め
る
活
動
を
行
い
、
３
年
次

に
は
、
社
会
に
対
す
る
問
題
意
識
を
希
望

進
路
や
そ
の
実
現
に
結
び
つ
け
て
い
く
と

い
う
流
れ
に
し
た
（
図
２
）。

　

７
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
、

生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、
経
験
を
積
む
場

面
を
数
多
く
設
け
た
。
例
え
ば
、
18
年
度

の
夏
季
休
業
で
は
、１
学
年
を
対
象
に「
自

主
研
修
」
を
実
施
し
た
。
そ
れ
は
、
生
徒

が
経
験
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
、
自
分
で
申
し
込
み
や
交

渉
を
行
っ
て
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め
る
と
い
う
取
り
組

み
だ
。

　

当
初
、
教
師
か
ら
は
「
生
徒
に
す
べ
て

任
せ
て
も
大
丈
夫
か
」
と
心
配
す
る
声
も

上
が
っ
た
が
、
始
め
て
み
る
と
、
生
徒
た

ち
は
自
分
で
体
験
先
を
見
つ
け
出
し
、
交

渉
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
中
に
は
、

保
護
者
の
知
り
合
い
を
た
ど
り
、
東
京
の

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
者
に
話
を
聞
き
に
行
っ

た
生
徒
も
い
た
と
い
う
。
進
路
指
導
主
事

の
北
川
宏
武
先
生
は
、
自
ら
行
動
す
る
大

切
さ
を
生
徒
に
常
日
頃
か
ら
伝
え
て
い
る

と
語
る
。

　
「
生
徒
た
ち
に
は
、『
大
学
進
学
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
大
学
を
卒
業
し
た
後
に

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
活
躍

で
き
る
人
物
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
』
と

常
に
伝
え
て
い
ま
す
。
生
徒
も
主
体
性
や

自
律
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を

分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
活

動
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
」

　

17
年
度
を
準
備
年
と
し
て
、
18
年
度
に

始
め
た
同
校
の
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
構
築
と
そ
の
実
践
は
、
ま
だ
一
歩
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
だ
。
総
合
学
習
だ
け
で

な
く
、
教
科
学
習
で
も
７
つ
の
資
質
・
能

力
の
育
成
を
図
ろ
う
と
、18
年
度
の
教
科
・

科
目
の
年
間
授
業
計
画
に
は
、
単
元
ご
と

に
７
つ
の
う
ち
の
ど
の
資
質
・
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
か
を
明
記
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
践
も
19
年
度
に
本
格
化
さ
せ
る
。

　

松
尾
校
長
は
、
一
連
の
取
り
組
み
の
完

成
度
を
高
め
て
い
き
た
い
と
語
る
。

　
「
校
長
の
役
割
は
、
学
校
全
体
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
で
、
具
体
的
な
教
育
デ
ザ

イ
ン
を
描
い
て
い
く
の
は
現
場
の
先
生
方

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
全
体
で
議
論
し

な
が
ら
、
取
り
組
み
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　進学校には、大学入試に対応できる学力
を確実に身につけさせ、生徒が希望する進
路を実現するという役割があります。です
から、「生徒の主体性を伸ばすために、もっ
とこういうことができたらいいな」と思っ
ていても、これまでの取り組みを大きく変
えるのは勇気がいることです。
　そうした中で、高大接続改革によって「大
学入学共通テスト」を受験する初学年の生
徒が入学してきたことは、新しいことに
チャレンジするチャンスでした。「自主研修」
に代表されるように、生徒自身に任せて行
動させてみると、私たちの予想以上に主体
的に取り組み、自ら自律力や実践力を伸ば
していました。もしかしたら、教師が生徒
を枠にはめていたのではないかと反省しま
した。生徒の力を信じて支援することの大
切さを学びました。

生徒を信じて
力を伸ばすことの
大切さを学んだ
鶴田有紀先生

写真　２年生は、４〜 5人が
１チームとなり、４月から１つ
のテーマで探究学習を行い、そ
の内容を 1枚のポスターにま
とめた。学校で発表会を行っ
た後、学年代表の２チームが、
「京都大学ポスターセッション
2018」に参加。全国の国公私
立高校30校、約200人の高校
生が集まる中、代表チームは、
自分たちの研究成果を堂々と発
表した。　　　　　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、

各
教
育
活
動
を
結
び
つ
け
る
鍵
と
な
る

私の教育デ
ザイン

生
徒
自
身
が
主
体
的
に
考
え
、

経
験
を
積
む
場
面
を
多
く
設
定
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仮想の学校「平和町高校」の教師陣

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

石川県立
金沢泉

いずみがおか

丘高校

井川健太
いかわ・けんた

教職歴10 年。同校に赴
任して１年目。ＳＳＨ推進
室。

石川県立
金沢商業高校

前田昌寛
まえだ・まさひろ

教職歴19 年。同校に赴
任して３年目。進路指導
課。１学年担任。2019年
４月から金沢星稜大学。

石川県立
金沢二

に

水
すい

高校

大島　崇
おおしま・たかし

教職歴13 年。同校に赴
任して２年目。ＮＳＨ企画
室。

富山県・
朝日町立朝日中学校

伊井昌彦
いい・まさひこ

教職歴 27年。同校に赴
任して１年目。2019 年４
月から富山国際大学付属
高校。グローバル・センター
に配属。

石川県・
私立金沢高校

寺西　望
てらにし・のぞむ

教職歴５年。同校に赴任
して２年目。高大接続改
革推進室。

理科担当

英語科担当

オブザーバー

責任者・公民科担当

国語科担当

数学科担当

Specia
l

石川県・国立金沢大学
人間社会学域
学校教育学類附属高校

前田健志
まえだ・たけし

教職歴12年。同校に赴任
して９年目。地理歴史・公
民科主任。2019年４月か
ら楽しい学校・教員コンサ
ルタントsecond事業主。

５
教
科
横
断
型
授
業
で
、

１
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
捉
え
さ
せ
、

授
業
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
考
え
さ
せ
る

５教科横断型授業

実践

主体的・対話的で
深い学びへ

●石川県・富山県の有志の教師６人が集まり、仮想の高校「平和町高校」の教師
として授業を行った。

●参加した生徒は、石川県・国立金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校、
石川県立金沢泉丘高校、私立金沢学院高校、私立金沢高校の各５人の計20人（１・
２年生）。各校の生徒が１人ずつ入った４人１組の班で授業を行った。

●授業のテーマは、「コンビニを科学する〜平和町に理想のコンビニを創ろう〜」。
コンビニエンスストア（以下、コンビニ）の売り上げに影響する要素について、
社会・数学・理科・英語・国語のアプローチでそれぞれ考える授業を20分間
ずつ実施後、「店の経営が持続可能で、かつ利益が最大化し、客も存続し続けて
ほしいと思うコンビニ」について、班ごとに話し合い、それぞれの案を発表した。

●コンビニの立地は、会場校の金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高校が位
置する平和町とした。各班で、ターゲットとなる客層を設定し、その客層に向
けた一押しの商品とそれを陳列する位置を決め、商品を宣伝するためのポップ
を作成することを目標とした。（Ｐ．33に本時の指導案を掲載）

授業概要
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２
０
１
９
年
３
月
、
石
川
県
・
国
立
金
沢
大
学
人
間

社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
附
属
高
校
を
会
場
と
し
て
、

金
沢
市
内
の
高
校
４
校
の
生
徒
20
人
が
集
ま
り
、
５
教

科
横
断
型
授
業
が
実
施
さ
れ
た
。
授
業
の
責
任
者
を
務

め
た
同
校
の
前
田
健
志
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
普
段
の
授
業
は
教
科
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

社
会
の
事
象
は
教
科
で
分
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
１
つ
の
テ
ー
マ
の
下
、
各
教
科
の
授
業
を
行
う

こ
と
で
、
学
び
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
れ
ば
、

授
業
に
取
り
組
む
姿
勢
が
変
わ
り
、
学
び
の
質
が
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
趣
旨
に
賛
同
し
た
６
人
の
教
師
が
話
し
合

い
、
指
導
案
を
作
成
し
た
（
Ｐ
．33
参
照
）。

　

授
業
を
受
け
る
生
徒
は
、
６
人
の
教
師
の
勤
務
校
を

中
心
に
４
校
合
同
と
し
た
。
石
川
県
立
金
沢
泉い

ず
み
が
お
か丘
高
校

の
井
川
健
太
先
生
は
、
念
願
だ
っ
た
他
校
と
の
合
同
授

業
が
実
現
で
き
、
感
慨
深
か
っ
た
と
話
す
。

　
「
自
校
よ
り
も
進
学
校
の
生
徒
に
は
か
な
わ
な
い
と

思
っ
て
い
る
生
徒
は
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

学
力
観
は
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る

時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
他
校
生
と
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
社
会
の
多
様
性
に
気
づ
き
、
自
分

に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

授
業
の
テ
ー
マ
は
、「
理
想
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
以
下
、
コ
ン
ビ
ニ
）
を
創
ろ
う
」
と
し
、
教
科
の

特
性
を
生
か
し
つ
つ
、「
コ
ン
ビ
ニ
」
と
い
う
共
通
の
題

材
で
５
教
科
の
授
業
を
行
い
、
教
科
間
の
関
連
性
を
深

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
意
欲
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
生
徒
に
よ
り
身
近

な
題
材
と
し
ま
し
た
。
意
欲
が
あ
れ
ば
、ど
ん
な
こ
と

で
も
題
材
に
し
て
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
学
べ
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
て
い
ま
す
」（
前
田
健
志
先
生
）

　

授
業
内
容
は
、
各
担
当
者
の
案
を
メ
ン
バ
ー
で
議
論

し
、よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
っ
た
。そ
の
際
、
大
切
に

し
た
の
は
、知
識
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、教
師
が
疑
問

を
投
げ
か
け
、
そ
れ
を
通
じ
て
生
徒
が
気
づ
き
、
考
え

を
表
現
す
る
場
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

◎
社
会
（
公
民
）

　

社
会
は
、導
入
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
授
業
へ
の
期
待

感
を
高
め
る
こ
と
を
意
識
し
、「
今
日
、コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ

て
き
た
物
は
何
か
」
と
身
近
で
親
し
み
や
す
い
話
題
か

ら
始
め
て
生
徒
を
惹
き
つ
け
た
後
、
コ
ン
ビ
ニ
の
商
品

の
価
値
が
何
で
決
ま
る
の
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

　
「
中
身
だ
け
で
商
品
を
選
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
宣
伝
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
、
緑
茶
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
挑
戦
し
た
生
徒
が
１
つ
も
正
解
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
の
関
心
が
ぐ
っ
と
高
ま
っ
た

9:20 9:00数学的アプローチ 社会的アプローチ

寺西先生は、利益と規格が異なる２種類のカップラーメンを示
し、棚に置ける個数と過去の１日あたりの売り上げ個数から、
利益率が高い陳列方法を班で考えさせた。次に、雑誌ごとに
購入者の平均年齢と販売予定数を示し、平均年齢から予想し
た売れる雑誌が実際には売れなかった理由を班で考えさせた。
データを基に考える重要性や分析方法の多様性に気づかせた。

「商品価値は、需要と供給の関係以外に何で決まるか」と前田
健志先生が問いかけると、生徒から「味やおいしさ」という回
答があった。そこで、緑茶の味のブラインドテストを行ったところ、
生徒が商品名を１つも当てられなかったことも踏まえて、商品を
選ぶ理由を考えさせた。パッケージ、宣伝、ブランドなど、売り
上げにかかわる要素を確認した上で、本時のテーマを伝えた。

教
科
の
学
び
は
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と

生
徒
に
実
感
さ
せ
た
い

５
教
科
横
断
型
授
業
の
ね
ら
い

生
徒
が
気
づ
き
、
考
え
た
こ
と
を

活
用
で
き
る
展
開
に

思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
工
夫
・
場
づ
く
り
へ
の
配
慮

授業ハイライト
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の
を
感
じ
ま
し
た
」（
前
田
健
志
先
生
）

◎
数
学

　

数
学
科
担
当
の
石
川
県
・
私
立
金
沢
高
校
の
寺
西
望の

ぞ
む

先
生
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
客
層
や
一
押
し
商
品
の
選
定

に
デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
て
い
た
発
表
内
容
に
、
授
業

の
手
応
え
を
感
じ
た
と
語
る
。

　
「
数
学
は
生
徒
か
ら
『
社
会
で
ど
う
役
立
つ
の
か
分

か
ら
な
い
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
デ
ー
タ
分
析
の

重
要
性
を
実
感
し
、
社
会
で
数
学
が
ど
う
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
、
理
解
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

◎
理
科

　

理
科
は
、
唯
一
実
験
が
で
き
る
教
科
と
し
て
、
実
験

を
行
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
と
、
井
川
先
生
は
言
う
。

　
「
理
科
の
最
大
の
武
器
で
あ
る
実
験
を
通
し
て
、
理

科
で
の
学
び
が
身
近
な
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
」

◎
英
語

　

英
語
科
担
当
の
石
川
県
立
金
沢
商
業
高
校
の
前
田
昌

寛
先
生
は
、〝
Ｗ
ｈ
ｙ
？
〟
と
常
に
生
徒
に
問
い
か
け
、

異
文
化
理
解
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
。

　
「
生
徒
に
は
、
海
外
と
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
の
違
い
や
、

県
内
の
在
留
外
国
人
数
が
増
加
し
た
理
由
な
ど
、
様
々

な
疑
問
を
投
げ
か
け
、
考
え
さ
せ
ま
し
た
。
最
後
の
各

班
の
発
表
を
聞
く
と
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
を
生
か
し
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
客
層
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
学
び
を
別
の
場
で
活
用
す
る
と
い
っ
た
生

徒
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
る
場
面
で
し
た
」

◎
国
語

　

国
語
科
担
当
の
富
山
県
・
朝
日
町
立
朝
日
中
学
校
の

伊
井
昌
彦
先
生
は
、
メ
ン
バ
ー
の
提
案
で
俳
句
の
特
性

を
商
品
の
ポ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
内
容
と
し
た
。

　
「
当
初
、
自
分
の
中
で
俳
句
と
コ
ン
ビ
ニ
が
つ
な
が

ら
ず
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
俳
句
と
ポ
ッ
プ
に
は
言
葉
を

凝
縮
し
て
よ
さ
を
伝
え
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
る
よ
う
授
業
を
組
み
立

て
ま
し
た
。
専
門
性
が
異
な
る
教
師
同
士
で
話
し
合
っ

た
か
ら
こ
そ
で
き
た
授
業
だ
と
思
い
ま
す
」

◎
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
初
対
面
の
生
徒
同
士
で
も
話

し
合
い
が
進
め
や
す
い
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
）

の
課
題
に
沿
っ
て
行
え
る
よ
う
に
し
た
。「
国
語
」「
数
学
」

な
ど
の
教
科
は
記
し
て
い
な
い
が
、
５
教
科
の
授
業
で

得
た
知
識
や
考
え
方
を
活
用
で
き
る
課
題
と
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
も
促
し
た
。

ポ
ッ
プ
作
成
を
ゴ
ー
ル
と
し
た
こ
と
で
、
ま
と
め
や
す

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
井
川
先
生
は
語
る
。

　
「
目
標
を
具
体
的
に
共
有
で
き
た
こ
と
で
、
議
論
を

収
束
さ
せ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ポ
ッ

図　ワークシートの表面には課題を、裏面には
コンビニの条件を示した。＊授業者提供資料をそ
のまま掲載。

10:10

前田昌寛先生は、海外のコンビニの店構えや店内の写真を示
し、日本のコンビニとの違いとその理由を問い、生徒は班で話
し合って発表した。次に、石川県で外国人住民が増えているこ
とを伝えた上で、外国人に対応した店の写真を見せ、従来の店
との違いを話し合わせた。先生はオールイングリッシュだった
が、生徒は英語・日本語のどちらで発言してもよいことにした。

9:35

井川先生の授業では、文字を判読できる視野と、色を弁別で
きる視野を測定する実験を班ごとに行った。実験手法を説明
した後、１人１回ずつ実験し、三角関数表を用いて角度を算出。
自身の眼で見える角度を実感させた。井川先生は、眼の焦点
はそれほど広くないため、売りたい商品に気づいてもらうに
は、周囲に注意を引くものを置くことが有効だと説明した。

英語的アプローチ 理科的アプローチ

30 June 2019
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プ
の
作
成
は
、
授
業
づ
く
り
の
最
終
段
階
に
出
て
き
た

案
で
す
が
、
入
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」

　

そ
う
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
各
班
の
案
は
、
ポ
ッ
プ
を

天
井
か
ら
つ
り
下
げ
た
り
、
切
れ
字
が
入
っ
た
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
い
た
り
、
ど
れ
も
５
教
科
の
学
び

が
生
か
さ
れ
、
か
つ
異
な
る
内
容
だ
っ
た
。

　
「
５
班
と
も
、
班
の
全
員
に
発
言
の
場
が
あ
る
よ
う

に
分
担
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
ど
の
生
徒
も
し
っ
か
り

発
表
で
き
て
、
自
己
肯
定
感
を
持
て
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」（
前
田
健
志
先
生
）

　

授
業
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
た
石
川
県
立
金
沢
二に

水す
い

高
校
の
大
島
崇
先
生
は
、
生
徒
が
見
せ
た
情
報
収
集

能
力
の
高
さ
に
驚
い
た
と
話
す
。

　
「
生
徒
は
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、

住
民
の
年
齢
層
や
世
帯
数
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
客
の
滞
在

時
間
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
層
の
志
向
、
売
れ
筋
商
品

の
価
格
帯
な
ど
、
実
に
様
々
な
観
点
で
情
報
を
調
べ
て
、

提
案
に
生
か
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
デ
ジ
タ
ル
ネ

イ
テ
ィ
ブ
で
す
。
普
段
の
授
業
も
、
そ
の
力
を
発
揮
で

き
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」

　

現
在
は
中
学
校
の
現
場
で
教
え
る
伊
井
先
生
は
、生

徒
は
中
学
校
で
の
学
び
を
十
分
生
か
し
て
い
た
と
語
る
。

　
「
中
学
校
の
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
で
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

り
し
て
調
べ
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
の
指

導
は
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

生
徒
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、「
普
段
、
教

科
間
の
つ
な
が
り
な
ん
て
考
え
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

そ
の
つ
な
が
り
が
分
か
る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
新

し
い
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
」「
班
の
全
員
が
独
自
の
意
見

を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
他
者
の
考
え
を
聞
く

５
教
科
横
断
型
の
合
同
授
業
を

全
国
の
学
校
に
広
め
た
い

成
果
と
今
後
の
展
開

10:50 10:30グループワーク 国語的アプローチ

班ごとにワークシートの課題（図）に取り組んだ。自分がよ
く行くコンビニの様子や、購買行動と意識など、各自の経験
や考えをどんどん出し合い、互いに触発されて、アイデアが
広がっていく様子がうかがえた。学校が用意したタブレット
端末や自分のスマートフォンでデータを調べて、裏づけを取
りながら、ターゲットの客層や一押し商品を決めていった。

伊井先生は、俳句の切れ字やネットのニュースの見出しを例
に、凝縮された言葉が読み手の想像力をかきたてると説明。
次に、商品購入までの判断時間は平均３秒だと前置きした上
で、ヒット商品のキャッチコピーを用いて演習を行い、お客
様にこの商品を買いたいと思わせる表現の特徴について考え
させた。

写真１　グループワークでは、「どんな人が最も来店
しているのか、お店の人に聞くのが一番正確だ」と、
平和町のコンビニに電話をした班もあった。「中年男
性が昼食やコーヒーを買いに来ることが多い」と聞き、
中年男性が昼食購入時に一緒に買ってもらえそうなデ
ザートを一押し商品に設定した。

写真２　国語で学んだ俳句を活用してキャッチフレー
ズを考え、ポップを作成した班、メンバー４人で春夏
秋冬を分担してデザートフェアのポップを作成した班
など、それぞれに工夫を凝らしたポップを作成した。
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こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
答
え
、
大
き

な
刺
激
と
学
び
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　
「
普
段
は
積
極
的
で
は
な
い
生
徒
が
、
自
ら
発
言
し
、

答
え
を
出
す
の
が
難
し
い
場
面
で
は
自
分
か
ら
助
け
を

求
め
て
い
ま
し
た
。そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、生
徒

に
は
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
」（
寺
西
先
生
）

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
も
う
少

し
確
保
し
た
か
っ
た
と
、
伊
井
先
生
は
語
る
。

　
「
他
者
の
異
な
る
意
見
を
認
識
し
た
上
で
自
分
の
意

見
を
伝
え
る
や
り
取
り
を
す
れ
ば
、
思
考
が
も
う
少
し

深
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

今
回
行
っ
た
よ
う
な
５
教
科
横
断
型
授
業
は
、
工
夫

次
第
で
、
各
校
で
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
大

島
先
生
は
語
る
。

　
「
校
内
や
学
年
団
で
１
つ
の
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
各
自
の
授
業
で
そ
れ
に
関
連
す
る
内
容
を
話
す
よ

う
に
す
れ
ば
、
生
徒
は
教
科
間
や
教
科
と
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

現
在
、
参
勤
交
代
を
テ
ー
マ
に
第
２
弾
を
構
想
中
だ
。

　
「
こ
の
取
り
組
み
を
全
国
に
広
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
進
め
方
な
ど
の
枠
組
み
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て

提
供
し
、
テ
ー
マ
や
ゴ
ー
ル
は
生
徒
の
実
情
に
沿
う
も

の
と
し
て
、
各
校
が
実
施
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
」（
前
田
昌
寛
先
生
）

　
「
授
業
で
変
容
す
る
生
徒
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
、
関

心
の
あ
る
教
師
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
は
、
47
都
道
府
県
す
べ
て
で
実
施
し
、
そ

の
指
導
案
を
集
約
し
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を

目
指
し
ま
す
」（
前
田
健
志
先
生
）

●
社
会
に
つ
い
て
真
剣
に
話
し
合
え
た
貴
重
な
授
業

　

前
田
健
志
先
生
が
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
る
「
社
会
で

は
文
系
・
理
系
は
関
係
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
実
感
で

き
た
授
業
で
し
た
。
今
日
の
授
業
は
５
教
科
の
リ
レ
ー

形
式
で
し
た
が
、
各
教
科
の
先
生
が
同
じ
時
間
・
場
所

に
い
て
１
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
話
し
た
ら
、
も
っ

と
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

知
ら
な
い
相
手
だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
的
な
経
験
や
意
見

を
い
つ
も
よ
り
も
関
心
を
持
っ
て
聞
き
、
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
っ
て
質
問
も
ど
ん
ど
ん
で
き
ま
し
た
。
社
会

に
つ
い
て
本
気
で
話
し
合
っ
た
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
勉
強
は
、
受
験
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
夢
に
つ

な
が
る
学
び
だ
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

●
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
学
ん
で
い
き
た
い

　

今
日
の
授
業
で
俳
句
に
つ
い
て
学
び
、
助
詞
を
変
え

る
だ
け
で
も
語
感
が
変
わ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
古
文
を
学
ぶ
理
由
を
見
い
だ
せ
ず
に
い
ま
し

た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
の
だ
と
分
か

り
、
国
語
の
授
業
へ
の
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
事
が
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
仕
組
み
を
知
る
こ
と
も
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
１
つ
を
と
っ
て
も
、
学
校
で
勉
強
す

る
こ
と
は
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
見

関
係
な
さ
そ
う
な
こ
と
で
も
ち
ゃ
ん
と
学
ぼ
う
と
思
え

ま
し
た
し
、
普
段
の
授
業
や
日
常
生
活
で
も
物
事
の
関

連
性
を
意
識
し
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

12:20

質疑応答では、「高齢者は健康志向だと言っていたが、インスタ
ント食品をよく食べるという体験談は矛盾しないか」という疑
問に対し、「高齢者には単身世帯が多く、そのような人たちに
とって自炊は大変。だから、手軽なコンビニで健康を支援する
ことが大事だと考えた」と答えるなど、考えを深め合った。最
後に、授業前後の意識の変化などを振り返りシートに記入した。

1 1:50

各班3分間で、練り上げた理想のコンビニを提案。先生から
の指示はなかったが、各班とも班の全員が発言するように分
担し、発表していた。ターゲットの客層は、高齢者、労働者、
学生、中年男性、女性と、班ごとに異なっていたが、それぞ
れ裏づけとなるデータを示していた。一押しの商品とポップ
の内容についても明確に説明していた。

質疑応答、振り返り 発表

生
徒
の
声

石
川
県
・
国
立
金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域

学
校
教
育
学
類
附
属
高
校
２
年

内
島
駿
介
さ
ん

石
川
県
立
金
沢
泉
丘
高
校
２
年

松
本
海
太
さ
ん

お知らせ ７月21日（日）、仮想の学校「平和町高校」の第２弾「参勤交代を科学する（６教科・地域横断授業）」を開催。
詳しくは、 32 June 2019平和町高校　参勤交代 検索
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●
学
校
で
の
学
び
は
社
会
で
役
立
つ
と
実
感

　

デ
ー
タ
分
析
を
し
た
り
、
俳
句
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
生
か
し
た
り
、
学
校
で
の
学
び
は
社
会
で
役
立
つ

も
の
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
国
語
は
国
語
、
理
科

は
理
科
と
、
学
び
を
別
々
に
捉
え
て
い
ま
し
た
が
、
５

教
科
は
す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
初
対
面
だ
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
意
見
を
は
っ
き
り
伝
え
、
相
手
の
意
見
も
し
っ
か

り
聞
こ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
普
段
は
知
り
合
い
ば
か

り
な
の
で
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
で
も
相
手
に
伝
わ
る
と

甘
え
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、

知
識
が
豊
富
で
、
相
手
が
納
得
で
き
る
よ
う
に
話
し
て

い
て
、
そ
う
し
た
他
校
生
と
一
緒
に
最
後
ま
で
活
動
で

き
た
の
は
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

●
異
な
る
視
点
の
人
た
ち
と
の
話
し
合
い
が
楽
し
か
っ
た

　

授
業
で
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
、
自
分
に
は
な
い

視
点
に
一
度
に
多
く
触
れ
て
、
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
と
全
く
異
な
る
視
点
や
考
え
を
持
つ
人
と
の
交
流
が
、

こ
ん
な
に
楽
し
い
も
の
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
眼
の
動
き
な
ど
は
医
学
系
志
望
者
に
し
か
関

係
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
商
品
の
陳
列

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
分
か
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
英
語
は
、
外
国
人
と
話
す
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
の
考
え
方
や
視
点
を
学
ぶ
目
的
も
あ
る
の
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
大
学
入
試
や
就
職
の
た
め
に
勉
強
す

る
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
に
就
い
て
か
ら

も
、
ど
の
教
科
の
学
び
も
生
き
る
の
だ
と
分
か
り
、
今

ま
で
の
学
び
方
を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本時の指導案

【テーマ】コンビニを科学する〜平和町に理想のコンビニを創ろう〜　【授業時数】３時間 30 分（9:00 〜 12:30）
【ねらい】 ①コンビニエンスストア（以下、コンビニ）を科学することを通じて、５教科の学びのつながりを実感させ、今後、各学校での学習
における「つながり」を意識した自主的・協働的な学びを促進する。②多様な生徒同士のつながりを通じて、それぞれの特性（強み）を生か
すことが多面的・多角的な視野の獲得やイノベーションにつながることを実感させる。

時間 構成 ねらい 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

20
分 導入

社会（公民）的アプローチ
商品の価格に着目し、必ずしも需要と供給の関係で価
格が決まっていないことに気づく。価格だけが消費行
動の大きな指標ではないことにも気づかせ、自分の消
費行動を見直す機会とする。広告・宣伝の重要性を認
識した上で、次の授業につなぐ。

①生徒にコンビニで購入した商品を挙げさせる。②緑
茶を飲み比べて商品名をあてるクイズを行う。③自分
の消費行動を振り返らせ、商品購入の理由を挙げさせ
る。④価格や商品特性だけでなく、広告や陳列などの
影響について考えさせる。

授業の導入として、
生徒のコンビニへ
の関心を高めると
ともに、楽しく取り
組める雰囲気をつ
くる。

・パフォーマンス
評価／授業前と
後で「 自 分 の 思
考」がどのように
変化したか。

・成果物（発表・
ワ ー ク シ ート）
評価／視点の多
さ、思考の深さ、
提 案 の 根 拠（合
理性・現 実性 ）、
提案の斬新さ（構
想 力・独 創性）、
発表や質疑応答

（パフォーマンス
力や言語能力）

10
分

展
開

深
め
る

数学的アプローチ（前半）
データを基に考える重要性や分析方法の多様性に気づ
かせ、その後の活動への意識づけを行う。同じテーマ
でも教科が異なることで考えられることに気づかせる
ため、理科との接続を踏まえて線形計画法を紹介する。

①商品の陳列をどうすれば最も利益が出るのかを、２
つの商品を基に計算させる。②生徒から並べ方とその
理由を聞く。　

商品の並べ方とそ
の 理 由について、
生徒からできるだ
け多様な意見を聞
き出す。

20
分

理科（生物）的アプローチ
人間の構造から考えた効果的な陳列のあり方に気づか
せる。視野角（文字判別限界、記号識別限界、色彩弁
別限界）について実験的に考察し、物の見え方や眼の
構造についての理解を深める。

①物の見え方を実験によって観察。班ごとに、文字判
読限界の測定実験を行う。②色彩弁別限界角の測定実
験を行う。③眼の構造について説明し、商品の陳列や
ポップの配置などで、注意を引くことの重要性に気づ
かせる。

実験方法を手早く
説明し、生徒がす
ぐに実験に入れる
ようにする。

5分 休憩

10
分

展
開

深
め
る

数学的アプローチ（後半）
ねらいは前半と同じ。データ分析に様々な切り口があ
ることに気づく。

①女性ファッション誌と客の情報を与え、陳列する雑
誌を選んだが、売れ行きがよくなかったことを伝え、
その理由を、個人と班で考えさせ、発表させる。

生徒からできるだ
け多様な意見を聞
き出す。

20
分

英語的アプローチ
英語を通して発見したことを、仲間と協力して他者に
適切に伝える。日本と海外のコンビニを比較して、外
国人の目線からもよりよいコンビニを考える。

①海外のコンビニの写真を見せ、班でその特徴を考
えさせ、発表させる。②石川県の外国人住民数が増
加しているグラフを見せ、その理由を挙げさせる。③
外国人を意識したポップや陳列などの写真を見せる。
④外国人でも買い物しやすい陳列について話し合わ
せ、発表させる。

授業者は英語で進
めるが、生徒の発
言は英語・日本語
のどちらでもよい
とする。

20
分

ま
と
め
る

国語的アプローチ
商品の魅力を伝えるための効果的なポップの作成を通
じて、言葉を凝縮することの重要性を学ぶ。

①学習課題として「一押し商品のキャッチコピーを考え
る」を示す。②俳句やネットニュースのトピックを例示し、
言葉の凝縮の効果について気づかせる。③俳句の空
所補充の問題を出し、解答させる。その俳句ができた
背景などを説明し、語感の重要性を感じさせる。

項目ごとに質問を
投げかけ、言葉の
凝縮について気づ
きや理解を促す。

5分 休憩

60
分

議論、
まとめ

各時の学習内容を整理し、自身の意見を述べつつ他者
の意見を受け入れ、よりよい発表方法を提案できる。

①各班で、「店の経営が持続可能かつ利益が最大化し、
客も存続し続けてほしいと思うコンビニ」について話
し合う。②ターゲットを決め、一押しの商品のポップ
を作成し、提案をまとめる。

話し合いが停滞し
ている班に、適宜
かかわる。

30
分

発表
質疑応答

自班の提案を根拠立てて説明できる。他班の発表を聞
き、要旨を捉えた上であいまいな点を質問できる。

①１班につき 3 分間で、発表する。②他班の発表内容
のあいまいな点について質問する。

10
分 振り返り

本時の実践を振り返り、授業前後の自分の変化に気づ
いて、次の学習目標と行動につなげる。

①授業に取り組んだ姿勢を振り返るとともに、授業の
前後での自分の考えや意識の変化、今後学びたいこと
について、振り返りシートに各自記入させる。

授業中の意識や行
動を振り返るワー
クシートを用意。

＊各授業者が作成した資料を基に編集部で作成。

石
川
県
・
私
立
金
沢
学
院
高
校
１
年

西
川
夕
貴
さ
ん

石
川
県
・
私
立
金
沢
高
校
２
年

本
田
由
依
さ
ん
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東
京
都
立
狛こ

ま

江え

高
校
は
、
２
０
１
８
年
度
、
東
京
都

教
育
委
員
会
の
「
進
学
指
導
研
究
校
」
の
指
定
を
受

け
、
１
学
年
団
を
中
心
に
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

が
始
ま
る
21
年
度
入
試
に
向
け
た
指
導
改
善
に
着
手
し

た
。
平
野
篤
士
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
の
試
行
調
査（
以
下
、

プ
レ
テ
ス
ト
）の
問
題
を
見
る
と
、思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
新
傾
向
の
設
問
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
21
年
度
入
試
で
は
、
英
語
の

４
技
能
を
評
価
す
る
た
め
、
大
半
の
国
公
立
大
学
が

同
テ
ス
ト
の
英
語
の
試
験
と
、『
大
学
入
試
英
語
成

績
提
供
シ
ス
テ
ム
』
に
参
加
す
る
民
間
の
英
語
の
資

校訓に「自主・創造・友愛」を掲げ、
国際社会の平和と人類の福祉に寄
与できる人材の育成を目指してい
る。２０１８年度、東京都教育委
員会から「進学指導研究校」「国
際交流リーディング校」に指定さ
れた。

設立	 １９７３（昭和４８）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約３５０人

２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、筑波大、東京外国
語大、首都大学東京などに20人が合格。私立大は、慶應義塾大、上
智大、東京理科大、明治大、立教大、早稲田大などに延べ795人が合格。

住所	 〒２０１ー００１３　東京都狛江市元和泉３ー９ー１

電話	 ０３ー３４８９ー２２４１

Web site	 	http://www.komae-h.metro.tokyo.jp/site/zen/

No.256

P R O F I L E

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」を
見
据
え
、

指
導
改
善
に
向
け
て
動
き
出
す

学
年
団
が
一
丸
と
な
っ
た

指
導
改
善
で
、生
徒
の
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
育
成

東
京
都
立
狛こ

ま

江え

高
校

大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応

変革のステップ

•２０１８年度に東京都教育委員会の「進学指導研究
校」の指定校となり、１学年団を中心に大学入試改
革への対応に力を入れ始めた

背景と課題

実践内容

• 思考力などが求められる模擬試験の成績が向上

•今後は、多面的・総合的評価の入試に対応した取
り組みの一環として、探究学習にも力を入れる予定

成果と展望

•「大学入学共通テスト」を見据えた教科指導の改善
１学年団の全教師がそれぞれの担当教科・科目に
ついて「大学入学共通テスト」の試行調査（プレテ
スト）の問題を分析し、その結果を反映した教科
指導の改善に着手

•模擬試験の事後指導を強化　学力向上対策とし
て、模擬試験の復習を通じた課題の洗い出しと、
それらの課題への取り組みを徹底

•家庭への情報発信を強化　プレテストの分析結果
などを学年だよりで定期的に家庭へ発信し、指導
改善への理解と協力を呼びかけた

＊プロフィールは２０１９年３月時点のものです。
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格
・
検
定
試
験
の
両
方
を
受
験
生
に
課
す
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
入
試
を
受
験
す
る
18
年
度
の
１
年
生
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
新
し
い
大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
き
ち
ん
と
育
成
す
る
学
校
に
な
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
18
年
度
１
学
年
団
で
先

進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
今
後
の
指
導
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
１
学
年
団
で
は
、
全
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
教
科
・
科
目
の
プ
レ
テ
ス
ト
を
分
析
し
、
そ
の
結
果

を
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

英
語
科
で
は
、
英
語
教
育
を
専
門
と
す
る
大
学
教
員

の
助
言
を
得
な
が
ら
、
生
徒
が
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
「
使
う
」
授
業
づ
く
り
を
推
進
。
例
え
ば
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」「
英
語
表
現
Ⅰ
」
の
両
科
目

で
、「
話
す
」「
聞
く
」
活
動
と
し
て
、教
科
書
の
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
増
や
し
た

と
、
英
語
科
で
１
学
年
担
任
の
小
松
裕ひ

ろ

子こ

先
生
は
話
す
。

　
「
当
初
は
、
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
か
、

教
科
書
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
生
徒
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
分
で
工
夫
し
な

け
れ
ば
、
英
語
力
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。
意
欲
的
に

表
現
で
き
る
よ
う
、『
間
違
っ
て
も
よ
い
か
ら
、
自

分
で
考
え
て
話
そ
う
』
と
繰
り
返
し
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
文
法
的
な
課
題
が
あ
っ
て
も
、
教
科
書
の
表

現
を
自
分
の
言
葉
で
言
い
換
え
た
り
、
積
極
的
に
考

え
を
述
べ
た
り
す
る
生
徒
を
褒
め
ま
し
た
。
そ
う
し

た
指
導
を
続
け
た
結
果
、
間
違
い
を
恐
れ
な
い
雰
囲

気
が
学
年
全
体
に
浸
透
し
ま
し
た
」

　
「
書
く
」
活
動
と
し
て
は
、
両
科
目
と
も
授
業
の
最

後
に
、
毎
回
、
教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
感
想
な
ど

を
英
文
に
ま
と
め
さ
せ
た
。
教
師
は
そ
れ
を
回
収
・
点

検
し
、
文
法
的
な
誤
り
な
ど
が
あ
れ
ば
、「
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
コ
ー
ド
」
と
い
う
記
号
で
指
摘
。
例
え
ば
、
語
形
が

時
制
や
人
称
と
整
合
し
て
い
な
け
れ
ば
「
ｖ
ｆ
」、
語

順
が
不
正
確
で
あ
れ
ば
「
ｗ
ｏ
」
と
、
誤
り
が
あ
る
箇

所
に
書
い
た
。
そ
し
て
、
次
回
の
授
業
で
生
徒
に
返
却

し
、
書
き
直
し
を
さ
せ
た
と
、
英
語
科
で
１
学
年
担
任

の
塩
山
さ
お
り
先
生
は
述
べ
る
。

　
「
生
徒
に
は
、
ど
う
直
せ
ば
よ
い
の
か
、
自
分
で

気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
教

師
が
添
削
す
る
の
で
は
な
く
、
誤
っ
て
い
る
部
分
を

記
号
で
示
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
自

分
で
辞
書
を
引
い
た
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
相
談
し

た
り
し
な
が
ら
、
正
確
さ
を
意
識
し
て
リ
ラ
イ
ト
を

す
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」
で
は
「
読
む
」

活
動
に
も
力
を
入
れ
、
毎
回
の
授
業
で
教
科
書
を
黙
読

す
る
時
間
を
設
定
。
Ｗ
Ｐ
Ｍ
（
＊
１
）
を
計
測
さ
せ
、

振
り
返
り
シ
ー
ト
に
記
録
さ
せ
た
（
Ｐ
．36
図
１
）。

　
「
プ
レ
テ
ス
ト
で
は
、
英
文
を
速
く
、
正
確
に
読

む
力
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
速

読
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｗ
Ｐ
Ｍ
を
測
ら
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
黙
読
後
に
は
正
誤
判
定
問

題
を
課
し
、
正
確
に
読
解
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
さ
せ
ま
し
た
」（
小
松
先
生
）

　

両
科
目
で
は
、
定
期
考
査
の
内
容
も
変
え
た
。
以
前

の
学
年
で
は
、
基
礎
的
な
文
法
問
題
や
既
習
の
英
文
の

読
解
問
題
な
ど
を
出
し
て
い
た
が
、
18
年
度
１
学
年
で

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
重
視
し
た
指
導
で
、

生
徒
の
英
語
表
現
へ
の
意
欲
を
伸
ば
す

生
徒
に
初
見
の
長
文
読
解
問
題
を
課
し
、

情
報
を
選
択
す
る
力
の
育
成
を
図
る

１
学
年
担
任

塩
山
さ
お
り
　
し
お
や
ま
・
さ
お
り

教
職
歴
２
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
英
語
科
。

「
教
材
研
究
に
も
生
徒
指
導
に
も
、
全
力
で
取
り
組

む
教
師
で
あ
り
た
い
」

主
幹
教
諭
・
１
学
年
主
任

田
中
茂
行
　
た
な
か
・
し
げ
ゆ
き

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
数
学
科
。

「
生
徒
の
目
線
に
立
ち
、
生
徒
の
１
歩
先
を
行
く
教

師
で
あ
り
た
い
」

主
任
教
諭
・
１
学
年
担
任

小
松
裕
子
　
こ
ま
つ
・
ひ
ろ
こ

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英
語
科
。

「
生
徒
が
自
ら
学
び
、
成
長
で
き
る
力
を
持
て
る
よ

う
、
指
導
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
」

１
学
年
担
任

沢
田
萌
実
　
さ
わ
だ
・
も
え
み

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
理
科
。

「
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
成
長
で
き
る
よ
う
、
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

＊１　words per minute の略。１分間で読むことができる語数のこと。

主
任
教
諭
・
１
学
年
担
任
・
進
路
担
当

佐
藤
亮
一
　
さ
と
う
・
り
ょ
う
い
ち

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
地
理
歴

史
・
公
民
科
。「
広
い
視
野
か
ら
、
教
材
研
究
や
資

料
作
成
、生
徒
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

校
長平

野
篤
士
　
ひ
ら
の
・
あ
つ
し

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
地
球

的
な
視
野
を
持
つ
、
文
武
両
道
の
た
く
ま
し
い
人
材

を
育
成
し
て
い
き
た
い
」
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は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
初
見
の
長
文
を
読
ま
せ
た
り
、

テ
ー
マ
を
与
え
て
エ
ッ
セ
イ
を
書
か
せ
た
り
し
た
。

　「
プ
レ
テ
ス
ト
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
比
べ
て
、

１
つ
の
問
題
の
中
で
示
さ
れ
る
情
報
量
が
増
え
、
情

報
を
適
切
に
取
捨
選
択
す
る
力
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
授
業
を
改

善
し
、
そ
の
成
果
を
測
る
た
め
、
定
期
考
査
で
初
見

の
長
文
読
解
を
課
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
エ

ッ
セ
イ
を
書
か
せ
る
こ
と
は
、民
間
の
英
語
の
資
格
・

検
定
試
験
の
対
策
に
つ
な
が
り
、
自
分
の
考
え
と
そ

の
根
拠
を
整
理
し
て
述
べ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ

ル
を
高
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
」（
塩
山
先
生
）

　

英
語
の
４
技
能
を
客
観
的
な
指
標
で
測
る
機
会
と
し

て
は
、「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
を
定
期
的
に
受
検
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
成
績
帳
票
を
返
却
す
る
際
に
は
、
自
分
の
課
題

や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
策
な
ど
を
振
り
返
り

シ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。

　

数
学
科
で
は
、「
図
を
描
く
」
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
指
導
し
た
。
１
学
年
主
任
で
数
学
科
の
田
中
茂
行
先

生
は
、
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
プ
レ
テ
ス
ト
で
は
、
深
い
思
考
力
が
求
め
ら
れ

る
問
題
が
増
え
、
表
現
力
が
必
要
な
記
述
式
問
題
も

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
発
展
的
な
問
題
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
定
理
や
公
式

と
い
っ
た
基
礎
事
項
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ

と
が
非
常
に
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、『
な
ぜ
、
そ
う

な
る
の
か
』
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
図
を

描
く
力
を
伸
ば
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
ノ
ー
ト
に
図
を
大
き
く
描
き
、
問
題
を
解
く
中

で
気
づ
い
た
こ
と
を
図
に
書
き
入
れ
て
い
く
よ
う

指
導
し
ま
し
た
」

　

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
総
合
的
な
育
成
に
も

力
を
注
い
だ
。
授
業
に
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
視
点
を
取
り
入
れ
、
グ
ル
ー
プ
で
問
題
演
習
を
行
う

場
面
を
増
や
し
た
。
定
期
考
査
で
は
、
誤
り
を
含
む
数

式
を
示
し
、
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
直
せ

ば
よ
い
の
か
を
書
か
せ
る
問
題
な
ど
を
出
し
た
。

　

理
科
で
は
、
実
験
結
果
な
ど
の
資
料
を
読
み
解
く
問

題
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た
。「
化

学
基
礎
」
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の

基
礎
を
固
め
ら
れ
る
よ
う
、
読
解
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

そ
の
理
由
を
、
１
学
年
で
同
科
目
を
担
当
し
た
沢
田
萌も

え

実み

先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
18
年
度
、
私
は
３
学
年
の
『
化
学
』
も
担
当
し
、

セ
ン
タ
ー
試
験
の
過
去
問
題
の
演
習
を
さ
せ
ま
し

た
。
す
る
と
、
実
験
の
資
料
を
考
察
す
る
問
題
な
ど

で
、
問
題
文
の
意
味
が
分
か
っ
て
い
な
い
生
徒
が
多

い
こ
と
に
気
づ
き
、
同
じ
課
題
が
１
年
生
に
も
あ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
プ
レ
テ
ス
ト
で
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
よ
り
も
複
雑
な
資
料
問
題
が
多
く
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に

必
要
な
読
解
力
は
、
す
ぐ
に
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

１
年
次
か
ら
の
育
成
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　

沢
田
先
生
は
、
毎
回
の
授
業
で
教
科
書
を
読
む
時
間

を
設
け
、
生
徒
に
例
題
の
解
答
の
根
拠
を
教
科
書
か
ら

探
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
授
業
の
中
心
に
問
題

演
習
を
据
え
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
取
り
組
ま
せ
た
後

は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
学
び
合
い
と
し
た
。

　「
学
び
合
い
で
は
、
成
績
上
位
層
の
生
徒
が
成
績

下
位
層
の
生
徒
に
発
展
的
な
問
題
の
解
法
を
解
説
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
質
問
に
分
か
り
や

す
く
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
教
科
書
か
ら
根
拠
を
示
し

た
り
、
解
説
を
聞
き
、
教
科
書
を
注
意
深
く
読
み
返

し
た
り
す
る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
」（
沢
田
先
生
）

　

同
校
で
は
、
沢
田
先
生
の
指
導
を
職
員
会
議
な
ど
で

取
り
上
げ
、
全
学
年
・
全
教
科
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
て
い
る
。
平
野
校
長
は
、
こ
う
期
待
を
寄
せ
る
。

「コミュニケーション英語Ⅰ」の振り返りシート図１

図
を
描
く
こ
と
で
、生
徒
に
基
礎
事
項
の

理
解
を
深
め
さ
せ
る
指
導
を
推
進

資
料
問
題
に
対
応
す
る
基
礎
と
し
て
、

生
徒
の
読
解
力
の
向
上
を
図
る

「コミュニケーション英語Ⅰ」の振り返りシートには、ＷＰＭの記
録欄に加え、自分の頑張りや課題、今後の目標などを文章化す
る欄も設けている。定期的にそうした振り返りを行わせることで、
主体的に学びに向かう力を育成しようというねらいがある。

＊学校資料を編集部で一部改編。
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「
沢
田
先
生
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
考
え
さ
せ

た
上
で
、
生
徒
同
士
が
考
え
を
述
べ
合
う
場
面
を
増

や
す
な
ど
、
思
考
力
と
表
現
力
の
両
方
を
伸
ば
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
実
践
を
全
教
師
が
共
有

す
れ
ば
、
全
校
体
制
で
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
け
る

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

各
教
科
担
当
の
教
師
に
よ
る
指
導
改
善
に
加
え
、
学

年
団
と
し
て
は
、
２
つ
の
取
り
組
み
に
力
を
注
い
だ
。

　

１
つ
め
は
「
進
研
模
試
」
の
事
後
指
導
で
あ
り
、
１

年
生
全
員
に
「
進
研
模
試
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
の
復

習
教
材
を
課
し
た
。
活
用
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
状
況
は
ク
ラ
ス
別
に
一
覧
化

し
、
課
題
の
あ
る
生
徒
に
は
担
任
か
ら
声
を
か
け
た
と
、

１
学
年
の
進
路
担
当
の
佐
藤
亮
一
先
生
は
話
す
。

　
「
模
擬
試
験
は
、
自
分
の
課
題
を
洗
い
出
す
絶
好

の
機
会
で
す
。生
徒
が
課
題
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

復
習
を
必
ず
行
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
年
生
を
対
象
と
す
る
模
擬
試
験
で
は
、『
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
』
へ
の
対
応
と
し
て
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
を
測
る
問
題
な
ど
が
増
え
て
い
ま
す
。

模
擬
試
験
の
振
り
返
り
を
通
し
て
、
自
分
に
必
要
な

力
を
意
識
さ
せ
る
ね
ら
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

２
つ
め
は
、
新
し
い
大
学
入
試
に
対
応
し
た
指
導
改

善
の
必
要
性
を
家
庭
に
発
信
す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、

学
年
だ
よ
り
で
は
、
21
年
度
入
試
の
制
度
の
概
要
を
解

説
し
た
り
、
各
教
科
団
に
よ
る
プ
レ
テ
ス
ト
の
分
析
結

る
学
習
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
計
に
向
け
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
た
。
２
年
次
の
台
湾

へ
の
修
学
旅
行
を
探
究
学
習
の
一
環
と
し
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。

　
「
生
徒
は
探
究
学
習
を
通
し
て
、
答
え
が
１
つ
で

は
な
い
問
題
に
出
合
い
ま
す
。そ
う
し
た
問
題
で
は
、

教
科
横
断
的
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿
か
ら
、
教

師
が
生
徒
の
新
た
な
強
み
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
生
徒
の
多
様
な
資
質
・
能
力
を
見
い
だ
す

こ
と
は
、
新
し
い
大
学
入
試
で
重
要
性
が
高
ま
る
多

面
的
・
総
合
的
評
価
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
も
、
先
生
方
と
と
も
に
、
指
導
改
善
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
平
野
校
長
）

果
を
紹
介
し
た
り
し
た
。

　
「
学
校
と
家
庭
が
連
携
す
れ
ば
、
教
育
活
動
は
よ

り
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
年
団
が
何
を

目
指
し
て
指
導
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
定

期
的
に
発
信
し
、
保
護
者
の
理
解
と
協
力
を
得
た
い

と
考
え
ま
し
た
」（
田
中
先
生
）

　

18
年
度
の
１
学
年
に
お
け
る
一
連
の
指
導
改
善
の
成

果
は
、
学
力
向
上
と
し
て
結
実
し
た
。
記
述
式
の
進
研

模
試
で
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
の
各
教
科
の
成
績
が

上
が
り
、
19
年
１
月
の
回
の
英
語
は
過
去
最
高
と
な
っ

た
（
図
２
）。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

同
学
年
団
で
は
、
今
後
、
指
導
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
す
。
そ
の
１
つ
が
、
模
擬
試
験
へ
の
意
識
づ
け
の

強
化
だ
。
具
体
的
に
は
、
模
擬
試
験
の
１
か
月
前
か
ら

「Classi

」（
＊
２
）
で
練
習
問
題
を
配
信
し
、
必
ず
取

り
組
ま
せ
る
な
ど
、
事
前
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　

学
校
全
体
と
し
て
も
、
19
年
度
か
ら
の
新
し
い
取
り

組
み
の
具
体
化
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

18
年
度
の
１
学
年
で
の
指
導
改
善
を
継
承
で
き
る
よ

う
、「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
の
育
成
」
な
ど
を
柱
と
す
る
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
策
定
し
、
教
育
活
動
の
指
針
と
し
た
。
ほ
か

に
も
、
19
年
度
の
１
学
年
で
先
行
実
施
さ
れ
る
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
へ
の
対
応
に
着
手
。
調
べ
学
習
だ

け
で
は
な
く
、
生
徒
が
仮
説
を
立
て
、
そ
れ
を
検
証
す

東京都立狛江高校

探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
、多
面
的
・

総
合
的
評
価
の
入
試
へ
の
対
応
を
図
る

模
擬
試
験
の
復
習
を
必
ず
行
わ
せ
、

課
題
解
決
の
意
識
づ
け
を
徹
底

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるＣｌａｓｓｉ 株式会社が提供する、 学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサービス。

「進研模試」における英語の成績の推移図２

＊学校資料を基に編集部で作成。
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富
山
県
・
私
立
新に

い

川か
わ

高
校
は
、
同
県
北
東
部
の
「
新

川
地
区
」
唯
一
の
私
立
高
校
だ
。
普
通
コ
ー
ス
と
特
別

進
学
コ
ー
ス
か
ら
成
り
、
４
年
制
大
学
や
専
門
学
校
な

ど
へ
の
進
学
か
ら
就
職
ま
で
、
多
様
な
希
望
進
路
を
抱

く
生
徒
が
集
ま
る
。
生
徒
は
素
直
な
半
面
、
小
・
中
学

校
段
階
で
の
成
功
体
験
が
少
な
い
た
め
か
、
自
分
に
自

信
が
持
て
ず
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
濱は

ま

元も
と

克か
つ

吉よ
し

教

頭
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
自
己
実
現
の
た
め
に
は
、
つ
ま
ず
い
て
も
立
ち

上
が
り
、
粘
り
強
く
課
題
解
決
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
を
醸
成
で
き
る
よ
う
、
生
徒

高岡日本大学高校魚津校舎として
開校。教育目標に「心豊かで創造
性に富み、主体的に行動して、社
会に貢献できる生徒を育てる」を
掲げ、道徳教育と能力・個性の伸
長を両輪とする教育活動を行って
いる。

設立	 １９７３（昭和４８）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約１２０人

２０１９年度進路実績（現役のみ）　私立大は、富山国際大、金沢学院大、
愛知工業大、日本福祉大などに延べ８人が合格。短大、専門学校進学
２５人。就職４３人。

住所	 〒９３７ー００４１　富山県魚津市吉島１３５０

電話	 ０７６５ー２４ー２０１５

Web site	 	https://www.niikawa.ed.jp

No.257

P R O F I L E

生
徒
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
べ
く
、

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
着
手

自
己
肯
定
感
を
醸
成
し
、何
事
も

粘
り
強
く
行
う
生
徒
を
育
て
る

「
新に

い

川か

わ

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

富
山
県
・
私
立
新に

い

川か

わ

高
校

地
域
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ

変革のステップ

•学力面から自分に自信が持てず、思うようにいかない
と、すぐに諦めてしまう生徒が少なくなかった

背景と課題

実践内容

• 生徒の自己肯定感が醸成され、学習意欲が向上

•多くの生徒が学力を向上させた

成果と展望

•「新
にい

川
かわ

創生プロジェクト」の推進　生徒に様々な成
功体験を積ませられるよう、地元の富山県魚津市
や富山大学と連携協定を結び、ＰＢＬ（＊１）など
を行う「新川創生プロジェクト」を始めた。取り組
みを本格化させた２０１８年度の１学年では、「総
合的な学習の時間」とロングホームルームを中心に
同プロジェクトを推進。自分のよさや強み、自分に
できることを実感させられるよう、ＰＢＬなどを行っ
た。また、定期的に生徒に振り返りをさせ、その
結果を基に同プロジェクトの成果を検証した

•学び直しの工夫　１８年度の１学年では、放課後
などに数学の学び直しに力を入れた。生徒の実態
に応じた指導ができるよう、習熟度別のプリントを
作成した

＊１　Problem Based Learnig あるいは Project Based Learning の略。 ＊プロフィールは２０１９年３月時点のものです。
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に
様
々
な
成
功
体
験
を
積
ま
せ
、『
や
れ
ば
で
き
る
』

と
い
う
実
感
を
抱
か
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
度
、
地
元
の
魚
津
市
や
富
山

大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を
行
う
「
新
川
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
め
た
。
17
年
度
は
不
定
期
で
の
実
施
だ
っ

た
が
、18
年
度
の
１
学
年
か
ら
は
、週
１
回
ず
つ
の
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど

で
定
期
的
に
行
う
こ
と
に
し
、
取
り
組
み
を
本
格
化
さ

せ
た
。
さ
ら
に
、
両
コ
ー
ス
共
通
の
３
年
間
の
段
階
的

な
指
導
計
画
も
策
定
。
１
年
次
に
は
、
自
分
の
よ
さ
や

強
み
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
、
２
年
次
に

は
、
自
分
が
社
会
で
何
が
し
た
い
の
か
を
具
体
的
に
考

え
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
３
年
次
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
希
望
進
路
に
応
じ
て
、
面
接
対
策
や
志
望
理
由
書

作
成
の
た
め
の
個
別
指
導
を
行
う
計
画
だ
。
濱
元
教
頭

は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
に
は
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
、

自
分
の
可
能
性
を
探
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
活
動
の
場
を
多
様
に
で
き
る
よ
う
、

地
域
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
う
す
れ
ば
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
理
念
で

も
あ
る
『
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
』
の
実
現
に

つ
な
が
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
の
１
学
年
で
の
取
り
組
み
を
見
て
い
く
。

　

１
学
期
に
は
、
自
己
理
解
を
深
め
る
第
一
歩
と
し
て
、

生
徒
が
中
学
時
代
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、
自
分
が
何
に

関
心
が
あ
る
の
か
を
探
っ
た
り
、
１
年
次
に
お
け
る
目

標
を
立
て
、
そ
れ
を
３
学
期
の
自
分
へ
の
手
紙
と
し
て

書
い
た
り
し
た
。
そ
し
て
、関
心
や
目
標
を
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
語
り
合
い
、
ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
場
面
も
積
極
的

に
設
け
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
の
ね
ら
い
を
、
１
学
年
主

任
の
永
原
祥し

ょ
う

先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
本
校
に
は
、『
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
分
か
ら

な
い
』
と
言
う
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
言
葉
に
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
考
え
に
生
徒
は
刺
激

を
受
け
、『
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

学
校
行
事
も
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
か
ら
見
直

し
、
１
学
期
末
に
は
、
同
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
全
学
年
に
設
定

さ
れ
て
お
り
、
以
前
は
教
師
が
活
動
内
容
を
指
定
す
る

学
年
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
18
年
度
の
１
学
年
で
は
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
生
徒
同
士
で

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
わ
せ
た
結
果
、
地

域
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

生
徒
が
５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
通
学
路
や

最
寄
り
駅
周
辺
を
歩
き
、
清
掃
す
る
場
所
や
役
割
分
担

な
ど
を
決
め
て
い
っ
た（
写
真
１
）。
事
後
に
は
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
活
動
を
振
り
返
り
、
工
夫
し
た
点
や
反
省
点

な
ど
を
ク
ラ
ス
で
発
表
。
代
表
の
グ
ル
ー
プ
は
学
年
集

会
で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
１
学
年
担

任
の
浅
井
嵩た

か

元も
と

先
生
は
、
生
徒
の
姿
を
こ
う
語
る
。

　「
広
範
囲
を
効
率
よ
く
き
れ
い
に
清
掃
で
き
る
よ

う
、
何
度
も
下
見
を
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
行
動
す

る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に

相
談
し
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
が
ク
ラ

前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
、生
徒

同
士
が
考
え
を
共
有
す
る
環
境
を
整
備

１
学
年
主
任

永
原
　

祥
　
な
が
は
ら
・
し
ょ
う

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
理
科
。

「『
で
き
る
』『
分
か
る
』を
目
標
に
し
た
指
導
を
行
い
、

生
き
方
教
育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

教
頭濱

元
克
吉
　
は
ま
も
と
・
か
つ
よ
し

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
数
学
科
。

「
ま
ず
自
分
が
感
動
し
て
こ
そ
、
人
を
感
動
さ
せ
ら

れ
る
。『
自
ら
が
動
く
』
教
師
で
あ
り
た
い
」

１
学
年
担
任

浅
井
嵩
元
　
あ
さ
い
・
た
か
も
と

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
数
学
科
。

「『
楽
し
さ
の
中
に
、面
白
さ
あ
り
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

写真１　清掃活動の準備として、各グループはタブレッ
トを持って地域を歩き、清掃が必要だと思う場所を撮
影。学校に帰った後、それを見ながら、役割分担や
清掃に必要な道具などについて話し合った。複数の
場所を清掃しようとする場合は、優先順位も決めた。
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ス
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
清

掃
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
地
域
美
化
の
大
切

さ
に
改
め
て
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。『
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
は
や
め
よ
う
』
と
い
っ
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、校
内
に
掲
示
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
」

　

２
・
３
学
期
に
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い

に
向
き
合
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
力
を
試
さ
せ
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
地
域
の
実
態
を
「
知
る
」
こ
と
を
重
視
。

魚
津
市
役
所
の
職
員
ら
に
よ
る
講
演
会
を
設
定
し
、
少

子
高
齢
化
を
始
め
と
す
る
様
々
な
課
題
を
具
体
的
に
話

し
て
も
ら
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
中
か
ら
関
心

の
あ
る
課
題
に
つ
い
て
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
学
習
を
行
い
、
地
域
美
化
や
観
光
客
の
誘
致
な
ど
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
次
に
、
テ
ー
マ
に
応
じ
た
解
決

策
を
探
る
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
例
え

ば
、
観
光
に
よ
る
町
お
こ
し
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
は
、

地
域
の
特
色
あ
る
施
設
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
見
つ
け
る
た

め
、「
魚
津
埋ま

い

没ぼ
つ

林り
ん

博
物
館
」（
＊
２
）な
ど
を
取
材
し
た
。

　

学
年
団
で
は
、「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
」
と
い
う
指

導
方
針
を
共
有
。
具
体
的
に
は
、
テ
ー
マ
を
思
う
よ
う

に
設
定
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
に
は
、「
魚
津
市
の
気
に

な
る
と
こ
ろ
は
何
か
な
？
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
。
指
導
は
基
本
的
に
担
任
が
行
っ
た
が
、
教
科
担
当

の
教
師
も
空
き
時
間
に
は
各
教
室
を
回
り
、
生
徒
た
ち

に
声
を
か
け
た
。

　
「
本
校
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
な
の
で
、
１
学

期
に
富
山
大
学
の
先
生
を
講
師
と
し
て
招
き
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
に
つ
い
て
の
教
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
、
教
師
が
『
教
え
る
』
の

で
は
な
く
、『
相
談
に
乗
る
』
指
導
で
す
。
週
１
回
、

学
年
団
の
全
教
師
が
集
ま
る
学
年
会
議
な
ど
で
、
そ

う
し
た
指
導
方
針
を
共
有
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

ま
し
た
」（
永
原
先
生
）

　

２
学
期
末
に
は
、
外
部
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
、
20
〜
30
歳
代
の
社
会
人
ら
二
十
数
人
を

招
い
た
特
別
授
業
を
設
定
。
ま
ず
行
っ
た
の
が
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
の
中
間
発
表
だ
。

　
「
社
会
人
と
の
質
疑
応
答
に
備
え
て
、
生
徒
た
ち

は
事
前
に
質
問
を
予
想
し
、
答
え
を
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
番
で
は
想
定
外
の
質
問
を
受
け
る
こ
と

も
多
く
、
１
つ
の
テ
ー
マ
に
い
く
つ
も
の
見
方
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
中
間
発
表
後
は
、

よ
り
多
様
な
観
点
か
ら
課
題
を
分
析
し
、
解
決
策
を

考
え
る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
ち
ま
し
た
」（
永
原
先
生
）

　

続
い
て
、
大
学
生
と
社
会
人
に
自
分
の
失
敗
経
験
を

述
べ
て
も
ら
う
講
話
を
実
施
し
た
。

　
「
本
校
の
生
徒
に
は
、『
１
度
つ
ま
ず
い
た
ら
起
き

上
が
れ
な
い
』
と
い
っ
た
思
い
込
み
が
あ
り
、
や
り

た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
て
も
、
そ
れ
に
挑
戦
で
き
な

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
思
い
通
り
の
人

生
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
大
人
に
も
、
失
敗

や
挫
折
は
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
乗
り
越
え
ら
れ
る

こ
と
を
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
本
校
の
事
務
長

が
窓
口
と
な
り
、
転
職
や
起
業
な
ど
、
様
々
な
経
験

を
持
つ
人
た
ち
を
招
き
ま
し
た
」（
濱
元
教
頭
）

　

３
学
期
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
最
終
的
な
解
決
策
を

ま
と
め
、
学
年
集
会
で
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
魚
津
市

長
や
富
山
大
学
学
長
ら
を
審
査
員
と
し
て
招
い
た
「
魚

津
市
へ
の
提
案
発
表
会
」
で
は
、
代
表
の
グ
ル
ー
プ
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
２
）。

　
「
自
分
た
ち
で
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た

テ
ー
マ
な
の
で
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
堂
々
と
発
表
を

し
て
い
ま
し
た
。
審
査
員
に
よ
る
講
評
で
も
、
地
域

の
課
題
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
と
い
っ
た
コ
メ
ン

ト
が
目
立
ち
、
生
徒
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

生
徒
が
失
敗
を
恐
れ
な
く
な
る
よ
う
、

多
様
な
社
会
人
の
失
敗
経
験
を
伝
え
る

＊２　国の特別天然記念物に指定されている「魚津埋没林」を保存・展示する公立博物館。埋没林とは、土石流や海面の上昇などにより、森林全体が地中・水中に埋没したもの。
魚津市の漁港の海底で発見された、約２０００年前の杉の埋没林を魚津埋没林という。

教
師
は
「
相
談
に
乗
る
」に
徹
し
、

「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
」
指
導
を
推
進

写真２　「魚津市への提案発表会」には、学年の代表
として７グループが進出。どのグループも、自分たちの
提案を分かりやすく示せるよう、プレゼンテーション
ソフトで作成した資料を投影するなど、発表方法を工
夫していた。発表会の最後には、審査員が優秀グルー
プを選んで表彰した。
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同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
検
証
と
し
て
は
、
各
学
期

末
に
１
回
、
２
つ
の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
生
徒
に
振
り
返

り
を
さ
せ
た
。
１
つ
め
の
ツ
ー
ル
は
、「
対
人
基
礎
力
」

「
対
自
己
基
礎
力
」「
対
課
題
基
礎
力
」
を
自
己
評
価
す

る
「
新
川
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
で
、
他
校
の
取
り
組
み
を

参
照
し
て
作
成
し
た
。
も
う
１
つ
の
ツ
ー
ル
は
、「
問

題
分
析
力
」「
課
題
設
定
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」「
協
働
力
」「
遂
行
力
」
を
測
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
能

力
特
性
評
価
（
Ｎ
Ｔ
Ｈ
）」（
図
１
）
で
、
富
山
大
学
が

学
生
の
潜
在
的
な
資
質
・
能
力
を
把
握
す
る
た
め
に
開

　

18
年
度
の
１
学
年
で
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
中
、
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
て

い
っ
た
。
地
域
の
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
を
行
う
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
だ
。

そ
う
し
た
意
欲
は
、
教
科
学
習
に
も
反
映
さ
れ
た
。
そ

の
１
つ
が
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
成
績
向
上
で
あ
り
、

Ｇ
Ｔ
Ｚ
が
Ｄ
３
の
生
徒
が
、
１
年
間
で
大
き
く
減
っ
た
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
じ
て
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
協
働
し
て
学
ぶ
中
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
成
功
体
験
を
積
み
、
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
学
習
に
も
、
粘

り
強
く
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
」（
浅
井
先
生
）

　

18
年
度
の
１
年
生
の
自
己
肯
定
感
が
向
上
し
た
こ
と

は
、「
新
川
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
よ
る
自
己
評
価
に
も

表
れ
た
。
例
え
ば
、「
話
し
合
い
の
場
で
は
、
自
分
と

反
対
意
見
を
言
う
人
が
い
て
も
、
自
分
の
考
え
を
は
っ

き
り
言
う
こ
と
が
で
き
る
」「
自
分
の
強
み
を
う
ま
く

生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
自
己
評
価
す
る
生
徒

が
年
間
を
通
し
て
増
え
続
け
た
。
今
後
は
、
自
己
肯
定

感
と
学
力
と
の
相
関
を
把
握
で
き
る
よ
う
、「
新
川
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
に
よ
る
自
己
評
価
と
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト

の
結
果
を
ク
ロ
ス
分
析
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

す
。
18
年
度
１
学
年
に
お
け
る
成
果
を
適
切
に
検
証

し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
濱
元
教
頭
）

発
し
た
も
の
を
改
編
し
た
。

　「
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
導
に
携
わ
る
教
師
に
は
、

生
徒
の
変
化
が
肌
感
覚
で
分
か
り
ま
す
。
そ
う
し
た

変
化
を
可
視
化
し
、
定
点
観
測
す
る
こ
と
で
、
指
導

改
善
に
つ
な
げ
や
す
く
な
り
ま
し
た
」（
濱
元
教
頭
）

　

18
年
度
の
１
学
年
普
通
コ
ー
ス
で
は
、
学
力
向
上
に

も
力
を
注
い
だ
。
例
え
ば
、
数
学
科
で
は
、
定
期
考
査

期
間
な
ど
を
除
い
て
毎
週
、
２
つ
の
学
び
直
し
を
実
施
。

１
つ
は
、
同
コ
ー
ス
の
１
年
生
全
員
を
対
象
に
、
月
〜

木
曜
日
の
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
後
の
15
分
間
で
行
っ

た
数
学
の
問
題
演
習
だ
。
教
材
に
用
い
る
プ
リ
ン
ト
は
、

濱
元
教
頭
や
浅
井
先
生
ら
数
学
科
の
教
師
が
、「
基
礎

力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
３
）
の
診
断
レ
ポ
ー
ト
の
結
果

を
基
に
、
毎
回
、
習
熟
度
別
に
４
種
類
を
作
成
し
た
。

　「
問
題
が
難
し
す
ぎ
た
り
、
易
し
す
ぎ
た
り
す
れ

ば
、
生
徒
は
学
習
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生

徒
の
実
態
に
適
切
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
プ
リ
ン
ト

の
難
易
度
を
柔
軟
に
変
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
担
任
が
必
ず
立
ち
会
い
、
問
題
演
習
か
ら
自
己

採
点
ま
で
、
生
徒
自
身
に
き
ち
ん
と
行
わ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」（
濱
元
教
頭
）

　

も
う
１
つ
は
、
同
テ
ス
ト
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
４
）
が
Ｄ

３
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
補
習
だ
。
月
・
水
曜
日
の
７

時
限
目
に
浅
井
先
生
が
指
導
。
金
曜
日
に
は
、
そ
の
週

の
補
習
で
学
習
し
た
内
容
を
出
題
す
る
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
合
格
す
れ
ば
、
翌
週
か
ら
補
習
の
対
象
外
と
し
た
。

富山県・私立新川高校

自
分
に
自
信
を
持
ち
、教
科
学
習
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
加

学
習
意
欲
の
醸
成
に
向
け
、生
徒
の

実
態
に
応
じ
た
学
び
直
し
を
行
う

「能力特性評価（ＮＴＨ）」の結果は、帳票として生徒に返却する。その際、
資質・能力の変化を示すレーダーチャートを掲載し、生徒の自己理解を
深めようとしている。

＊３　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
＊４　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの 15段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち
「Ａ２」〜「Ｄ３」で評価される。

３学期の「能力特性評価（ＮＴＨ）」の帳票（抜粋）図１

＊学校資料を編集部が一部改編。

生
徒
の
振
り
返
り
の
結
果
を

指
導
改
善
に
生
か
す
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富
山
県
・
私
立
片
山
学
園
中
学
校
・
高
校

で
は
、
全
教
育
活
動
の
中
心
に
探
究
学
習
を

置
く
こ
と
と
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、３
年
間
の
計
画
表
で

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
や
活
動
内
容
な

ど
を
教
師
間
で
共
有
し
て
指
導
し
始
め
て
い

た
が
、生
徒
の
探
究
の
深
ま
り
に
違
い
が
出
る

と
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
担
当
の
森
内
梨

絵
先
生
は
、
教
師
間
で
支
援
の
足
並
み
を
そ

ろ
え
よ
う
と
、
各
プ
ロ
セ
ス
で
起
こ
り
や
す

い
生
徒
の
つ
ま
ず
き
事
例
と
そ
の
支
援
方
法

を
整
理
し
た「
探
究
学
習
指
導・共
有
シ
ー
ト
」

を
作
成
し
た
。
た
だ
、
示
し
た
以
外
の
つ
ま

ず
き
も
想
定
さ
れ
る
中
、
教
師
全
員
が
見
通

し
を
持
っ
て
指
導
す
る
た
め
に
、
ど
う
い
っ

た
準
備
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
課
題
だ
っ
た
。

検討メンバー

プロセス よくある事例 原因 声かけ、支援の仕方

ロジックツリー 大きなテーマから細分化できない
知識不足、情報不足 ○○について調べてみよう

領域の細分化の意味が分からない 具体例を基に「細分化」の意味を一緒に考える

問いの内容

調べて終わりになってしまう 問いの立て方
考えたいキーワードを問いの形にあてはめてみよ
う

自分なりの考察ができるか、一緒に検討する

解決しやすいテーマを設定してしまう
課題設定に困ると「うまくいく」形
を求めたくなる

それは「最初に漠然と抱いていた方向性」と合致して
いるか？／それは自分の関心事の中心か？と尋ねる

仮説と調査方法を考えてみると探究でき
ない（進め方が分からない）と分かった

調べてみて初めて分かることもあ
る

もう一度、課題設定に戻ろう／別の問いを立てて
みよう

仮説設定 そもそも仮説が立てられない 知識不足・情報不足

人文社会系のテーマは、調査・分析・仮説設定が
複線的に進む場合もあるので、最初に仮説設定が
できなくてもＯＫ。ただし、何を調べればよいのか、
調査対象や調査方法、文献の種類は明確にさせる

調査

問いが成立しないと分かる
調べてみて初めて分かることもあ
る

もう一度、課題設定に戻ろう／別の問いを立てて
みよう

すべて先行論文で言われていて、新しい
ことが見つからない

研究の領域に踏み込んでいる
先行論文そのものは探さない。自分の立てた問い
とその仮説を証明するために必要な資料や調査、
実験データを集めよう

分析

仮説と結果が食い違う 実はよくある
仮説と違っていても、探究の結果、分かったこと
なのでＯＫ

資料の焼き直しになり、自分なりの考察
がない／自分の考察が他者の論の引用
にとどまっている

調べて終わりの問いだった 考察に至るまでに、問いの軌道修正をしよう

先行研究、先行論文そのものを資
料としてしまった

既に述べられている考察を基に問いを立ててみよ
う

改良！指
導ツール

富山県・私立片山学園
中学校・高校　

森内梨絵
もりうち・りえ

新潟県立新
にい

津
つ

高校　

平野深雪
ひらの・みゆき

福岡県・
私立福岡女学院
中学校・高校

柿原寿人
かきはら・ひさと

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、教師間で探究学習の指導上の課題やノウハウを
共有するシートを検討する。

教
師
の
支
援
の
手
立
て
を

ど
の
よ
う
に
共
有
す
れ
ば
よ
い
か

ツール 提供者

富山県・私立片山学園中学校・高校　森内梨絵先生提供
「探究学習指導・共有シート」 Before

1

2
課
題

生徒の探究学習をより深めるため、探究学習担当の教
師が生徒をうまく支援できるようにしたい
探究学習担当の教師全員が、指導の見通しを持って取り
組み、学校全体の活動としたい

３年間の探究学習の計画表／指導・共有シート
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３
年
間
の
計
画
表
で
示
し
て
い
た
「
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
力
・
ス
キ
ル
」
を
、
指
導
・

共
有
シ
ー
ト
に
も
示
す
こ
と
で
、
教
師
が
各

活
動
で
の
目
的
を
明
確
に
意
識
し
た
上
で
生

徒
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
加
え
て
、
活
動
後
に
、
支
援
し
た
時
の
生

徒
の
反
応
を
記
入
す
る
欄
を
設
け
た
。
教
師

が
一
方
的
に
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、
声
か

け
や
支
援
が
ど
の
よ
う
な
生
徒
の
反
応
を
引

き
出
し
た
の
か
を
書
き
留
め
る
こ
と
に
よ
り
、

自
身
の
支
援
を
振
り
返
り
、
指
導
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
シ
ー
ト
を
貼
る
な
ど
し
て
、
そ

の
振
り
返
り
を
教
師
間
で
共
有
す
れ
ば
、
指

導
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
学
校
全
体
で
蓄
積
が
で

き
、
次
年
度
の
計
画
の
見
直
し
や
、
指
導
・

共
有
ツ
ー
ル
の
改
訂
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

プロセス
身につけさせたい力・

スキル
つまずき
ポイント

原因 声かけ、支援の仕方
支援をした時の
生徒の反応

工夫した（したい）こと、
気づいたこと

課題発見

目の前の現象に対し
て5Ｗ1Ｈを適用し、
大きなテーマを生み
出す力

テーマが細分
化できない

知識不足、情
報不足

○○について調べて
みよう

領域の細分化
の意味が分か
らない

具体例を基に「細分
化」の意味を一緒に
考える

課題設定

既存の研究や事例に
対して、課題発見、
仮説設定、情報収集、
情報分析のいずれか
に改善点を指摘する
力

調べて終わり
になってしまう
テーマとなって
いる

問いの立て方

考えたいキーワード
を問いの形にあては
めてみよう

自分なりの考察がで
きるか、一緒に検討
する

解決しやすい
テーマを設定
してしまう

課題設定に困
ると「うまく
いく」形を求
めたくなる

それは「最初に漠然と
抱いていた方向性」と
合致しているか？／そ
れは自分の関心事の
中心か？と尋ねる

仮説と調査方
法を考えてみ
ると探究でき
ない（進め方
が分からない）
と分かった

調べてみて初
めて分かるこ
ともある

もう一度、課題設定
に戻ろう／別の問いを
立ててみよう

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

探究学習指導・共有シート

事
後
に
教
師
の
気
づ
き
を
共
有
し
、

持
続
的
な
改
善
を
支
え
る
ツ
ー
ル
へ

After 1 2
改
良
ポ
イ
ン
ト

本時の活動の目的と、支援
ポイントを明確に示す

指導・共有シートにも身につけさせたい
力・スキルを明示。このシートを授業で
は手元に置き、活動の目的を意識して生
徒を支援できるようにする。

教師個々の取り組みを記録し、
ノウハウの共有につなげる

生徒への支援で工夫したことや今後工
夫したいことなど、支援を通して得た
気づきや手応えを記入し、教師間でノ
ウハウを共有。学校全体でも蓄積する。

探究学習指導・共有シート

探究学習の
担当教師が記入探究学習責任者の

教師が記入

実際の支援や生徒の実態を
踏まえて、次年度以降の

改訂につなげる

このシートは
先生たちが見える
ところに貼る
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探
究
学
習
で
は
、
生
徒
が
自
身
の
関
心
の

あ
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
た
め
、
教
師
に
は

専
門
外
の
分
野
に
つ
い
て
の
指
導
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
教
師
も
生

徒
と
と
も
に
探
究
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が

大
切
に
な
る
。
生
徒
が
直
面
し
や
す
い
つ
ま

ず
き
を
事
前
に
想
定
し
、
そ
の
対
応
方
法
を

共
有
す
る
こ
と
は
教
師
の
安
心
感
に
つ
な
が

る
が
、
指
導
方
法
を
細
か
く
設
定
し
過
ぎ
る

と
、
か
え
っ
て
指
導
が
し
に
く
く
な
り
、
生

徒
の
学
び
が
深
ま
り
づ
ら
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
生
徒
同
士
で
学
び
合
い
な
が
ら
探
究
を
深

め
る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
生
徒
の
力
だ
け
で

は
前
に
進
め
な
い
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た

場
面
で
は
、対
症
療
法
的
な
指
導
は
せ
ず
、育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
立
ち
返
り
、
ど
の

よ
う
な
支
援
な
ら
ば
生
徒
の
思
考
の
道
が
開

け
、資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。
声
か
け
を
５
Ｗ
１

Ｈ
で
す
る
と
、
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ

や
す
い
と
い
っ
た
具
体
的
な
提
案
も
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
指
導
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

支
援
時
の
生
徒
の
反
応
を
よ
く
見
て
、
記
録

す
る
こ
と
に
し
た
。
期
待
通
り
に
生
徒
が
前

に
進
め
た
の
で
あ
れ
ば
望
ま
し
い
支
援
の
１

つ
と
し
て
共
有
し
、
つ
ま
ず
き
が
解
消
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
を

考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
う
し
た
支
援

事
例
の
蓄
積
は
、
学
校
の
大
き
な
財
産
に
な

る
と
い
う
点
で
も
意
見
が
一
致
し
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
年度当初に探究学習の担当教師に配布。
探究学習の各プロセスにおける目的や、
つまずきポイント・支援方法を共有

2 各担当教師が支援時の生徒の反応や
自身の支援の振り返りを記入

3 記入したシートを教師間で共有し、
学校全体での指導改善につなげる

改良！指
導ツール

活用の流れ

探究学習指導・共有シート

支
援
事
例
の
蓄
積
が

学
校
の
大
き
な
財
産
と
な
る

　
本
校
の
探
究
学
習
を
充
実
さ
せ
る
上

で
、「
ど
の
よ
う
な
指
導
を
す
れ
ば
生
徒

が
深
い
課
題
を
設
定
し
、
探
究
を
深
め

ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
課
題
意
識
が
あ

り
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
検
討
会
を
通
し
て
、「
取

り
組
み
な
が
ら
改
善
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
考
え

が
芽
生
え
、
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
振
り
返
る
と
、
探
究
学
習
の
校
内
推
進
者
と

し
て
不
安
だ
っ
た
た
め
、
あ
れ
こ
れ
準
備
し
な
け

れ
ば
と
い
っ
た
気
持
ち
が
強
く
、
指
導
・
共
有
シ
ー

ト
を
作
成
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
先
生

方
と
お
話
し
す
る
中
で
、
用
意
し
過
ぎ
る
と
、
生

徒
か
ら
も
教
師
か
ら
も
学
ぶ
楽
し
み
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
改
善
後
の
シ
ー
ト
は
、
最
低
限
必
要
な
共
有
事

項
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
教
師
の
経
験
や
気
づ

き
、
ア
イ
デ
ア
を
盛
り
込
め
る
、
未
来
に
向
か
う

ツ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。
探
究
学
習
は
、
教
師
に

と
っ
て
も
答
え
の
な
い
取
り
組
み
の
た
め
、
情
報

共
有
が
大
切
で
す
。
記
入
後
の
シ
ー
ト
は
、
先
生

方
が
目
を
通
し
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
な
ど
、

支
援
事
例
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
内
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
教
頭
。
進

路
指
導
部
長
。
進
路
探
究
部
。「
生
徒
の
未
来
と
可
能
性
を
、
生
徒
と
と
も
に
探
す
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
０
０
人
／

２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
お
茶
の
水

女
子
大
、
東
京
医
科
歯
科
大
、
東
京
大
、
横
浜
国
立
大
、
富
山
大
、
金
沢
大
、
京
都
大
、

大
阪
大
な
ど
に
42
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田

大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
３
４
人
が
合
格
。

教師の経験を共有し、取り組みながら改善する
富山県・私立片山学園中学校・高校　森内梨絵　もりうち・りえ
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　
探
究
学
習
は
、
実
際
に
指
導
し
て
み

て
初
め
て
気
づ
い
た
り
、
困
っ
た
り
す

る
こ
と
が
多
い
教
育
活
動
だ
と
感
じ
ま

す
。
そ
の
点
が
、
従
来
の
教
科
指
導
と

の
違
い
の
１
つ
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
本
校
の

探
究
学
習
で
も
、
生
徒
の
実
態
を
ベ
ー
ス
に
指
導

や
支
援
の
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
指
導
・
共
有
シ
ー
ト
は
、
各
プ
ロ
セ
ス

に
沿
っ
て
直
面
し
や
す
い
課
題
や
支
援
の
ア
イ
デ

ア
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
探
究
学
習
の
指
導
経

験
が
あ
ま
り
な
い
教
師
に
も
、
活
動
や
指
導
の
全

体
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
最
初
の
ハ
ー

ド
ル
が
下
が
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
支
援
時

の
生
徒
の
反
応
を
通
し
て
、
気
づ
い
た
り
悩
ん
だ

り
し
た
こ
と
を
整
理
で
き
る
た
め
、
自
身
の
指
導

力
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ー
ト
を
使
え
ば
、
教
師
間
の
情
報
共
有

も
一
層
容
易
に
な
る
で
し
ょ
う
。
若
手
と
ベ
テ
ラ

ン
の
教
師
が
探
究
学
習
に
つ
い
て
語
り
合
え
る
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の

役
割
も
持
た
せ
、
次
世
代
の
教
師
の
育
成
に
も
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、
２
０
１
８
年
度
に
中
高

６
年
間
の
探
究
学
習
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
」
の
精
神
で

始
め
、
本
年
度
も
手
探
り
状
態
で
よ
り

よ
い
活
動
を
模
索
し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
改
善
を

続
け
る
上
で
、今
回
の
シ
ー
ト
は
、
指
導
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
、
特
に「
チ
ェ
ッ
ク
」と「
ア

ク
シ
ョ
ン
」
に
役
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。
指
導
改
善

に
は
、教
師
の
手
応
え
や
問
題
意
識
を
集
め
て
共
有

す
る
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
は
い
ま

し
た
が
、
そ
う
し
た
点
で
も
活
用
で
き
そ
う
で
す
。

　
シ
ー
ト
を
最
初
に
作
成
す
る
際
は
、
探
究
学
習

の
担
当
責
任
者
が
少
し
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
々
の
運
用
で
は
多
忙
感
が
増
す
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
探
究
学
習
の
授
業
で
は
、
活
動
の
主
体

は
生
徒
で
あ
り
、
教
師
は
生
徒
を
見
守
る
時
間
が

多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
時
間
に
こ
の
シ
ー
ト
を
持
っ

て
机
間
を
巡
り
、生
徒
の
反
応
を
記
入
す
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
授
業
後
に
記
入
し
た
シ
ー

ト
を
決
め
ら
れ
た
場
所
に
貼
れ
ば
、
各
学
級
の
支

援
の
様
子
や
学
び
の
深
ま
り
を
共
有
で
き
ま
す
。

探
究
学
習
の
指
導
に
不
安
を
感
じ
る
教
師
も
、
こ

の
ツ
ー
ル
が
あ
れ
ば
安
心
感
を
持
て
る
で
し
ょ
う
。

平
野
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
進
路
指
導

部
。「
総
合
的
な
学
習
・
探
究
の
時
間
」
担
当
。 「
生
徒
に
と
っ
て
高
校
生
活
は
通
過

点
で
あ
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
８
０
人
／
２
０
１
９

年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
千
葉
大
、

電
気
通
信
大
、
新
潟
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
58
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、

東
京
理
科
大
、法
政
大
、明
治
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
８
３
人
が
合
格
。

柿
原
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
中
学
１
学

年
担
任
。
凜
と
し
て
花
一
輪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
。 「『
昨
日
の
自
分
よ
り
、
今

日
の
自
分
が
好
き
』
と
言
え
る
『
学
習
す
る
教
師
』
で
あ
り
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
全
日
制
／
普
通
科
・
音
楽
科
／
女
子
校
／
１
学
年

：

中
学
校

約
１
２
０
人
、
高
校
生
約
２
２
０
人
／
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

／
国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
大
阪
大
、
九
州
大
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
福
岡
女
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
９
６
人
が
合
格
。

次世代の教師を育てるコミュニケーション・ツールに
新潟県立新津高校　平野深雪　ひらの・みゆき

教師の手応えや課題を集約して、活動を改善
福岡県・私立福岡女学院中学校・高校　柿原寿人　かきはら・ひさと
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砂で作った「プリン」を並べてお店屋さんごっこを楽しむ子どもたち。大きさや形、飾りつけ、
並べ方にも一人ひとりの気づきや課題が見られ、保育者はそれを学びの芽として拾い上げる。

まん丸で つるつる、
落としても割れない
泥団子作りに何日間
もか け て取り組む。
保育者は、自作の泥
団子をモデルとして
見せるが、作り方は
説明しない。子ども
たちは先生の泥団子
を見て、自分なりの
目標を設定し、ほか
の子の作り方も参考
にしながら試行錯誤
を続ける。

◎教職歴 25 年。同校に赴任して１年目。定時制 4 年生担任。
進路指導部。担当科目である日本史の授業でアクティブ・ラー
ニングをいち早く導入。学校を超えて教師が集まり、授業改
善について考える研修会を継続的に開催し、全国の高校教
師のネットワークづくりにも貢献する。

◎きらきら星幼稚園理事長・園長。全日本私立幼稚園幼児
教育研究機構理事。「幼児教育では、縄跳びが 100 回飛
べる子と１回しか飛べない子に優劣の差はありません。大切
なのは回数ではなく、挑戦したいという気持ちが芽生えてい
るかどうか、その子なりの課題がクリアできたかどうかです」

福岡県立ありあけ新世高校　　
全日制・総合学科／定時制・普通科／共学／全校生
徒 494 人／ 2019 年度進路実績：進学 123 人、就
職 41 人。校訓「自律・自彊・飛躍」の下、「新世生よ、
人生のプロデューサーたれ」を校是とし、充実した高校
生活を送ることによって、社会で自立できる力を育む。

福岡県・私立きらきら星幼稚園　　
４０年以上かけて園長自ら１本１本植えた樹木など、自然
豊かな園環境で子どもの自由な遊びを促す。また、遊び
の中で学びに向かう力や非認知能力、社会情動的スキ
ルを育むため、保育者の資質と専門性の向上を図る園
内研修にも力を入れている。園児数約 300 人。

福岡県立ありあけ新
しん

世
せい

高校

前川修一
まえかわ・しゅういち

福岡県・私立
きらきら星幼稚園

黒田秀樹
くろだ・ひでき

自分の好きな遊びに没頭する中で
「学びに向かう力」を育む

幼稚園の自由遊び

学校を飛び出し、学びを
巡る

私が訪問しました

私が案内しました

46 June 2019
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前
川
　
泥
団
子
作
り
や
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
、

昆
虫
探
し
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
や
り
た
い
遊
び
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た

ね
。
そ
ん
な
中
で
、
泥
遊
び
を
し
て
い
る
子
の

近
く
で
遊
ん
で
い
た
子
が
、「
こ
れ
、
使
っ
た

ら
？
」
と
い
っ
た
表
情
で
そ
っ
と
ス
コ
ッ
プ
を

置
い
て
い
く
な
ど
、
子
ど
も
同
士
が
協
働
す
る

瞬
間
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
、「
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
な
？
」
と
目
標
や
課
題
を
見
つ

け
、「
こ
う
し
て
み
よ
う
！
」
と
学
び
や
気
づ

き
を
得
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に
子
ど
も
同

士
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
保
育
者
の
存
在
を

感
じ
さ
せ
な
い
子
ど
も
主
体
の
遊
び
の
中
で
、

不
規
則
だ
け
れ
ど
様
々
な
力
を
子
ど
も
た
ち

が
発
揮
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

黒
田
　
幼
稚
園
で
は
、
遊
び
を
含
め
た
生
活
の

中
で
、
保
育
者
や
ほ
か
の
子
ど
も
な
ど
、
自
分

の
周
り
の
環
境
す
べ
て
と
か
か
わ
り
な
が
ら

学
び
に
向
か
う
力
を
育
み
ま
す
。
中
で
も
、
自

分
の
好
き
な
遊
び
を
自
由
に
楽
し
む
自
由
遊

び
は
、
主
体
性
や
思
考
力
を
育
む
上
で
最
も
大

切
な
時
間
で
す
。
た
だ
、
幼
児
期
の
発
達
の
状

況
は
月
齢
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
り
ま
す

し
、
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心
や
遊
び
の
中

で
生
ま
れ
る
課
題
も
様
々
で
す
。
子
ど
も
た
ち

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
園
庭
に
土
の
山
を
作
っ

た
り
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
道
具
を
そ
ろ
え
た
り

し
て
、「
こ
う
し
て
み
た
ら
ど
う
な
る
か
な
？
」

な
ど
と
、
遊
び
の
中
で
の
学
び
を
促
す
環
境
を

意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
し
て
、

目
の
前
の
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る

と
よ
い
の
か
、
そ
の
子
の
こ
と
を
理
解
し
な
が

ら
、
保
育
者
と
し
て
の
援
助
の
あ
り
方
を
模
索

し
ま
す
。
決
ま
っ
た
正
解
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
、
計
画
以
上
に
保
育
者
同
士
の
対
話

を
通
し
た
振
り
返
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

前
川
　
園
児
は
、
自
分
の
奥
底
に
あ
る
欲
求
に

し
た
が
っ
て
遊
ぶ
う
ち
に
、
そ
れ
が
自
然
に
学

び
に
つ
な
が
っ
て
い
く
…
…
こ
れ
は
、
だ
れ
も

が
生
得
的
に
持
っ
て
い
る
学
び
の
意
欲
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
欲
を
掘
り
起
こ
し
さ

え
す
れ
ば
、
高
校
生
も
園
児
の
よ
う
に
何
か
に

没
頭
す
る
時
間
を
取
り
戻
せ
る
と
思
い
ま
す
。

黒
田
　
子
ど
も
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
有

能
な
学
び
手
で
す
。
同
じ
内
容
を
一
斉
に
学
ぶ

こ
と
に
も
価
値
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
子
が
学

び
た
い
こ
と
を
学
べ
る
時
間
が
小
学
校
以
降

も
っ
と
増
え
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

前
川
　
教
科
書
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
な

が
ら
、
各
々
が
学
び
た
い
こ
と
を
探
究
す
る
授

業
は
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ

そ
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。
生
徒
の

主
体
性
に
任
せ
る
時
間
を
つ
く
り
、
一
人
ひ
と

り
の
気
づ
き
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
園
児
の
遊
び
の
環
境
に
自
然
に
溶
け
込
む
保
育

者
の
姿
を
見
て
、
主
体
性
は
教
師
に
強
制
さ
れ
て

で
は
な
く
、
自
由
さ
や
楽
し
さ
を
整
え
て
発
揮
さ

れ
る
も
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。「
自
分

は
、
生
徒
に
主
体
的
で
あ
る
こ
と
を
強
い
て
は
い

な
い
か
」と
、教
師
と
し
て
自
問
し
ま
し
た
。た
だ
、

生
徒
は
幼
児
期
に
持
っ
て
い
た
学
び
の
意
欲
を
忘

れ
、
授
業
は
教
師
か
ら
教
え
て
も
ら
う
時
間
だ
と

思
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
し
て
、
教
え

込
も
う
と
す
る
教
師
の
授
業
を
黙
っ
て
聞
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
授
業
で
は
、
彼
ら
の

心
は
そ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
か
ら
学
ぶ
こ

と
を
忘
れ
か
け
て
い
る
生
徒
が
、
童
心
を
取
り
戻

す
よ
う
な
授
業
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

土の山から水を流すと水路ができる。それを見
て、水を貯める場所を作る子どももいれば、新
たな水路を作る子どももいる。子どもたちはそれ
ぞれに課題を設定し、遊ぶ中で、次々と新しい
課題が生まれ、遊びが展開されていく。

目
の
前
の
そ
の
子
の
遊
び
を
見
守
る
の
か
、
そ
れ
と
も
介
入
す
る
の
か
、

援
助
の
あ
り
方
を
保
育
者
は
そ
の
子
と
一
緒
に
模
索
し
て
い
く
の
で
す

園
の
環
境
は
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
に
、

そ
こ
で
の
時
間
も
遊
び
も
自
然
で
あ
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た

没頭する「童心」を
生徒が取り戻していく
授業を実現したい

今日の学びを
自校の指導につなぐ
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大
阪
府
立
大
学
は
、
２
０
１
２
年
に
領

域
横
断
的
な
学
び
を
展
開
す
る
た
め
、
学

域
・
学
類
制
を
導
入
し
た
（
＊
２
）。
ほ

と
ん
ど
の
学
類
で
１
年
次
は
幅
広
く
学

び
、
２
年
次
以
降
に
専
門
領
域
を
選
択
す

る
「
経
過
選
択
制
」
を
特
徴
に
し
て
い
る
。

　

現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
環
境
シ
ス
テ
ム

学
類
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

追
究
し
、
現
代
の
様
々
な
環
境
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
自
然
・
社
会
・
人
間
の
３

領
域
を
学
び
、
多
面
的
な
手
法
で
課
題
解

決
力
を
育
ん
で
い
る
。

　

１
年
次
後
期
は
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学
類

の
３
つ
の
課
程
（
環
境
共
生
科
学
、
社
会

共
生
科
学
、
人
間
環
境
科
学
）
の
概
論
を
、

＊1  有毒プランクトンを食べた貝が蓄える毒素。その毒を持った貝を食べると中毒症状を起こすため、市場に流通させないようにしなくてはいけない。
＊2  文理の枠にとらわれずに学べるよう、学部・学科の間にあった壁を取り除いて、従来の７学部を４学域に再編した。学域は、現代システム科学域・工学域・生命環境
科学域・地域保健学域がある。現代システム科学域は、知識情報システム学類・環境システム学類・マネジメント学類から成る。

領域横断的な課題解決能力を身につけ、
持続可能な社会の実現を目指す
大阪府立大学 現代システム科学域 環境システム学類

１
年
次
は
文
理
を
分
け
ず
広
く
学
び

２
年
次
以
降
に
専
門
領
域
を
選
択

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

現代システム科学域
環境システム学類
環境共生科学課程４年
橋本弦太
はしもと・げんた
大阪府・私立清教学園中・
高校卒業。海洋生物の研
究を志し、同学類に入学。

現代システム科学域
環境システム学類
環境共生科学課程４年
安達ひかる
あだち・ひかる
兵庫県・私立甲子園学院
高校卒業。街づくりに興味
があり同学類に入学。

フィールドワーク中心の
演習が２年次からスタートします

「環境システム学演習」では、様々なフィールドワークを経
験できます。「環境システム学演習Ⅱ」で多様な分野を体験し、
それを参考にゼミを選ぶことができます。（安達さん）

カキの生育と環境との関係について
現地調査しています
大阪・阪南市で、カキの生育とカキ養殖場の環境について調査。場所
と深さを変えて採水などを行い、水質や、カキの生育を妨げる貝毒（＊１）
の原因となるプランクトンの有無を調べています。（橋本さん）

景観調査を基に、
新しい広場を提案しました
街づくりの手法を学ぼうと「環境システム学演習Ⅲ」
を履修。大学の学生会館前の広場の景観を調査し、
新しい広場の案を発表しました。仲間の発表も聞く
ことができ、同じ場所でも様々な提案が可能である
ことが分かり、視野が広がりました。（安達さん）
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毎
回
異
な
る
教
員
が
担
当
す
る
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
の
授
業
で
学
び
、
領
域
横
断
的
な

視
点
を
身
に
つ
け
る
。
街
づ
く
り
に
興
味

が
あ
っ
て
入
学
し
た
４
年
生
の
安
達
ひ
か

る
さ
ん
は
、
同
授
業
を
履
修
し
、
学
び
た

い
分
野
が
見
え
て
き
た
と
い
う
。

　
「
集
落
に
接
し
た
緑
豊
か
な
森
の
残
る

里
山
の
景
観
を
守
る
た
め
に
は
、
様
々
な

学
問
を
学
ぶ
必
要
性
を
知
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
下
草
を
刈
ら
な
け
れ
ば
山
が
荒
れ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
害
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
里
山

の
生
態
系
を
理
解
す
る
に
は
、
農
作
物
の

知
識
に
加
え
、
動
物
の
知
識
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
街
中
の
美
し
い
景
観
設
計
の
た
め

に
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
環
境
心
理
も
学
ぶ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
」

　
　

　

２
〜
３
年
次
に
は
、「
環
境
シ
ス
テ
ム

学
演
習
Ⅰ
〜
Ⅳ
」
を
履
修
す
る
。
研
究
室

で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
、
実

践
的
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
同
学
類
の
特
徴

的
な
科
目
だ
。
２
年
次
前
期
の
演
習
Ⅰ
を

履
修
後
に
専
門
課
程
を
選
択
、
３
年
次
前

期
の
演
習
Ⅲ
の
終
了
時
に
は
研
究
室
を
決

定
す
る
。
そ
し
て
、
３
年
次
後
期
の
演
習

Ⅳ
を
終
え
る
頃
に
は
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ

が
決
め
ら
れ
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
「
２
年
次
の
演
習
科
目
を
通
し
て
、
１

年
次
に
興
味
を
持
っ
た
景
観
の
設
計
に
つ

い
て
深
く
学
び
た
い
と
思
い
、
環
境
共
生

科
学
課
程
に
進
み
ま
し
た
」（
安
達
さ
ん
）

　

演
習
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
中
心
で
、
課
題
解
決
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
４
年
生
の
橋
本
弦げ

ん

太た

さ
ん
は
、
演
習

Ⅲ
で
大
阪
・
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
街

の
利
用
状
況
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　
「
駅
前
近
く
で
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い

公
園
が
あ
り
、
教
科
書
を
読
ん
で
予
想
し

た
こ
と
と
異
な
る
点
も
多
く
、
実
際
に
行

か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と

実
感
し
ま
し
た
」（
橋
本
さ
ん
）

　
「
私
が
履
修
し
た
演
習
Ⅲ
で
は
、
大
学

内
の
広
場
を
調
査
し
、
新
た
な
広
場
を
提

案
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
調
査
結
果

を
基
に
広
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
具

体
的
に
景
観
を
設
計
し
ま
し
た
。
景
観
の

美
し
さ
に
加
え
、
デ
ー
タ
を
基
に
広
場
の

使
い
や
す
さ
や
実
現
可
能
性
を
考
慮
す
る

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
」（
安
達
さ
ん
）

　

ど
の
演
習
も
複
数
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、

学
生
が
希
望
の
も
の
を
履
修
で
き
る
が
、

演
習
Ⅲ
は
社
会
科
学
と
自
然
科
学
両
方
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

　
「
自
然
科
学
系
の
海
洋
生
物
の
研
究
が

で
き
る
こ
の
学
類
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

社
会
科
学
系
の
演
習
に
も
参
加
し
、
専
門

科
目
の
社
会
学
も
履
修
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
社
会
貢
献
す
る
に
は
、
地
域
社
会
へ

の
理
解
や
地
域
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
こ
と
も
大
切
だ
と
学
び
、
視
野
が
広
が

り
ま
し
た
」（
橋
本
さ
ん
）

　　　

４
年
次
か
ら
、
橋
本
さ
ん
は
、
海
洋
環

境
学
研
究
室
に
所
属
し
、
貝
毒
の
原
因
と

な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
加
を
、
海

藻
の
ア
マ
モ
で
抑
制
で
き
な
い
か
研
究
し

て
い
る
。

　
「
研
究
に
没
頭
す
る
と
、
社
会
に
お
け

る
自
分
の
研
究
の
意
義
を
見
失
い
が
ち
な

の
で
、
常
に
社
会
貢
献
の
点
を
意
識
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
演
習
で
鍛

え
ら
れ
た
視
点
で
す
。
卒
業
後
は
、
大
学

院
に
進
学
し
、
研
究
を
続
け
る
予
定
で
す
」

　
安
達
さ
ん
は
、大
阪
・
中
之
島
に
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
が
植
樹
さ
れ
た
経
緯
や
周
辺
に

与
え
る
効
果
に
つ
い
て
研
究
予
定
だ
。

　
「
将
来
は
、
大
学
で
の
学
び
を
生
か
し

て
、
街
づ
く
り
や
良
好
な
景
観
づ
く
り
に

総
合
的
に
か
か
わ
れ
る
公
務
員
を
目
指
し

て
い
ま
す
」（
安
達
さ
ん
）

　

本
学
類
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
・
社
会
・

人
間
に
か
か
わ
る
領
域
を
横
断
的
に
学
べ
る

こ
と
で
す
。
気
候
変
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
の
環
境
問
題
は
、
１
つ
の
領
域
の
知
見

だ
け
で
は
、
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
・
社

会
・
人
間
に
か
か
わ
る
様
々
な
学
問
を
融
合

さ
せ
、
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
課
題
解
決

へ
と
導
く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
２
年
次
か
ら
課
題
解
決
型
の

演
習
を
ス
タ
ー
ト
し
、
徹
底
的
に
課
題
解
決

能
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
学
外
で
、
学
生
自
身
に

課
題
解
決
の
手
法
を
模
索
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
誰
に
協
力
し
て
も
ら
う
べ
き
か
、
ど

の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
ら
よ
い
か
、
実
際
に

動
く
中
で
、
課
題
解
決
に
は
何
が
必
要
な
の

か
を
考
え
、
足
り
な
い
知
識
・
技
能
を
大
学

で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

入
学
時
に
は
、
目
標
が
明
確
に
決
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
学
生
が
、
４
年
間
で
自
ら
の
道

を
開
拓
し
て
い
く
姿
を
見
て
い
る
と
、
と
て

も
た
く
ま
し
く
思
い
ま
す
。
環
境
に
興
味
の

あ
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
ゆ
っ
く
り
進
路
を

考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
学
生
に
ぜ
ひ
来
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

広
い
視
点
を
持
ち
、
専
門
的
な

課
題
解
決
が
で
き
る
人
材
に

大

の

い

学

思
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域

環
境
シ
ス
テ
ム
学
類

准
教
授

黒
田
桂
菜

く
ろ
だ
・
か
な

２
年
次
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

中
心
の
演
習
科
目
が
開
始

３
領
域
を
広
く
学
ん
だ
か
ら
こ
そ

深
い
卒
業
研
究
が
可
能
に
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東
洋
大
学
食
環
境
科
学
部
（
＊
２
）

は
、
食
と
健
康
に
か
か
わ
る
分
野
に
お
い

て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

２
０
１
３
年
に
改
組
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
中
の
食
環
境
科
学
科
フ
ー
ド
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻
で
は
、
安
全
な
食
品
を
提

供
す
る
た
め
の
食
品
成
分
分
析
や
品
質
管

理
の
技
術
、
食
品
の
生
産
や
加
工
及
び
流

通
な
ど
に
関
す
る
高
度
な
知
識
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま

れ
て
い
る
。
同
学
部
で
は
、
食
品
衛
生
監

視
員
の
資
格
も
取
得
で
き
る
。

　

１
年
次
は
、
基
礎
的
な
実
験
技
術
と

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
基
礎
知
識
を

学
ぶ
。「
化
学
実
験
」「
物
理
実
験
」
は
、

＊ 1　微生物や生物組織の培養で、人工的に生育環境を提供するもの。
＊ 2「食環境科学」とは、「食と環境」についての正しい知識と分析力を身につける学問。食環境科学部は、食環境科学科（フードサイエンス専攻、スポーツ・食品機能専攻）
と健康栄養学科の２学科から成る。

食環境科学部食環境科学科
フードサイエンス専攻４年
坂田芽衣
さかた・めい
栃木県立佐野高校・中学
校卒業。食品企業への就
職を目指し、同専攻に入学。

食環境科学部食環境科学科
フードサイエンス専攻４年
大田紫生
おおた・しお
東京都・私立共立女子中学
高校卒業。食品衛生監視
員を目指し、同専攻に入学。

研究に関連した論文の要約の発表を通じて、
プレゼンテーション能力も鍛えられます
研究室では、自分の研究テーマの中間報告と関連する論文の要約を発
表します。深い知識が身につきますし、質疑応答では、先生や仲間か
らの質問を通じて、新たな気づきが得られます。（大田さん）

食
の
安
全
・
安
心
や
食
品
生
産
等
に

関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
能
を
習
得

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

国内でも研究例の少ない
食中毒を引き起こす菌について、研究中です
卒業研究では、まだ実態が十分に解明されていないリステリア菌をテー
マにしました。実験には専用の培地（＊１）が必要なため、手早く作
れるよう、手順を頭にたたきこんでいます。（大田さん）

様々な実験を通して
研究したい分野が見えてきました
漠然と食に関する仕事に興味があり、フードサイエ
ンスを専攻しました。「フードサイエンス実験」で、
ヨーグルトや肉に潜む様々な細菌の分析手法を学び、
食品の安全性に関する食品分析などの検査や品質管
理に興味を持つようになりました。（坂田さん）

低学年次から多くの実験を経験させ、
食の安全に携わる人材を育成

東洋大学 食環境科学部 食環境科学科 フードサイエンス専攻
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２
年
次
以
降
の
専
門
的
な
実
験
に
備
え
、

基
本
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
る
科
目
だ
。

　

同
専
攻
４
年
生
の
大
田
紫し

生お

さ
ん
は
、

１
・２
年
次
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
１
年
次
に
溶
液
を
量
り
取
る
ピ
ペ
ッ

ト
な
ど
の
実
験
器
具
の
取
り
扱
い
の
技
術

を
身
に
つ
け
て
お
い
た
の
で
、
食
品
や
薬

剤
を
早
く
正
確
に
計
量
で
き
、
２
年
次
の

実
験
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
」

　

ま
た
、
１
年
次
に
大
学
近
隣
の
食
品
工

場
を
見
学
。
食
品
の
製
造
工
程
や
品
質
管

理
・
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　　

２
年
次
後
期
か
ら
は
、
専
門
的
な
技
能

を
身
に
つ
け
る
実
験
科
目
「
フ
ー
ド
サ
イ

エ
ン
ス
実
験
Ⅰ
」
を
履
修
す
る
。
タ
ン
パ

ク
質
、
炭
水
化
物
、
脂
質
な
ど
の
食
品
成

分
の
分
析
手
法
を
学
ぶ
。
４
年
生
の
坂
田

芽
衣
さ
ん
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
食
品
内
に
ど
ん
な
細
菌
が
潜
ん
で
い

る
の
か
を
分
析
す
る
た
め
、
あ
る
溶
液
で

細
菌
を
染
め
分
け
る
手
法
を
学
び
ま
し

た
。
染
め
ら
れ
た
色
に
よ
っ
て
細
菌
を
大

別
し
、
顕
微
鏡
で
形
状
を
観
察
す
る
と
、

ど
ん
な
菌
か
を
推
察
で
き
、
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
で
す
」

　
「
微
生
物
の
増
加
を
調
べ
る
検
査
が
印

象
的
で
し
た
。
ひ
き
肉
は
固
体
の
た
め
、

希
釈
液
で
薄
め
て
か
ら
培
地
に
混
ぜ
、
細

菌
の
有
無
を
分
析
し
ま
す
。
食
品
ご
と
に

分
析
方
法
が
異
な
る
の
で
、
な
ぜ
そ
の
手

法
を
採
用
す
る
の
か
考
え
な
が
ら
進
め
る

と
、
実
験
手
順
が
理
解
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
」（
大
田
さ
ん
）

　

学
生
は
、
専
門
科
目
の
実
験
や
講
義
を

履
修
し
、
学
び
た
い
分
野
を
絞
っ
て
い
く
。

坂
田
さ
ん
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
佐
藤

順
教
授
の
「
食
品
安
全
学
」
だ
と
い
う
。

　
「
衛
生
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
工
場
内
を
区

分
し
て
、
細
菌
や
異
物
の
混
入
を
防
ぐ

『
ゾ
ー
ニ
ン
グ
』
と
い
う
方
法
を
学
び
ま

し
た
。
身
近
な
食
品
が
、
そ
う
し
た
配
慮

の
積
み
重
ね
で
安
全
に
製
造
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
ほ
か
に
も
企
業
の
工
夫
を

学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
坂
田
さ
ん
）

　

３
年
次
の
夏
季
休
暇
に
は
、
希
望
制
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

坂
田
さ
ん
は
、
２
週
間
、
食
品
メ
ー
カ
ー

の
品
質
管
理
部
門
で
、
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ

食
品
の
細
菌
検
査
を
担
当
し
た
。

　
「
驚
い
た
の
は
、
使
用
後
の
手
袋
に
１

つ
ず
つ
水
を
入
れ
、
異
物
対
策
と
し
て
、

破
れ
て
い
な
い
か
手
作
業
で
調
べ
て
い
た

こ
と
で
す
。
授
業
で
も
品
質
管
理
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
が
、
予
想
を
超
え
る
徹
底

ぶ
り
で
し
た
。
食
品
の
品
質
管
理
を
研
究

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
坂
田
さ
ん
）

　

３
年
次
後
期
か
ら
研
究
室
に
仮
配
属
さ

れ
、
４
年
次
に
本
配
属
が
決
ま
る
。
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら

だ
。
大
田
さ
ん
と
坂
田
さ
ん
は
、
と
も
に

品
質
管
理
を
専
門
と
す
る
佐
藤
教
授
の
研

究
室
に
入
り
、
包
装
容
器
メ
ー
カ
ー
と
の

共
同
研
究
に
も
研
究
室
の
仲
間
と
４
人
で

取
り
組
ん
だ
。昨
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
に
適
し
た
ガ
ス
置
換
包
装
に

つ
い
て
」
だ
。
そ
の
包
装
は
、
空
気
を
除

去
し
て
、
代
わ
り
に
不
活
性
ガ
ス
を
詰
め

る
た
め
、
食
品
の
保
存
性
を
高
め
ら
れ
る
。

　
「
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

が
お
い
し
く
見
え
る
よ
う
、
色
も
保
持
で

き
な
い
か
研
究
中
で
す
。
適
し
た
ガ
ス
の

組
成
を
見
極
め
る
た
め
、
根
気
よ
く
実
験

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
小
売
店
舗
で
は
、

肉
の
色
が
悪
く
な
り
、
消
費
期
限
前
に
廃

棄
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
た
め
、
実

用
化
し
て
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
げ
た

い
で
す
」（
大
田
さ
ん
）

　

大
田
さ
ん
は
９
月
に
学
会
で
共
同
研
究

に
つ
い
て
発
表
す
る
予
定
だ
。　

　
「
将
来
は
、
品
質
管
理
の
研
究
を
生
か
せ

る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
」（
大
田
さ
ん
）

　

本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
の
１
つ
と
し
て

「
独
立
自
活
」
を
掲
げ
て
お
り
、
自
分
な
り

の
哲
学
や
考
え
方
を
持
ち
、
主
体
的
に
行
動

す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
私
は
長
年

食
品
業
界
で
働
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で

求
め
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
「
独
立
自
活
」

の
で
き
る
人
材
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
で
は
１
年
次
か
ら

実
験
科
目
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
授
業
中

も
実
学
を
意
識
し
、
現
場
の
衛
生
管
理
の
手

法
、
食
品
や
衛
生
管
理
に
関
す
る
法
制
度
と

い
っ
た
話
題
に
も
触
れ
て
お
り
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、食
品
ロ
ス
問
題
も
、

食
品
メ
ー
カ
ー
、
店
舗
、
家
庭
な
ど
、
立
場

を
変
え
て
考
え
る
こ
と
で
、
様
々
な
解
決
策

が
見
い
だ
せ
る
で
し
ょ
う
。卒
業
研
究
で
は
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
は
、
文
系
出
身
者
も
多
い
た
め
、
１

年
次
に
実
験
の
基
礎
を
復
習
さ
せ
る
な
ど
、

段
階
的
に
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
す
。
ま
た
、
ラ
ー
ニ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
学
習
に
不

安
が
あ
る
学
生
を
対
象
に
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
品
業
界
の
課
題
に

主
体
的
に
取
り
組
め
る
人
材
に

大

の

い

学

思
食
環
境
科
学
部 

食
環
境
科
学
科
教
授

佐
藤 

順

さ
と
う
・
じ
ゅ
ん

多
様
な
食
品
の

分
析
技
術
を
身
に
つ
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

企
業
と
の
共
同
研
究
も
経
験
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対話の積み重ねが
一人ひとりの中に変化の芽を生む

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが求められている。
職員会議や教員研修などで、教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる一助となるよう、

今号も、対話の場づくりに取り組む実践者に話を聞く。

　

今
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
、
２
０
１
９

年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集

部
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
生
徒
の
学
び

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」 （
詳
細
は
、
と
じ
込
み
に
て
紹
介
）

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
監
修
者
の
１
人
で
あ
る

関
西
大
学
教
育
推
進
部
・
森
朋と

も

子こ

教
授
に
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集

部
が
練
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
目
指
し
た

の
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
カ
リ
マ
ネ
に
対
す
る

理
解
が
深
め
ら
れ
る
」「
カ
リ
マ
ネ
を
推
進

す
る
仲
間
を
校
外
に
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
」
場
と
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
十
分
な
対
話
の
時
間
を
設
け
、

参
加
者
が
自
分
の
抱
え
る
問
題
を
整
理
し

た
り
、
そ
の
解
決
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
カ
リ
マ
ネ
に
関

す
る
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
は
、「
事
前
課
題
」

を
通
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
前
に
済
ま
せ

て
お
い
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
参
加
者
は
、
カ
リ
マ
ネ
の
概
要
を

説
明
す
る
森
教
授
の
講
義
動
画
の
視
聴
を

し
た
上
で
、「
自
校
の
現
状
分
析
（
自
校
内

と
自
校
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
け
る
、
強
み

と
弱
み
を
洗
い
出
す
）」
と
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
「
育
て
た
い
生
徒
像
」
及
び
そ
の
よ
う

な
生
徒
が
備
え
る
「
資
質
・
能
力
」
の
言
語

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

事
前
課
題
に
取
り
組
ん
だ
先
生
方
の
多

く
が
、「
育
て
た
い
生
徒
像
や
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
、
自
校
な
ら
で
は
の
言
葉

で
表
す
こ
と
は
思
っ
た
以
上
に
難
し
い
」
と

感
じ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
も
っ

と
自
分
の
学
校
に
合
っ
た
も
の
に
で
き
な

い
か
」「
ほ
か
の
先
生
方
は
ど
ん
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
対
話
へ
の

目
指
し
た
の
は
、

対
話
を
楽
し
み
な
が
ら

校
外
の
仲
間
と
出
会
う
場

三四郎の学校　事務局長

日賀優一
ひが・ゆういち　「答えが１つではない問い」を考える中高生向け対話型ワークショッ
プを主催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年６月号で紹介した長崎県立
諫
いさ

早
はや

高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの
場づくりにも携わる。本コーナーの監修者（2017年10月号、12月号、2018 年 2月号、
８月号、10月号、12 月号、2019 年２月号を担当）。また、2019年３月に VIEW21編
集部が主催したワークショップ「生徒の学びをデザインするカリキュラム・マネジメント」
の監修者の１人。

全国各地から高校教師が参加した「生徒の学びをデザインするカリ
キュラム・マネジメント」ワークショップ。対話を通してカリマネに対
する理解を深めつつ、今後も同じ課題に取り組む仲間としての関係
性をつくってもらえるように、プログラムを練り上げていきました。
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意
欲
が
高
ま
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
実

際
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
は
、
各
グ
ル
ー

プ
で
先
生
方
が
活
発
に
意
見
交
換
す
る
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
忙
な
先
生
方
が
自
校
で
「
育
て
た
い
生

徒
像
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
合
、
会
議
に

十
分
な
時
間
が
割
け
な
い
こ
と
か
ら
、
広
が

り
や
深
ま
り
の
あ
る
語
り
合
い
に
な
り
に

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
先
生
方
が
「
自
分
の
考
え
を
語
り
た

い
」「
ほ
か
の
先
生
の
意
見
を
聞
き
た
い
」「
自

分
の
考
え
を
深
め
、
更
新
し
た
い
」
と
意
欲

を
持
っ
て
対
話
に
臨
め
る
よ
う
に
す
る
上

で
、
自
身
の
考
え
を
言
語
化
す
る
事
前
課
題

の
設
定
は
、
校
内
の
会
議
に
お
い
て
も
有
効

で
し
ょ
う
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら
れ
た
学
び
や

気
づ
き
、
そ
し
て
、
学
校
を
超
え
た
つ
な
が

り
が
、
そ
の
場
限
り
の
も
の
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
（
以
下
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
活
用
し
、
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
交
流
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
た

の
も
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
の
１
つ

で
す
。
森
教
授
は
、
カ
リ
マ
ネ
を
推
進
す
る

上
で
「
越
境
す
る
学
び
」
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
ま
す
が
、
校
内
の
教
師
間
で
の
活
発

な
意
見
交
換
と
並
行
し
て
、
校
外
の
様
々
な

高
校
の
教
師
と
も
学
び
合
う
こ
と
で
、
自
校

に
新
し
い
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
様
な
高
校
か
ら
参
加
者
が
集
ま
っ

た
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
が
校
内
と
校
外

を
行
き
来
す
る
学
び
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
か
ら
も
、「
カ

リ
マ
ネ
の
推
進
に
お
い
て
は
、
ミ
ド
ル
リ
ー

ダ
ー
が
積
極
的
に
他
校
の
教
師
や
研
究
者

と
つ
な
が
り
、
校
外
で
の
学
び
を
自
校
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
重
要
」
と
い
っ
た
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
ち
ろ
ん
、
成
功

体
験
や
失
敗
体
験
も
他
校
と
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
、
今
後
一
層
各
校
に
求
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
対
話
を
重

視
し
た
理
由
は
、
対
話
を
重
ね
る
中
で
、
そ

の
人
自
身
の
本
当
の
思
い
が
、
飾
り
の
な
い

言
葉
で
語
ら
れ
る
瞬
間
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
れ
は
、
当
人
に
と
っ
て
も
自
分
を
変
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

数
年
前
、
私
立
の
Ａ
高
校
で
有
志
の
先
生

方
と
学
校
の
問
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
が
学
校
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
を

考
え
る
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
３
時
間
ほ
ど

の
そ
の
場
で
は
、
生
徒
の
様
子
に
始
ま
り
、

そ
う
し
た
生
徒
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
伸
ば

し
て
い
き
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん

な
指
導
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
な
ぜ
今
、
そ

の
指
導
に
着
手
で
き
な
い
の
か
と
、
一
段
ず

つ
階
段
を
上
っ
て
い
く
よ
う
に
対
話
を
続

け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
先
生

方
が
最
後
に
た
ど
り
着
い
た
解
決
す
べ
き

問
題
が
、「
教
師
の
多
忙
さ
」
で
し
た
。

　
「
多
忙
さ
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
に
は

目
新
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先

生
方
一
人
ひ
と
り
が
学
校
や
生
徒
の
様
子

を
自
分
の
言
葉
で
語
り
、
ま
た
、
同
僚
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
る
中
で
た
ど
り
着
い
た
「
多

忙
さ
」
は
、と
て
も
リ
ア
ル
な
問
題
で
し
た
。

そ
し
て
、「
多
忙
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
を
話
し
合
う
中

で
、
最
年
少
の
Ｂ
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
っ

た
の
で
す
。

　
「
先
輩
の
先
生
方
に
も
っ
と
教
え
を
請
う

こ
と
が
今
の
状
況
を
変
え
る
第
一
歩
だ
と

思
う
が
、
私
に
と
っ
て
先
輩
の
先
生
方
は

と
っ
つ
き
に
く
い
存
在
で
、
こ
れ
ま
で
は
自

分
か
ら
避
け
て
き
た
。
明
日
、
先
輩
の
先
生

方
に
職
員
室
で
『
教
え
て
く
だ
さ
い
』
と
言

え
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
正
直
そ
の
自
信
は

な
い
。
だ
か
ら
せ
め
て
、
先
輩
の
先
生
方

に
向
き
合
う
一
歩
と
し
て
、
先
輩
の
先
生
方

に『
よ
か
っ
た
ら
召
し
上
が
り
ま
せ
ん
か
？
』

と
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
渡
し
て
話
し
か
け
て

み
よ
う
と
思
う
」

　

す
る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
は
こ
う
語
り

ま
し
た
。

　
「
確
か
に
仕
事
の
量
に
比
べ
て
時
間
が
足

り
な
い
が
、
仮
に
時
間
が
倍
あ
っ
て
も
や
は

り
、
自
分
は
忙
し
く
し
て
い
る
気
が
す
る
。

問
題
は
時
間
で
は
な
く
、
若
い
人
に
任
せ
な

い
自
分
に
あ
る
と
思
う
」

　

他
者
と
と
も
に
内
省
を
深
め
な
が
ら
自

分
を
変
え
る
、
そ
ん
な
対
話
の
場
が
こ
れ
か

ら
の
学
校
に
は
必
要
な
の
で
す
。

対
話
す
る
こ
と
で
、

そ
の
人
な
ら
で
は
の

言
葉
が
生
ま
れ
る

校内の教師間のコミュニケーションと並行して、異なる学校の教
師と知見を共有することで、これからの学校をより大きな視野で
考えることができる。

図　今回のワークショップが目指した「越境する学び」

校内
校外

校外
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
講
師
の
先
生
方
か

ら
異
口
同
音
に
「
カ
リ
マ
ネ
の
営
み
は
一
朝

一
夕
に
進
む
も
の
で
は
な
い
」
と
語
ら
れ
た

通
り
、
カ
リ
マ
ネ
推
進
役
の
先
生
方
に
は
、

中
長
期
の
視
点
で
カ
リ
マ
ネ
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
場
の
先
生
方
が
対
話
を
通
じ
て
学
校

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
過
程
で
は
、
変
化

は
す
ぐ
に
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
成
果
は
ゆ
っ
く
り
と
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
必
ず
見
え
て
く
る
と
、「
対
話
の
力
」
を

信
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

数
年
前
に
校
内
研
修
を
お
手
伝
い
し
た

公
立
の
Ｃ
高
校
で
は
、
３
時
間
の
研
修
の
中

で
、
生
徒
の
よ
い
と
こ
ろ
や
も
っ
と
伸
ば
し

て
あ
げ
た
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
先
生
方
が

教
科
や
分
掌
の
違
い
を
超
え
て
じ
っ
く
り

と
語
り
合
う
時
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
に

育
み
た
い
資
質
・
能
力
は
何
か
、
そ
の
育
成

の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

育
み
た
い
資
質
・
能
力
や
そ
の
た
め
の
指

導
に
つ
い
て
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
語
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
意

見
の
集
約
は
す
る
こ
と
な
く
終
了
し
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
話
す
機
会
が
な
い
先
生

方
が
じ
っ
く
り
と
対
話
を
し
、
お
互
い
の
思

考
を
拡
散
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
十
分
な

成
果
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
Ｃ
高
校
の
先
生
方
は
、
対
話
の

中
で
得
ら
れ
た
自
分
の
気
づ
き
や
同
僚
の

言
葉
を
次
の
行
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

校
内
研
修
か
ら
数
か
月
後
、
新
入
生
を
迎
え

る
新
１
学
年
団
の
教
師
が
、
校
内
研
修
で
語

り
合
っ
た
内
容
を
振
り
返
り
、
新
学
年
団

が
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

と
し
て
、「
対
話
す
る
力
」
を
掲
げ
た
の
で

す
。
１
学
年
団
で
は
、「
学
校
生
活
の
様
々

な
場
面
で
生
徒
に
対
話
を
促
す
」
こ
と
を
共

通
認
識
と
し
て
、
学
校
行
事
な
ど
で
も
「
例

年
は
こ
う
だ
が
、
き
み
た
ち
は
ど
う
し
た
い

か
」
と
生
徒
に
丁
寧
に
問
い
か
け
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、
学
年
団
と
し
て
生
徒
へ

の
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
保
護
者
に

も
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
学
年
全
体
の
保

護
者
会
で
保
護
者
同
士
の
ペ
ア
ト
ー
ク
の

時
間
を
つ
く
り
、「
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に

今
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
活
動
を
、

校
内
に
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
」と
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な

資
質・能
力
へ
の
理
解
を
求
め
た
そ
う
で
す
。

　

教
育
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
教
育

活
動
が
前
年
踏
襲
に
な
ら
ず
、
精
選
さ
れ
メ

リ
ハ
リ
が
つ
く
こ
と
を
、
１
学
年
団
の
動
き

か
ら
全
教
師
が
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
次
年
度
は
「
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
」
を
整
理
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
至
っ
た
の
で
す
。
校

内
研
修
か
ら
２
年
余
り
の
時
を
経
て
、
先
生

方
の
対
話
が
実
を
結
び
、
学
校
を
変
え
た
の

で
す
。
１
学
年
団
の
先
生
方
が
「
対
話
す
る

力
」
の
育
成
と
い
う
教
育
目
標
を
大
切
に
し

続
け
た
の
は
、
同
僚
と
の
対
話
の
中
で
、
納

得
す
る
形
で
自
分
た
ち
が
手
に
入
れ
た
目

標
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

カ
リ
マ
ネ
は
対
話
を
通
じ
て
進
め
ら
れ

ま
す
が
、
対
話
を
重
ね
て
も
変
化
は
す
ぐ
に

生
ま
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

変
化
の
土
壌
は
確
実
に
育
ま
れ
て
い
る
。
そ

う
信
じ
る
こ
と
が
、
会
議
・
研
修
を
企
画
・

運
営
す
る
先
生
方
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
を

語
り
合
う
こ
と
で
、

変
化
の
土
壌
が
育
ま
れ
る

Ｃ高校では、校内研修の様子を、これからの教育のあり方を模索す
る教師の姿として、生徒にも紹介しました。

全教師が集まった校内研修で、
育てたい資質・能力を語り合う

多くの教師が
大切にしたいと考えている
資質・能力が何かを理解する

1学年団が「対話する力」を
育成を目指す資質・能力として掲げ、

様々な指導を実践

次年度の1学年団からは、
3年間で育てたい資質・能力の

ルーブリックを作成。
今後、全校規模で運用へ

全学年の教師が語り合った内容を基に、１学年
団が育成を目指す資質・能力を明確化。それが
学校改革への大きな一歩となりました。

図　校内研修がＣ高校にもたらした改革

54 June 2019

0-01-J-21457-000 2019 年度VIEW21高校版 6月号 54頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
06/07
下村 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P52-54_view21koukou-6g.indd   54 2019/06/07   13:09



Reader ’s  VIEW　

評価観の変容を感じた
　４月号の特集の座談会で、大分県立杵

き つ き

築高校の芦
あしかり

刈

信司先生が言われていた「思考力などは（中略）他者と

の比較ではなく、過去の自分との比較で力が高まったと

実感させることが最も大切」という言葉に、評価観の変

容を感じた。私も、生徒がそうした実感を持てる指導を

目指していきたい。また、定期考査は、指導と評価の一

体化を考える上でも重要な学校文化の１つだが、今回の

特集では、改革事例が部分的に紹介されたに過ぎない。

思考力・判断力・表現力を評価する定期考査について、

より分析を加えた記事を期待したい。

愛知県立日進西高校　野々山新
しん

定期考査の作問で育成を目指す資質・能力を体感
　４月号の特集のテーマ「高校１年生の指導」の重要

性は従来と変わらないが、次期学習指導要領や大学入

学共通テストを前に、より重要になるのは授業だろう。

その意味で、兵庫県立相
あいおい

生高校の配点 10％程度の記述

式問題や、大分県立杵築高校の社会とのつながりを意識

する出題など、定期考査の実践が参考になった。育成を

目指す資質 ･能力を、教師自身が作問を通して体感する

ことは、とても大切だ。岩手県立大船渡東高校　川村俊彦

「○○力」の定義の統一が重要
　連載「『学校教育デザイン』を描く道標

しるべ

」で取り上げ

られた新潟県立巻
まき

高校の記事を読んで感じたのは、各校

で使う「〇〇力」の意味は統一されているのかという点

だ。教科が増えれば増えるほど、教師が考える「〇〇力」

の定義は拡大するだろう。それをどのように教師間で共

有化を図るかが、学校全体のカリキュラム・マネジメン

トにおいて重要だと思う。私も他教科の先生方と話し合

い、「〇〇力」を正確に捉えるようにしたいと感じた。

静岡県立御殿場高校　松山　陸

ルーブリックを使った生徒による評価の重要性を再認識
　４月号「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」のルー

ブリックを用いた評価の方法を読み、教師による評価に

加え、生徒の自己評価や他者評価が重要だと再認識し

た。生徒による能力開発のためには自己評価が不可欠

であり、他者評価は自己評価を客観的に見るための大

切な視点であると感じた。評価のあり方を考えるにあたっ

て、記事が大変参考になった。

静岡県・私立沼津中央高校　後藤松太郎

小・中学校の指導も、高校の指導の参考になる
　以前、教育委員会で指導主事をしていた時に感じてい

たことだが、小学校や中学校の指導は、高校の指導に

おいてもとても参考になる。新連載の「高校教師 study

─ tour」は、高校教師という第三者の目を通した記事だが、

個人的な感想も、識見に裏打ちされたものならば、より

普遍性を持たせられると思った。

群馬県立伊勢崎興陽高校　川島一秀

2019年4月号へのご意見

次号は 8月20日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2019 　 月号8

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報
をタイムリーにお届けします。＊お友だちの登録方
法は、右の2次元バーコードを読み取っていただく
か、LINEアプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「@
view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

　今号の「実践　アクティブ・ラーニング」は、５人の先生方が「コンビニを科
学する」を共通のテーマに、各教科の視点で行われた授業を取材したスペシャル
バージョンでした。教室には、他校の先生方や新聞記者が大勢いらっしゃいまし
たが、中でも目を引いたのが、石川県立金沢泉

いずみがおか

丘高校の新聞部の生徒でした。
第 42回全国総合文化祭で最優秀賞を受賞するなど、実力のある部活動で、今回
の授業の取材では、企画した先生や、実際に授業を受けた生徒にインタビューを
し、その記事を「速報版」として自校に配布したとのことです。発刊は２か月に
１回と、『VIEW21』高校版と同じ頻度ですが、速報版は何と年に 20回前後発刊
しているそうです。「これは負けられない！」と思いながら、取材と編集を行い
ました。ぜひご覧ください。（荻原）
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任校で２年生の担任を務めた年の３月、校長

から「４月からは、担任を外れて進路指導主

事に」と告げられました。当時、３０代半ばの私は、

校内で最も生徒に厳しい教師で、課題のある生徒を

率先して受け持っていましたが、2年生まで担任を

務めたそのクラスは学級経営で思いの外苦労し、高

３進級を目前にしてもまだクラスは落ち着きのない

状況でした。だから、「１日も早く、クラスみんなで

受験に臨む雰囲気をつくろう」と新年度の構想を練っ

ていた矢先の、思いもかけない告知でした。

　校長室を出て、間近に迫った卒業式の予行演習の

ため体育館に移動すると、整然と並べられた卒業生

の担任席が目に飛び込んできました。来年、自分は

この席に座り、生徒の呼名をすることができないの

だと思うと、胸が苦しくなりました。クラスをまと

められないまま担任を終える悔しさを抱えながら、

「そんな自分が進路指導主事をしてよいのだろうか」

と悩みました。

日後、年度末の懇親会で、私は同じ学年団で

体育科のＳ先生とじっくりと話をする機会に

恵まれました。文学を愛し、ユーモアにあふれ、生

徒からも教師からも尊敬を集めるＳ先生に、私は自

分の思いを打ち明けました。話を聞き終えたＳ先生

はゆっくりと息を吸い、私に問いかけました。「本
当に美味しい米の作り方を知ってるか？」。
肥料、水、気候……そんなものが頭に浮かびました。

少し間を置き、Ｓ先生は言いました。「種
たね

籾
もみ

に、冷

水をかけるんだ」。意外な答えに、私は「なぜです

か」と尋ねました。「種籾は、温かい水につけるとす

ぐに芽を出すが、そうしてできた苗は弱く、味も劣

る。かたや、冷水につけるとなかなか芽を出さないが、

厳しい環境の中でできた苗は強く、本当に美味しい

米に育つ」。そして、こう結んだのです。「おまえが

やってきたことは決して無駄ではなく、失敗でもな

い。この１年があったからこそ、おまえが担任した

クラスの生徒たちは必ず強く、立派に成長するはず

だ」。衝撃的な、そして救われた瞬間でした。

　Ｓ先生の言葉を聞き、教師には、教科の専門性に

とどまらない豊かな教養が必要であり、自分はもっ

と学び続けなければいけないと思いました。そして、

Ｓ先生が、担任としての私の指導を見守ってくださっ

ていたことに深く感謝するとともに、これまで学校

で過ごしてきた時間の中で、多くの先生方からたく

さんのことを自分は学ばせてもらっていたことに気

づきました。先生方への感謝の気持ちがあふれてき

て、春からは生徒のためだけではなく、先生方が生

き生きと活躍できるように、自分のすべてを捧げよ

う……そう覚悟を決めました。

の日から７年が経ち、勤務校も変わりました

が、どのような困難があっても前向きでいら

れるのは、この言葉と出会えたからだと思っていま

す。先生方がお互いを認め合いながら生徒の可能性

を最大限に高めていく学校をつくりたい。そのため

に今、自分が置かれている立場で何ができるか、何

をすべきか。あの日以来、私はいつもそのことを考え、

日々を過ごしています。

No. 014
新潟県立長岡高校

山﨑健太先生
やまざき・けんた

◎教職歴15年。同校に赴任して４年目。理
科担当。「学校の中で、そして学校の枠を超
えて教師同士の学びをつなぐことが、これ
から10 年間の自分の使命」という考えのも
と、県内の高校に呼びかけ、進路指導の勉
強会を19年度に立ち上げる。

新潟県立長岡高校　全日制／普通科、理数科／共学／１学年約 320人／2019 年度入試合格実績（現役のみ）：国公立大は、東北大、
東京大、名古屋大、大阪大などに176人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、中央大、早稲田大などに延べ 455人が合格。
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